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第四十三話　ｗｅｄｄｉｎｇ　１











　その日の宮みや間ま夕ゆう菜なは、朝から機き嫌げんがよかった。

　もっとも彼女は、早朝から不機嫌ということがあまりない。健康体であり生活リズムを一定にするよう努つとめているので、朝が強いのだ。生理の時はさすがに辛つらそうになるが、これは仕方のないこと。

　陽気な朝は、その日一日を楽しくすると夕菜は信じている。気分がよければ朝食を作ることにも力が入るし、おいしくなる。食事は活力の源みなもとなのだから、結果として全すべてがうまくいくのだ。彼女はそう教えられてきたし、信じていた。

　なのでその日は誰だれよりも早起きして、食事を作っていた。お味み噌そ汁しると納なつ豆とうだけの簡素な食事になることもあるが、今日は凝ころうと考えた。ご飯ではなくお粥かゆにし、上にのせるおかずの種類を増やす。卵にお味噌汁は当然としても、お茶も二種類にして選べるようにした。ちょっとした高級旅館の朝あさ餉げのようだった。

　夕菜はこれらの用意が全く手間ではなかった。元より家庭的であるし、料理は大好きだ。なにより、昨日はいいことがあったのだから。

　だから機嫌がいい。そして対照的に、他の女の子たちは不機嫌という名の低気圧を、朝っぱらからまとっていた。

「……おはよ」

「おはようございます、玖く里り子こさん」

　台所にやってきた風かぜ椿つばき玖里子に、夕菜はエプロンで手を拭ふきつつ、明るく挨あい拶さつをした。

　玖里子は目の下に隈くまを作っていた。髪かみも乱れていて、あまり人前に出られる状態ではない。

「……あんた、元気ね」

「はい。今日はお天気もいいですから」

　夕菜は今にも鼻歌を歌いそうだった。実際、さっきまでは歌いながら料理していた。

「玖里子さんは元気ないですね」

「……昨日、あんなことがあったからね」

　彼女は冷蔵庫を開けてアイスコーヒーを取り出そうとした。夕菜に止められる。

「もうすぐご飯ですから」

「コーヒー飲まないと目が覚めないのよ」

「すぐにできます。座っててください」

　夕菜の邪じや気きのない言葉に押され、玖里子はなにも取らずに冷蔵庫を閉めた。手で口を押さえずにあくびをする。

「眠ねむそうですね」

「これでも寝ねた方よ。凜りんと千ち早はやなんかもっと寝てないんじゃない？　舞まい穂ほちゃんはいつも通りだけど」

「そうなんですか？」

　夕菜が聞き返すとほぼ同時に、足音がして上から女の子たちが降りてきた。

「おはようございます、夕菜さん」

「おはよう」

「にゃー、起きた」

　神かみ城しろ凜、山やま瀬せ千早、栗くり丘おか舞穂の三人である。千早はこの家の住人ではないが、昨晩泊とまったのだ。

「おはようございます」

　夕菜はにこやかな表情で返事をする。玖里子に挨拶したときと変わらない、明るい笑え顔がお。

　対照的に凜は、眠そうで目の下を真っ黒にしていた。千早ですらどんよりとしており、どこか生気がない。いつもと変わらないのは舞穂だけ。

　夕菜は首を傾かしげた。

「皆みなさん、お疲つかれなんですか？」

「ええ、そうですね。疲れています」

　凜が返事をする。常にはきはきした言こと葉ば遣づかいをしている彼女にしては、珍めずらしい。

「あまり眠れなかったもので」

「素す振ぶりをしていたんですか？」

「してません。さぼってしまいました」

　彼女は最近になって、鍛たん錬れんのための素振りに気合いを入れはじめた。夜か早朝、あるいはその両方で竹刀しないを振るのである。これは、剣けん道どう部から大会に出てくれと懇こん願がんされたこともある。

「珍しいですね。凜さんでもそんなことがあるんですか」

「あります。昨晩が昨晩だったので色々と」

「なにかありましたっけ？」

　夕菜は頬ほおに人差し指を当てて考える仕草。凜はそんな彼女を恨うらめしげに眺ながめる。

「忘れたふりはよくありません」

「全部覚えてます。でも普ふ通つうのことでしたよね」

　明らかに凜は「どこが普通ですか」という顔をしていた。

　夕菜は千早に向き直る。

「山瀬さんも元気がありませんね」

「うん……まあね」

「朝からそれはよくありませんよ。元気が出るご飯にしてますから、たくさん食べてください」

「朝から？」

「お腹が一いつ杯ぱいになれば、元気が出ます」

　千早は「それはそうだけど……」と呟つぶやいていた。

「舞穂ちゃんは元気ですね」

　夕菜はにこやかに、舞穂に言った。

「にゃー、元気」

　舞穂は両手を上げた。

「舞穂はたくさん寝た」

「楽しい夢を見ました？」

「うん。和かず樹き君が下校途と中ちゆうに女の人に捕つかまってね、工場に連れ込まれて××××や××みたいなことをされて、舞穂がそれを物もの陰かげからじっと見ていて……」

　例によって伏ふせ字じにしなくてはいけない単語を乱発しはじめたので、全員が彼女の台詞せりふをスルーした。

「じゃあご飯にしますから、皆さん座ってください」

　夕菜が言うが、他の女の子たちはどことなく居い心地ごこちが悪そうな、やる気がなさそうにしていた。

「どうしたんです？」

「あのね、夕菜ちゃん」

　と玖里子。

「はっきり訊きくけど、昨晩和樹となにしたの？」

「普通ですけど」

　夕菜は明らかに、分かっていてとぼけていた。

「わたしと和樹さんは、普通にしてました」

「無理があるわよ。和樹とお風ふ呂ろの中でなにしたのよ」

「なんでもいいじゃありませんか。わたしの口から言うなんて恥はずかしいです。きゃっ」

　夕菜は顔を赤らめながら頬を両手で押さえた。身体からだをくねくねさせている。

「ミミズが逃にげ出しているみたいね……あたしたちはなんでもよくないのよ」

「そうなんですか？」

「そうよ。おかげで全員……舞穂ちゃんは違ちがうけど、寝不足なんだから」

　玖里子は断言した。

　千早が泊まりに来ることでスタートした一連の騒そう動どうは、夕菜と式しき森もり和樹の入浴で幕を閉じた。まことにめでたいはずだった。

　しかしその終わり方が問題だった。夕菜が強ごう引いんに和樹を風呂に連れて行き、一いつ緒しよになって入ったのである。おまけに中でなにがおこなわれたのかが分からない。玖里子はずばり、「やったのかやらないのか」を訊いているのだ。

　夕菜は曖あい昧まいなことを言うのみだ。これは昨晩から一いつ貫かんして変わらない。おかげで女の子たちは、揃そろって寝不足に悩なやまされているのである。

「私は素振りをさぼっただけではなく、ずっと寝られませんでした」

　凜が言った。

「夕菜さんが式森と……不、不ふ埒らちな行こう為いに及およんだかと思うと、悔くやしく……いえ公衆道徳に影えい響きようが出るのではと危き惧ぐしていたのです。一晩中」

「大げさです」

「大げさなものですか。式森となにをしていたのです」

「ですから、秘密です」

　夕菜は昨日から口にしている言葉を、ここでも繰くり返した。

「あれはわたしと和樹さんだけが知っていればいいことなんです」

「そ、それでは倫りん理りというものが……！」

「凜さんはすぐ話を大きくしようとするんですね」

「大小の問題ではないのです……！」

　剣けん豪ごう少女は口から泡あわを吹ふきそうであったが、夕菜は平然としたものだった。なにを言われてもけろっとしている。

「わ、私だけではなく、山瀬さんも気になって寝られなかったと言ってます！」

「山瀬さんも？」

　水を向けられた千早は、否定しそうになっていたが、眠そうな目で認めた。

「実は、あまり寝られなかった」

「お布ふ団とんの中でごそごそやっていたのは知ってましたけど」

「寝返りばかりうってたから」

「わたし、すぐに寝ちゃったんですよね」

「あたしも寝たかった……」

　目を擦こする千早。今日彼女のクラスは体育がある。この分では苦労することだろう。

「妙みように式森君と宮間さんのことが頭に浮うかんで……」

「どんなことです？」

「それは……色々」

「山瀬さんも、そんなこと考えるんですか」

　さらりと返す夕菜。千早は「え……」と呟いて顔を赤くした。凜の言う「不埒なこと」が頭をよぎったのだろう。タフな少女ではあるのだが、このあたりの免めん疫えきはないに等しい。

　夕菜は軽く手を合わせた。

「そんなことよりご飯にしましょう」

「そんなこと……」

　玖里子が呟く。

「早く食べないと遅ち刻こくしちゃいます」

「そうだけどね」

　どことなく釈しやく然ぜんとしない顔の玖里子。彼女だけではなく、舞穂を除く他の女の子も、睡すい眠みん不足と相まって微び妙みような顔つきをしている。

「このままじゃ喉のどを通らないわよ」

「身体に悪いですよ」

「知ってるわよ。でもなにも分からないままってのも気分がよくないわ。ねえ夕菜ちゃん、どんなことがあったの？」

「内ない緒しよです」

「ずばり訊くけど、和樹としたの？」

「もう玖里子さんったら。そんなことはっきり訊かないでください」

　また身体をくねらせる夕菜。玖里子は冷ややかだ。

「やってることのわりには清純なふりをするのが得意ね」

「なんだかとても失礼なことを言われた気がします」

「いいから本当のところはどうなの？」

　玖里子が寝不足だが真剣な目つきで見つめる。

　夕菜は目をぱちくりさせた。目の前の女性だけではなく、凜も千早も注視していた。舞穂もそうだが、わくわくしているので違う興味だ。

　髪かみを二つに縛しばった少女は、にこりとした。

「どうなんでしょう」

「だから」

「秘密です」








[image: ]








　明るいが、きっぱりとした拒きよ絶ぜつ。玖里子は「分かっていた」みたいな口調で言う。

「じゃあ、なんかあったって解かい釈しやくするわよ」

「そこはご自由にどうぞ」

「夕菜ちゃん、もう清純じゃなくなっちゃったわよ」

「わたしはわたしですから」

「……ま、確かにそうよね」

　玖里子は釈然としないが納なつ得とくはしていた。

「じゃああたしも、それなりの解釈するってことで」

「どうぞ」

　夕菜は終始笑顔を保ったまま、会話に決着をつけた。これで終わりとばかり、少しだけ声を大きくする。

「座っていてください。たくさん作りましたから、一杯食べてくださいね」

「わーい」

　と喜んだのは舞穂で、他は早くも胸焼けしたような表情であった。

　夕菜はまったく気にしていない。

「お粥かゆをよそうのはわたしがやりますから、待っていてくださいね。わたし、和樹さん起こしてきます」

　彼女はそう伝えると、足取りも軽かろやかに、二階へと上がっていった。




　　　　○




　和樹が葵あおい学園二年Ｂ組に着いたときも、やはり寝ね不ぶ足そく状態であった。

　理由は玖里子たちと同じようなものなのだが、くわえて彼は当事者なのだ。夕菜と一緒に風呂に入ったことははっきり覚えており、おかげで思い出しては眠ねむれなくなったのである。実はそれより前に千早とも入浴しており、そのことが拍はく車しやをかけていた。

　肉体的というよりは精神的な疲ひ労ろうを漂ただよわせて着席する。一緒に登校した夕菜は、とても楽しそうであった。

「和樹さん、お疲つかれなんですか？」

「うん……身体は平気なんだけどね」

「駄だ目めです。夜中にちゃんと寝ないからですよ」

　と夕菜は言うが、和樹はわりと寝たのである。少なくとも他の女の子よりは。それより朝起きてから、昨日のことを立て続けに思い出し、一気に身体が重くなったのだ。鉄球をいくつも飲み込んだみたいだ。

「夕菜は元気だね」

「はい。和樹さんのおかげです」

「……そうなんだ」

　想像どおりではあった。

　昨夜なにがあったか、実は和樹は覚えていない。もちろん夕菜と一緒に入浴したことは忘れられないのだが、そこから先が曖昧だ。特に夕菜に魔ま法ほうをかけられてからが、まったく記き憶おくにない。正確には思い出そうとしても鍵かぎをかけられたように進まない。記憶の扉とびらが開けられなかった。これも魔法だろうかと考えたが、確証はない。

　全てを知っているのは当然夕菜だが、なんとなく訊きくのに気が引けた。彼女自身に尋たずねても、どんな答えがあるかいまいち分からない。「えー、覚えてないんですか」とか言われ、肝かん心じんの回答がない予感もした。

　和樹自身としては、覚かく悟ごしなければいけない気もしていた。と同時に、覚悟ってなんだとの意識もある。そもそもそんなに真剣になるべき問題なのかどうか。性へのタブーは、年々低年ねん齢れい化しているとなにかで読んだ。

　思春期の男にとっても女にとっても、一大イベントではあるのだ。やはり平然としてはいられないというのが、偽いつわらざる感情であった。

　和樹は自分の席に座ったまま、机を見つめる。写しや経きようでもしたい気分だ。それかいっそ勉強。

　ふと顔を上げた。そろそろホームルーム開始のはずだ。が、担任の伊い庭ばかおりがやってこない。勉強もなにも先生がいないことには話にならない。時計を見ると、五分ほど過ぎていた。

　すると壇だん上じように、クラスメートの仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこが登った。

「おーいみんな、さっき先生から連れん絡らくがあった」

　なんだどうしたとクラスからの声。

「あー、なんでも明日あした発売のゲームがあるので、昨日から店の前に並んでいるんだそうだ。風か邪ぜを引いたけど列から離はなれるわけにはいかないので、授業は難しいと言っている。徹てつ夜やを手伝いたい人は来てくれと」

　誰だれが行くかと声が上がった。

　かおりは度を超こしたゲーム好きで、しばしば授業がおろそかになる。プレイだけならまだしも、購こう入にゆうに命をかけているためこのようなことが起こっていた。もっともＢ組は慣れっこなため、今さら驚おどろいたりはしない。

　また隅すみっこから声がする。

「じゃあどうすんだ。自習か？」

　仲丸は首を振ふった。

「そんなことしてられるか。俺は緊きん急きゆうクラス会議の開かい催さいを提案したい」

「なにごとだ」

「ついさっき、俺にあるタレコミがあった。清せい廉れん潔けつ白ぱく、全国の高校生の模も範はんとも言えるこのクラスに、卑ひ怯きような振る舞まいに出た男子がいると」

　そいつは許せんなとの声。もちろん二年Ｂ組は清廉潔白などとはほど遠く、モラルも下から数えた方が早いのだが、大半が「自分たちは潔けつ癖ぺきである」と信じていた。

　だが聞いていた和樹にとって、そんなことはどうでもよかった。とてもとても嫌いやな予感がしたのである。

　仲丸の首が動く。

「式森」

「……な、なに」

「俺は聞いたぞ。お前が俺たちを裏切って……女と不届きな行こう為いに及およんだということを！」

　和樹は驚いた。驚いたが「あ、やっぱり」との感覚もあった。

　このクラスでは和樹はしばしば標的になる。男女とも異性に縁えんがなく、ねじ曲がった欲求を常に溜ためている生徒たちにとって、妙みように女の子に縁がある和樹は憎にくき相手なのだ。嫉しつ妬との矢や面おもてに立たされるのは珍めずらしいことではなかった。

　驚いたのは、仲丸がそのことを知っていたことであった。どうやって聞いたのだ？

「な、なんでそんなことを！」

「俺の情じよう報ほう網もうをなめるなよ、式森」

「いつも間ま違ちがってばかりで、切れた輪ゴムより役に立たない仲丸の情報が……！」

「お前も言うようになったな」

「一体、なんで……」

「数多くの同志があちこちに潜ひそんでお前の行動を監かん視ししている。その中のひとりが、微びに入いり細さいに入り報告してくれたのだ。ヒントは生徒会」

「……玖里子さんだな！」

　和樹は思わず絶ぜつ叫きようした。

「あの人は、もう！」

「情報ソースについては答えられない。そんなことより、お前の弁解を聞かせてもらおう」

　噛かみしめるように仲丸が言う。クラス中の視線も、和樹に向けられていた。

　和樹は唾つばを飲み込んだ。

「ど、どんな」

「決まっているだろう、どうしてそんな抜ぬけ駆がけをした」

「なんのことだか……」

「とぼけるな、夕菜ちゃんと不ふ埒らちな行為に及んだと聞いているんだ！」

　やばい、そこまで話したのかと和樹は思った。朝食の席が妙にぎくしゃくしているとは感じていたが、そうなっていたとは。きっと学校に着いてから、玖里子がいの一番に仲丸に話したに違いない。

　仲丸が今話したのは、この場が一番追つい及きゆうしやすいと計算したからだろう。クラスを巻き込んでしまえば、和樹に逃にげ場ばはなくなる。

　そして思おも惑わく通り、クラス中は憤ふん怒ぬで溢あふれかえっていた。

「なんだそれは、許さんぞ！」

「俺たちの友情をふいにするつもりか!?」

「式森君は悪魔よ！」

　嫉しつ視しがあちこちから飛んでくる。友情だなんだと言っているが、全て「羨うらやましい妬ねたましい」の塊かたまりであった。

「こんな不潔な人がＢ組にいたなんて！」

「式森は犯罪者だ！」

「近寄らないで汚けがらわしい！」

　言いたい放題である。もっとも和樹としては、もはや「夏から秋にかけて台風が来ます」みたいなもので、風物詩となんら変わることがない。

　問題は自分だけではなく、相手まで名指しされていることである。

　仲丸が言った。

「待て待てお前ら落ち着くんだ」

　これが落ち着いていられるかとの男子の声。和樹は心の中で「一番落ち着いていないのは仲丸だ」と毒づいていた。

「式森のしたことは許し難がたいが、まだ一いち縷るの希望がある。つまり、式森が皆みんなにいい顔をしたいために、見栄を張ったのではないかということだ」

「なるほど」

　これにも和樹は「なんで僕がそんなことをするんだよ……」と呟つぶやく。

「もしかしたらまだ夕菜ちゃんは純潔で、式森が適当なことを言い触ふらそうとしているのかもしれない。そうであることを願う」

「きっとそうに違いない」

「式森君ってかわいそう」

　哀あわれみというよりは嘲ちよう笑しように近い言葉が飛んでくる。

　仲丸が注目を集めようと、教室内をぐるりと見回した。

「今必要なのは情報だ……それも正確な情報。ここは本人に訊くのが一番いい」

　クラスからは「式森に訊いたって本当のことを言うわけがない」と意見が出た。仲丸はうなずく。

「当然だな。そこで、俺が代表して質問しようと思う。……夕菜ちゃん」

「はい？」

　夕菜はにこやかな顔で返事をする。

「訊きにくいことを訊くけど……夕べ、式森となにかしたの？」

「どうなんでしょう」

　否定でも肯こう定ていでもない答えである。教室内がざわつく。

「えーと、こう式森と、たとえば裸はだかの関係があったとか」

「一いつ緒しよにお風ふ呂ろには入りました」

　うおおとどよめきが発生した。夕菜はクラスで一番、いや葵学園内でも有数の美少女である。それが男と風呂に入った発言をしたのであった。驚くのは当然で、しかもその相手が和樹なのだからなおさらだ。

　珍しいことに、一番慌あわてたのが仲丸だった。

「ちょっ、ちょっと待った!?　風呂!?」

「はい」

「一緒に!?」

「ええ」

「もしかしたら服を着たまま……とか」

「変なこと言わないでください。お風呂なんですから、わたしも和樹さんも脱ぬぎました」

　照れくさそうに夕菜は答えた。顔は赤かったが、どこか自じ慢まんしたそうでもある。

　そしてＢ組には「きゃー」とか「うぎゃー」との声が充じゆう満まんした。

「ばばばばば馬ば鹿かな!?　夕菜ちゃんが汚けがされた」

「夕菜が式森君の毒どく牙がにかかるなんて！」

　男女とも公平にショックを受けている。夕菜は男子にとっては永遠の絶対不ふ可か侵しんアイドルであり、女子にとっては誰にも分け隔へだて無く接してくれる得難い友人なのである。汚されたとは言い得て妙で、クラスメートにとっては身体からだの一部に泥どろでも塗ぬりつけられた感覚に襲おそわれたのであった。

　もちろん夕菜はけろっとしている。

「別に、お風呂にはいるのは普ふ通つうですよね」

「えっ、でも、男の子と二人でしょう!?」

　これは松まつ田だ和かず美みだ。女仲丸とも呼ばれている女子生徒で、金に関しては底なしの欲望を見せる。

「お風呂が広かったんなら分かるけど。端はしから端まで二キロくらいあるとか」

「それじゃ湖じゃないですか。普通のお風呂場です」

「目をつぶって入ったの!?」

「開けないと無理です」

　夕菜はさらりと答えていた。

　もはやパニックどころではない。

　男女問わず口々に騒さわぎ立て、一部は走り回っていた。ふざけているのではなく、心底ショックを受けているのだからとんでもない。

　大声を上げ、わめき、泣く。まるでリオのカーニバルか熱に浮うかされて投石を繰くり返すデモ隊のようであった。

　そしてどこからともなく声が上がる。

「式森を吊つるそう！」

　これは浮う氣き光みつ洋ひろだなと和樹は思った。インテリっぽい雰ふん囲い気きのくせに、とかく事態を大げさにするところがある。

「やつを亡なき者にすれば、全員が幸せ者になれる！」

「大賛成ね！」

　和美が真っ先に賛同する。

「あたしもしたことないのに……じゃなくて、不潔よ！　相手が夕菜なんて最低！　式森君のこと信じていたのに！」

「まさか？」

　と和樹。即そく座ざに和美は意見を変えた。

「もちろん式森君のことを信じたことなんかないけど、でも許せないの！　間違ってる！」

「なんで!?」

「常識で考えてよ！　あたしたちと式森君のどっちが正しいと思うの!?」

「俺たちだ」

　仲丸が応じた。和美は大きくうなずく。

「そういうことね。つまり式森君が悪よ」

　そうだそうだと賛同の声。拍はく手しゆまで起こった。

　和樹は思わず立ち上がった。

「どうして僕が……!?」

　和美が胸を張る。

「いつもあたしたちは式森君のせいにしてるわよ」

「開き直らないでよ！」

「だから今度も式森君のせいよ！」

　無茶な理り屈くつだが、これがＢ組内ではまったくの正論なのであった。ひがんでいればいるほど、人としての格が上がると確信しているため、他者を罵ののしることへの禁きん忌きがない。そして繰り返しになるが、女の子に縁のある和樹が標的になるのであった。

「すぐさま刑けいを執しつ行こうすべきね！」

「け、刑!?」

「火あぶりとかはやったことがあるから……電気椅い子すか薬物注射！」

「微び妙みようにリアリティがあるんだけど!?」

「これから本当にリアルになるわよ！　持ってきて！」

　和美の号令で、どこからともなく木製の椅子が運ばれてきた。肘ひじ掛かけには拘こう束そく用の革かわ手て錠じようがあり、あちこちに電極がついている。

　和樹は悲鳴を上げた。

「うわー!!」

「こんなときのために作っておいた電気椅子が役に立つわ」

「なんでそんなものを!?」

「執行第一号は式森君だと思っていたわよ」

　教室の後ろに電気椅子が据すえられる。逃げようとした和樹は捕とらえられ、そのまま座らされようとしていた。

　とその時。

「やめてください！」

　凜りんとした声が響ひびいた。全員その方角を向く。

　立ち上がり、喋しやべっていたのは夕菜であった。

「和樹さんに酷ひどいことをするのは駄だ目めです。許しません」

「夕菜、あなたは騙だまされているのよ」

　と和美。

「あなたに目を覚まして欲しいだけなの」

「だから電気椅子って、無茶苦茶じゃありません？」

「本当は八やつ裂ざきにしたいところを、ディスカウントして電気椅子なのよ。ちょっと電圧の高いマッサージチェアだと思ってくれればいいわ」

「死んじゃいます」

「式森君は一度死んでるから、このさい二回でも三回でも同じよ」

　例によって滅め茶ちや苦く茶ちやな理屈であるが、夕菜は毅き然ぜんと対応していた。

「絶対に駄目です」

　怒おこってはいないものの、意志の強い声こわ音ねであった。そもそも夕菜が腹を立てたらこんなものではすまない。とはいえ、思わず口をつぐむだけのものがあるのも事実であった。

　彼女の迫はく力りよくに、クラスの人間は若じやつ干かんのたじろぎを見せていた。

「で、でも、夕菜も被ひ害がい者しやじゃないの？」

「被害者じゃありません。相手は和樹さんなんですから。和樹さんのすることならわたしはなんだって平気です」

　恐おそる恐る和美は訊きいた。

「……やっぱり、えーと、したの？」

「内ない緒しよです。肯定も否定もしません」

「……肯定と同じじゃない！」

　耐たえきれなくなったかのように和美が叫さけんだ。

「式森君を鮫さめのエサに……」

「松田さん」

　静かに夕菜が言う。それだけで、和美はなにかを察したように押し黙だまった。

「わ、分かったわよ……」

「分かってくれて嬉うれしいです」

　夕菜はにこやかな雰囲気に戻もどる。

「ついにわたしと和樹さんが……なんですから」

「そのてんてんはなんなの」

「もう、松田さんったら。言えるわけないじゃないですか」

　照れくさそうになる。仕草が可愛かわいいのはまったくの事実なので、Ｂ組の生徒たちは戸と惑まどうばかりだった。

　必然的に怒いかりは和樹に向くようになる。

「おい式森、夕菜ちゃんとなにをやったんだ!?」

　仲丸が今にも噛かみつきそうな勢いで詰きつ問もんする。

「い、いや、覚えてなくて……」

「嘘うそはつくな」

「嘘じゃ……」

「お風ふ呂ろといえば裸はだかです。やることなんて決まってます」

　横から夕菜が口を出す。和樹にしてみれば、不必要もいいところだった。しかも彼女は実に嬉うれしそうだ。

「和樹さんって、意外と肩かた幅はばがあって立派なんですよ。驚おどろいちゃいました」

「式森！　お前は夕菜ちゃんになに見せているんだ！」

　仲丸はもはや頭から食いつきそうになっていた。今斧おのを持たせたら、ためらわず振ふりかぶったかもしれない。

　和樹は大おお慌あわてになる。

「濡ぬれ衣ぎぬ……じゃないけど、お風呂に入ったのは事実なんだけど！」

「この野や郎ろう、自慢か！」

「だってあれはそういう流れだったから……」

「流れで決まるなら誰だれも苦労なんかしねえ！」

　まったく和樹も同感だった。女の子と二人で風呂に入るなんて、想像することはあっても事実としては考えられない。だが起こってしまったのである。

　仲丸の嘆なげくこと嘆くこと。

「ああ、夕菜ちゃんがついにこんな男に……」

「酷いなおい」

「俺たちは夕菜ちゃんにだけは手を出さないでいようとしていたんだ。それを式森が一方的に破るなんて」

「破ったわけじゃないんだけど。最初から……だったし。別に夕菜だけってことも」

　はっとして、和樹は口を手で押さえた。だが仲丸は聞き逃のがさない。

「おい、他ほかにも一いつ緒しよに風呂に入った娘こがいるんじゃないだろうな」

「……えーっと」

「てめえ！」

　怒り狂くるった仲丸は和樹に飛びかかる寸前であった。周囲は女子の「仲丸君頑がん張ばって。目を狙ねらうのよ」という声せい援えんと、男子の「俺にやらせろ、俺に！」という声が入り交じってい　た。

「我が友人式森和樹をこの手で葬ほうむってやる！」

「やーめーてー！」

　和樹は電気椅子の時と同じくらいの恐きよう怖ふを感じ、逃とう走そうしようとする。

「やめてくださいってば！」

　再び夕菜が叫ぶ。

「もう、どうしてこんなことをするんですか。和樹さんは悪くありません。わたしから、一緒にお風呂に入りたいですって頼たのんだんですから」

「……そうなんだ……」

　いつもテンションの高い仲丸が、珍めずらしくどんよりとした顔つきになった。

「そうです。わたしはクラスのみんなに祝福して欲しいくらいなんです。変なことは言わないでください。電気椅子もなし」

「祝福……」

「喜んでくださいね」

　その言葉に、絶望感を感じるクラスメートたち。一人残らず、なにを喜べばいいのだと、顔に書いてあった。

　夕菜の言葉は止まらない。彼女は自分から教きよう卓たくのところまで行って喋っていた。

「それでですね、わたしと和樹さんのことで、皆みなさんにお願いがあるんです」
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「…………」

「そんなに難しいことじゃないんですけど、やっぱりお力を借りるしかありませんから……仲丸さん」

「ん？」

「今から言うものを準備してください」

「……なんで？」

「すぐに分かります。わたしと和樹さんのために必要な準備です」

「夕菜ちゃんはともかく、式森はなあ。なんに使うの？」

「絶対に二人に必要なんです」

「でもなあ」

「いるんです」

　仲丸は夕菜の迫力に押し切られた。ノートを破ってメモ用紙にし、シャープペンシルを用意する。

　夕菜は頭の中で、なにかを思い浮うかべているような様相だった。

「まずですね……祭さい壇だんです」

「祭壇？」

「はい。それと鐘かね」

「鐘って、あのきんこんなるやつ？」

「大きくて、いい音ね色いろのものが必要です。あとは長なが椅い子す」

「長椅子……」

　仲丸はメモ用紙に書き込む。

「他にはオルガンとオルガン奏者です」

「なんだそりゃ」

「雰ふん囲い気きを盛り上げるのに必要ですから」

「よく分かんないな」

　彼は首を傾かしげていた。それは他のクラスメートも、和樹も同様であった。疑問に思わないものはかろうじて長椅子くらいで、あとはなにに使用するのか不明。

　夕菜の言葉はよどみない。

「赤い絨じゆう毯たん」

「外国の賓ひん客かくを迎むかえるみたいだな……」

「神父さんと聖書」

「神父？」

「男性用の礼服」

「礼服ねえ……」

「そしてこれが一番重要です。ウェディングドレス！」

「ウェディング……え!?」

　さすがの仲丸も、メモも取らずに顔を上げる。

「これじゃまるで結けつ婚こん式しきだ！」

「そうです」

　夕菜は断言した。

「結婚式の準備です」

「だっ……誰の……」

「決まってるじゃないですか」

　夕菜はゆっくり和樹に近寄ると、手を取った。

「和樹さんと、わたしのです」

　彼女は少しだけ顔を赤らめると、じっと和樹を見つめていた。

「ですよね」

　和樹は返事をしない。声を上げることもできず、ただただ驚きよう愕がくの表情で、夕菜の可愛らしく邪じや気きのない顔を見返していた。
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第四十四話　ｗｅｄｄｉｎｇ　２











「けっ、けっ、けこ、けこ、けこ……」

　和かず樹きは、寒さで舌が回らなくなったカエルみたいな声を上げた。あるいは老ろう齢れいで時を告げるのが面めん倒どうになったニワトリ。どっちにせよ、人間とはかけ離はなれた喋しやべり方だった。

　そんな喋り方になったのも無理はない。宮みや間ま夕ゆう菜なが持ち出したのは「結けつ婚こん式しき」だったのだ。およそ高校生男子には縁えんのない言葉である。

　和樹自身は結婚について真しん剣けんに考えたことはないし、するとしても就職して安定した収入を得て、心に余よ裕ゆうができたらだと思っていた。労働ではなく勉強が主の生活で結婚なんて単語が出てくれば、驚おどろこうというものである。

　当の宮間夕菜は、にこにこしていた。

「はい、わたしと和樹さんの結婚式です」

「なっ……なんで……？」

「だってわたしたちが結婚するのは当然じゃないですか」

　夕菜は身体からだをくねらせていた。よほど嬉うれしいらしい。和樹は頭の中がくねってきた。

「でもあの、僕はまだ……」

「それは分かってます。わたしは結婚できますけど」

　年齢の話である。夕菜は結婚しても法的には問題ない年であった。

「女の子でも、保護者の許可がいるんじゃなかった……？」

「分かってますから。今すぐ許可をもらおうと思っているんですけど……」

　夕菜はちょっとだけ残念そうに語る。

「でも和樹さんは結婚が無理ですから、わたしのお父様とお母様の許可もいらないと思うんです」

「じゃあ結婚式じゃないんじゃ……」

「予行演習です」

　と夕菜は言った。

　ああそれならいいや、というわけにもいかなかった。なんにせよ式を挙げるのである。しかもウェディングドレスに神父などと、本格的だ。

　夕菜はにこにこしながら、顔を赤らめている。

「楽しみです。わたし、何回結婚式をしてもいいと思っているんです」

「…………」

「全部別の人じゃないですよ。和樹さんとです。和樹さんとなら、毎月結婚してもいいです」

「月刊誌みたいだね……」

　ドラゴンマガジンすら隔かく月げつなのに、月に一回結婚式を挙げるとは、さぞ結婚式場も儲もうかることであろう。

　さすがに月一の結婚式はあり得ない。しかし夕菜の「結婚式を挙げる」台詞せりふは現実である。

　そしてその衝しよう撃げきを受けたのは和樹だけではなかった。

「ちょっと待った!!」

　教室内に声が響ひびいた。二年Ｂ組の生徒たちが、一いつ斉せいに同じ言葉を発したのである。

「なんで式しき森もりと夕菜ちゃんが!?」

「未成年が結婚とかねえだろ!?」

「結婚は金持ちの御おん曹ぞう司しとするものでしょう!?」

　口々に文句を言う。「どうせなら相手を選ぶべき。金持ちとか」という意見が混じるのがＢ組らしかった。

「夕菜！　ねえ、おかしくなっちゃったの!?」

　詰つめ寄ったのは松まつ田だ和かず美みであった。髪かみを短めにした、ややキツ目の美人である。

「式森君と結婚することはないじゃない！」

「ですから、結婚式です」

　きょとんとする夕菜。

「式の練習です」

「それだっておかしいわよ！　女の幸せをここで消費しちゃうの？　とっときなさいよ！」

「和樹さんとなら何回でも式を挙げるつもりですから」

「だから、よりによって式森君なんて……」

「あ、松田さんはわたしが和樹さんと結婚するのが嫌いやなんですか？」

　夕菜は頬ほおを膨ふくらませて不満を表明。

「和樹さんはわたしのものですから、あげませんよ」

「いらないわよ、こんな情けない男！」

　聞いていた和樹が「ひでえ」と呟つぶやいた。

　和美をはじめとする二年Ｂ組の心中は、やや複雑なものであった。まず、夕菜は葵あおい学園一の美少女であり、Ｂ組の共有財産であるという認にん識しきがある。それが一人の男に独どく占せんされるのは好ましくなかった。女子の場合は結婚式を神聖視していることが多く、こんな簡単な理由で式を挙げること自体に納なつ得とくがいってない。もちろんやるなら金のある男と、というのもある。

　男子の場合はストレートに「相手が式森はあり得ない」であった。

　当の和樹は目を白黒どころでない。あまりのことに腰こしが抜ぬける寸前であった。夕菜との関係がバラされた上に結婚式である。これで驚かなかったら神経がどうかしていた。

　その彼に詰め寄ってきたのは、Ｂ組一のスポーツマン兼けん腹黒、仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこだった。

「おい式森」

　びくびくしながら和樹は返事をする。

「な……なに」

「弁明を聞こう」

「……弁明？」

「当たり前だ！　た、た、ただでさえお前と夕菜ちゃんの関係に驚いているのに、結婚式だぞ！　どこまで俺たちを裏切れば気が済むんだ!?　友達だったんじゃないのか！」

「友達……」

「ああ、式森が友情よりも自分の欲望を優先する男だったなんて！」

　仲丸はオペラ歌手のように両手を広げ、次いで髪をぐしゃぐしゃにした。

　もはや分かり切ったことではあるが、Ｂ組の男子は和樹に限りない友情を感じている。もちろん和樹にとっては嘘うそもいいところで「頭おかしいのか」としか思えないのだが、仲丸は本気であり、心の底から信じていた。

　なにしろ（Ｂ組視点では）和樹の裏切りを受けたのである。友情が壊こわれたと解かい釈しやくされてもおかしくなかった。

　仲丸は和樹を睨にらみ付けていた。彼だけではない。Ｂ組の男子も女子も、親の敵かたきか殺人犯かという目線を送っていた。

「弁明は!?」

　仲丸が怒ど鳴なる。

「言い訳はどうした!?」

「そんなのない……けど」

　和樹はどうしても弱々しい物言いになる。「理り不ふ尽じん」という単語が頭の中に渦うず巻まいていた。

「でも僕も……あー、結婚式とかちょっと……」

「なにがちょっとだ馬ば鹿かにしてんのか!?」

「いやだって、いきなりだから……」

「まあ、和樹さん」

　夕菜が割って入った。じっと和樹を見つめる。

「わたしと結婚式を挙げたくないんですか？」

「だって……」

「わたしとですよ？」

「でも……」

「わ・た・し、ですよ？」

「挙げたい……です」

　和樹はつい肯こう定ていした。夕菜の言葉の裏にただならぬものを感じたのだ。今はにこやかだが、一歩間ま違ちがえると般はん若にやが出現する。地じ雷らい原げんを目め隠かくしで歩くようなものだ。

　夕菜は微笑ほほえんだ。

「ですよね。ですから、今日挙げたいと思うんです」

「今日なの!?」

「放課後におこないます。善は急げですから」

　善なのかもしれないが、せめて先送りにしたいという和樹の願いは、脆もろくも崩くずれ去った。暦こよみの六曜とか考こう慮りよしなくていいのだろうか。今日は仏ぶつ滅めつだった気がする。

　夕菜は鼻歌を歌っており、今にもスキップしそうだ。一方和樹は、ショックにくわえて身の危険すら感じていた。

　彼のことを殺あやめんと狙ねらっているのは、もちろんＢ組の面々である。

「式森……お前との友情はゼロになったどころかマイナスだぞ……」

「どっかで責任を取ってもらわないとね……」

　男女とも右手に悪意、左手に殺意を握にぎりしめてじりじり近づいて来る。和樹は生命保険の受取人を思い出そうとするほどであった。

　仲丸は目線で和樹を殺そうとしていた。

「動くなよ、灰も残さないからな」

「あたしにやらせて。新しい呪じゆ文もんの効力を試ためしたいの」

　これは和美だ。彼女も魔ま力りよくには自信がある。和樹を消し炭ずみに変えることなんか朝飯前だろう。

　和樹は観念して目をつぶった。だがすぐに開けた。

「ま、待って……待って！」

　一か八か、自分から仲丸の元に駆かけ寄った。

「話があるんだ」

「俺はもうない。死ね」

「待てって！　結婚式が嫌なんだろう？」

「式森は楽しそうだな」

「楽しがってないって！　その、大きな声で言えないけど、僕もあんまりしたくないんだ」

「あんまりってなんだよ」

「はっきり言っちゃうと、夕菜に悪いからさ……」

「なに無む駄だに優やさしくなってんのよ」

　胡う散さん臭くさげに和美が言った。和樹は、「少し落ち着いて」と両手を下に動かす仕草。

「松田さんにも優しくしたいと思ってるけど」

「口く説どく気？　最低ね」

「違うって。僕だって結婚式する年じゃないんだよ。だからやりたくないんだ」

「それはそれで、夕菜に失礼じゃない？」

「夕菜が嫌なんじゃなくて、結婚なんてまだ先でいいんだから。やるならちゃんと……なんだよ」

　口にはしていないが、和樹としては結婚も結婚式も後に取っておきたいのである。学生のようなふわふわした身分ではなく、もっと人間として自立して自信のある状態でおこないたかった。気軽にやるようなものではないのである。

　となると、いかにして夕菜を傷つけずに、結婚式をご破算にするか、ということになる。

「協力してくれないかな」

　胡散臭げの和美。

「式を？　冗じよう談だんじゃないわよ」

「違うってば。中止にしたいんだよ」

　和樹の懇こん願がんに、和美と仲丸はほんの少しだけ困こん惑わくの表情を見せた。なんだかんだで、和樹も喜んでいるに違いないと考えていたのだ。

「式森、お前夕菜ちゃんのことが嫌きらいなのか？」

　と仲丸。

「そんなことないよ！　まだ僕たちには早いだけなんだよ。練習なんてしてたら、ちゃんと式を挙げる人たちにも失礼じゃないか」

「意外と真ま面じ目めだな」

「僕は仲丸たちと違っていつも真面目なの……だから協力してよ」

　仲丸は腕うで組ぐみをした。和美は思案顔。

「どうする、松田」

「そうね……式森君の言うことを聞くのも癪しやくなんだけど……」

　横から和樹が口を挟はさむ。

「松田さんは、なんでも否定する癖くせをやめるべきだよ」

「うるさいわね。……まあいいわ。協力しましょう。あたしだって夕菜に先を越こされるのは嫌だから」

「お、松田もなんか女らしい嫉しつ妬とするんだな」

　仲丸が茶化した。和美がぎろっと睨む。

「女だから」

「結婚式挙げる相手でもいんのかよ」

「……いるといいと思ってるわよ。気づいてくれないけど」

「へー、誰だれ狙ってんだ」

「……うるさい！」

　和美は仲丸を一いつ喝かつして黙だまらせると、突つき刺さすような目線をやってから声を潜ひそめた。

「式森君に手を貸すわ。ただし、式を中止にする方法はあたしたちに従ってもらうわよ」

「うん。いいよ」

「じゃあ授業中に連れん絡らく取り合うわよ。放課後まで時間ないんだから」

　和美は念を押すように言った。なにも知らない夕菜はにこにこしたまま、ついに踊おどり出していた。




　放課後までの時間はそれほどない。授業というどうしようもない壁かべが横たわっているため、自由時間に限りがあるのだ。しかも夕菜に指示された赤い絨じゆう毯たんだの花だのといった手配もある。

　そのため授業中に小さく折りたたまれたペーパーが飛び交かい、一部では念話まで使われた。携けい帯たいメールは学校にバレない範はん囲いに留とどめられたため、ほとんど使用されていない。おかげで、露ろ見けんの恐おそれは少なくなっていた。

「それじゃあ結けつ婚こん式しきの準備の進み具合を説明するわね」

　休み時間、和美は仲丸と和樹を呼んだ。場所は非常階段の真下である。ここは人目に付くことが少ない。

「まず夕菜に頼たのまれた方だけど、厄やつ介かいなことに順調に進んでいるわ」

「妨ぼう害がいしなかったの？」

　和樹からの非難の入り交じった言葉に、和美は首を横に振ふった。

「無理よ。夕菜がもう十分おきくらいに。『どうなっているんですか？』って訊きいてくるんだから。やる気ないところを見せたら、病院に送られるわ」

　おぞましげに首をすくめている。さすがの彼女にも恐れはあるのであった。

「で、赤い絨毯はレンタルすることにして、ウェディングドレスは演劇部から借りることにした」

「そんなの置いてあるんだ」

「一いち子こに聞いたらあるって言うの。使い道はないっていうか……一子は演技に生かしたいらしいんだけど、周りが止めてるみたい」

　演劇部長はクラスメートの中なか田た一子である。演技がとんでもない大根で、部員たちはいかにして舞ぶ台たいに上げないかに腐ふ心しんしているという。

「式森君のは白のスーツを指定されたんだけど、ないからお古の制服にペンキぶっかけることにするわ」

「……うん」

「オルガンの奏者は吹すい奏そう楽がく部の誰かをただ働きさせて、花は花か壇だんから引っこ抜ぬいて……」

「あの花って園芸部が大切に育てているものじゃ」

「あそこ金に困っているから、いくらか握らせたら喜んで承しよう諾だくした」

　和樹は驚おどろいた。

「よく松田さんがお金払はらったね」

「払ってないわよ。Ｂ組債さい券けんってのを売り出したから、大量に渡わたしたの。換かん金きんはしばらくないわ」

　インチキな投資案件みたいなものである。和樹は見ず知らずの園芸部員たちに心の中で詫わびた。

「あとは神父なんだけど」

「これは俺がやることにした」

　仲丸が言った。和樹は戸と惑まどう。

「え、仲丸が？　キリスト教徒だったの？」

「そんなわけあるか。俺は俺教徒だ」

　妙みようなことを言って胸を張る。

「神父なんかなんだっていいんだよ。黒っぽい服を着て適当なことを喋しやべってりゃいいんだろ」

「本職が聞いたら怒おこると思うよ」

「近くにいないから平気だ。視し聴ちよう覚かく室に暗幕があったから、あれを法ほう衣えにする」

　仲丸は宗教の寄付金に関心はあるが、儀ぎ式しきにはとんと疎うといはずである。本番でなにを言うのか、和樹にはいささかの不安があった。

「結婚式のことは分かったよ。それで、どうやって中止に持っていくの？」

「うむ、それだ」

　と仲丸。

「まず考えたのが核かく攻こう撃げきだ。東京ごと蒸発させれば、俺たちの仕し業わざだとは気づかれない」

「……本気？　ていうか正気？　僕らはどうなるの？」

「そこは運に任せるしかない」

「ねえ仲丸、病院行こうよ」

「うるさい。ロシアの戦略ロケット軍から売り込みがあったんだ。将軍クラスで金の欲ほしいやつがいて……だけど代金で折り合いがつかなかった」

　逆に考えれば、折り合いがつけば購こう入にゆうする可能性があったのである。思わぬ核戦争の可能性に、和樹は怖おぞ気けをふるった。

「次策として考えたのが生物兵器だ。噴ふん霧む式のマールブルクウィルスをばらまいてパニックを起こす。学校は間ま違ちがいなく閉へい鎖さされる」

「僕の記き憶おく違いじゃなかったら、それエボラ出血熱のウィルスじゃなかったかな」

「よく知ってるな。だけどこれも難しい。保健室の紅あか尉い先生が持っていそうなんだが、首を縦に振ってくれなかった。紫し乃の先生は留守だし」

　胸を撫なで下ろす和樹。もし紅尉晴はる明あきではなく妹の紫乃がいたら、にこにこしながら渡したかもしれない。

　仲丸はじろりと睨にらみ、

「なので化学兵器にした」

「……へ？」

「化学兵器だ。これなら持ち込みも可能で、室内でのイベントには効果抜ばつ群ぐんだ」

「いやいや、化学兵器って毒ガスとかだろ!?」

「まあ家庭にある××と××××を混ぜれば致ち死し性のガスを発生させることができるが……後始末が面めん倒どうだからやらん。警察に介かい入にゆうされたら面倒だ」

「やる気はあるんだね」

「催さい涙るいガス程度だ。夕菜ちゃんの持つブーケに仕込みたいと思っている」

　仲丸は続けて、「夕菜ちゃんがブーケを投げる寸前におこなえば完かん璧ぺきだ」と言った。

「もっともこれは最後の手段だ。それまでに中止できればその方がいい」

「どうやって」

「たとえば式森が発はつ狂きようして裸はだかになる」

「そういうの考えるのって楽しそうだね」

「俺たちは楽しいんだが、夕菜ちゃんならお前が死体になっても結婚式を強行する可能性がある。周囲から攻せめた方がいい」

　正しい読みだった。仲丸は立派な変人だが、頭の回転は速い。状じよう況きようを理解していた。

　彼は真面目な顔をして和樹に告げた。

「これは実際の結婚式でもよく使われる方法だが……最初に犬の群れを放つ」

　和樹も真顔で返答する。

「使われないと思うな」

「次に大量のハチを呼び込む」

「僕らが刺されそうだね」

「汚お物ぶつをぶちまける」

「掃そう除じが面倒だってば」

　仲丸が呆あきれたような表情をした。

「式森、お前本当に中止にして欲しいのか」

「だって変な計画ばかりじゃないか」

　和樹は文句を言う。犬やハチはまだしも、汚物はあり得ない。準備だけではなく後片付けをしなければならないのである。

「じゃあ仕方ない。汚物は中止だ。惜おしいな、バキュームカーを突っ込ませようと思っていたのに」

「そんなことされちゃたまんないよ……」

　ほっとする和樹。そこに和美が言う。

「あー、あとね、招待状出すから」

「練習なんだからいらないだろ」

「夕菜がいるって言ってた。クラス全員分」

「余計いらないんじゃないかなあ」

「気分が大事なんだって」

　そのあたりは女の子らしくもある。

　ふと、彼は思いついた。

「ねえ松田さん、招待状ってもうできているの？」

「さっき印刷終わったわよ」

「あまりがあったらくれないかな」

「いいけど……？」

　和樹はきょとんとしているクラスメートに、「ありがとう」と礼を言う。この段階ではまだ、保険のつもりであった。




　　　　○




　そして放課後。

「さあさあ、式をはじめますから」

　夕菜が号令をかける。

「机を端はしに寄せてください。中央を空あけて。あ、その椅い子すは長椅子と交こう換かんです。参列者用に並べます」

　男子も女子も、言われたとおり作業をはじめた。

　号令こそ夕菜がかけたが、実際の作業監かん督とく者は和美である。彼女には「二年Ｂ組ウェディングプランナー兼けん大道具係」という肩かた書がきが与あたえられた。担任の伊い庭ばかおりは遅ち刻こくしてやってきたのだが、レアなゲームソフトを与えられ大喜びで帰っていった。

　和美はタイムスケジュールと時計、備品が書かれたメモを片手に指示を飛ばしていた。

「夕菜は隣となりで着き替がえにはいって。ドレスは着るのに時間かかるんだから。あと机の移動を終えた人は絨じゆう毯たん。中央は広く空けて」

　彼女の合図で赤い絨毯が運ばれてくる。

「教室の中央に敷しいてね。あー土足禁止。これ業者からのレンタルで、汚よごしたくないんだから」

「土足禁止って、この上歩くんでしょ」

　和樹が怪け訝げんな声を発する。和美は即そく座ざに言い返した。

「ここに乗る人は、全員裸足はだしか靴くつ下した」

「僕も？」

「当たり前よ。式森君と夕菜が一番長く歩くんだから、絶対土足は駄だ目め」

「……そんな結けつ婚こん式しきあるの？」

「もどきだからいいのよ」

　強ごう引いんだが「金がかかっている」と真しん剣けんな表情で言われては引き下がるしかない。

「あとオルガン運んでー。場所は教室の隅すみね」

「ねえ和美ー」

　眼鏡めがね少女の鳴なる尾お来らい花かが、困こん惑わくの表情で近づいてきた。

「オルガンはあるんだけど、演奏者がいないのよ」

「なんで？　吹奏楽部に頼たのんだわよ」

「あんた、頼んだんじゃなくて、カラオケボックスの中で裸はだか踊おどりしてる写真を盾たてに脅おどしたでしょう。ショックで寝ね込こんだみたい」

「やわねえ。そんなことでどうすんのよ」

「代わりいないけど」

「うちにオルガンかピアノ弾ひけるのいる？」

「雪ゆき江えお姉さんが」

　来花が手招きをする。やってきたのは片かた野の坂さか雪江であった。その未亡人のような容よう貌ぼうから、何な故ぜか学校外に根強いファンがいる。

　和美がタイムスケジュールを片手に頼み込んだ。

「弾けるんだったらお願い」

「構いませんけど……わたくし、『ネコ踏ふんじゃった』しか弾いたことがありません」

「それでいいから」

「いいの!?」

　驚いたのはもちろん和樹である。和美は横目で見ながら言う。

「式森君が驚いてどうすんの。中止にするんだからなんだって同じじゃない」

「そうだけど……」

　だとしても、結婚式に『ネコ踏んじゃった』はないだろうと彼は思った。もちろん彼女たちにそんなことは関係ない。

「あと最初と最後に鳴らす鐘かねはどこよ」

　これは仲丸が答えた。

「今、下から運んでいる。重いから男がほとんど手伝ってる」

「仲丸君はなにしてんの」

「俺は例の仕込みだよ」

　結婚式を中止にするための仕し掛かけは、彼が一手に引き受けているのだった。

「少人数にしか打ち明けてないから面倒だ。式森、終わったら飯をおごってもらうぞ」

「うまくいったらね」

　和樹はまだ一いち抹まつの不安を抱かかえている。このクラスメートの計画ほど、完璧に見えて杜ず撰さんなものはないのだ。

　和美が時計を見ながら指示を出した。

「そろそろ式森君も着替えて」

「どこに服があるのさ」

「そこ」

　見るとバケツの中に、葵学園の制服が突つっ込んであった。

「……なにこれ」

「時間がなかったから、白ペンキに制服突っ込んでおいたのよ。着て」

「乾かわいているんだよね」

「どっちでもいいでしょ」

　よくはない。指で摘つまんで引きだしてみると、べっとりと白のペンキに塗まみれていた。

「まだ乾いてないじゃないか！」

「うるさいわね。じゃあ乾かすから、これ使って」

　和美から渡わたされたのは、小さなドライヤーだった。和樹の不信感は頂点に達する。

「これで乾かすの？　引火しそうじゃないか」

「火事にならない、いい方法を教えてあげるわ。祈いのるのよ」

　いくら何でも冗じよう談だんだろうと思ったが、和美は大おお真ま面じ目めであった。

　和樹は服を持ち、というより押しつけられて廊ろう下かに出された。教室内で着替えないのは、「万が一引火したら困る」ためである。危ないって分かってるんだろうとの抗こう議ぎは、もちろん無視された。

　ペンキにドライヤーの熱風を吹ふき付けたため、揮発したラッカーの匂においにくらくらしながらも、和樹は服を着る。純白のスーツを目指したらしいが、中ちゆう途と半はん端ぱなためまだらになっていた。

「着替えたなら入ってきてー」

　和美の言葉に従って、教室に戻もどる。すでに準備は完かん了りようしていた。

　教室の中央にはいわゆるバージンロード。ただし土足厳禁。両りよう脇わきには椅子が黒板のほうを向いて並べられ、Ｂ組生徒が参列者として座っている。壁かべ際ぎわには机が積まれていた。そこそこ教会らしくなっており、和樹はつい感心してしまった。

「あー、えー、式森……新しん郎ろうはそこで新婦を待っているように」

　重々しく告げたのは神父役の仲丸だ。視し聴ちよう覚かく室から持ち出した暗幕で服を作ろうとしたのだが間に合わず、単に身体からだに巻きつけただけになっている。まるで古代ローマの元老院議員だ。

「夕菜は……？」

「もうじき来る」

　その言葉が終わるか終わらないかのうちに、教室の扉とびらが開いた。

「和樹さん！」

　教室内から歓かん声せいが上がった。夕菜はまごうことのないウェディングドレス姿で、純白が実によく似合っていたのである。それにはさすがの守しゆ銭せん奴ど、Ｂ組男女も見とれたのであった。

「和樹さん、どうです、これ？」

「凄すごく……綺き麗れいだ」

　偽いつわりではない。照れ屋の和樹がつい口に出してしまうほどの美しさであった。

「嬉うれしいです……そう言ってもらえて」

　夕菜が照れくさそうに顔を赤らめた。

「和樹さんは、とても……ペンキ臭くさいですね……」

「ごめん……」

　彼自身も、先ほどから酩めい酊てい状態に近くなっているところであった。

「わたしのブーケは？」

「これ」

　来花が夕菜に花束を渡した。園芸部のものだけでは足りなかったらしく、タンポポが混じっている。

　和美がマイクを持った。彼女は司会も兼かねている。

「時間です。はじめます。結婚式の予行演習だけど、新婦がマジなので列席の皆みなさんも真剣に。では、音楽どうぞ」

　雪江が一礼して、鍵けん盤ばんに指を走らせた。

　教室内に『ネコ踏んじゃった』が流れる。気を利きかせたのかアレンジされているが、適当なので聞いた人は「ネコがかわいそう」という印象を持った。

「新郎と新婦の入場です」

　和樹と夕菜が赤い絨毯に足を踏み入れた。

　片方は美しいウェディングドレス。もう片方はペンキが乾ききっていない制服。どちらも裸足であった。

「ご覧ください、美しい……のは新婦だけなんですが、これから愛の誓ちかいをおこなう……のか分かりませんけど、とにかく拍はく手しゆ」

　ぱちぱちぱち。お義理のような拍手が鳴り響ひびいた。

　夕菜は和樹に腕うでを絡からませていた。ペンキだらけなのに平気でやるところはさすがだなあと、彼は妙みような感心をしていた。

（それどころじゃないや……えーと、あれはどうなってるんだ）

　和樹は仲丸と和美に視線を走らせる。

　仲丸が小さくうなずき、教室後方に向かって軽く手を振ふった。だがすぐに、何回か目をしばたたかせる。
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　突とつ然ぜん、和樹の頭の奥に念話が飛び込んできた。

（おい、駄だ目めだ）

　仲丸である。焦あせったような声だ。

（どうしたのさ）

（乱入させようとした犬が、飼い主のところに行った。保健所から手に入れたんだが、全部に飼い主が決まったらしい）

（なにそれ!?）

（ちょっといい話だな）

　和樹にとってはいい話ではない。急いで和美に目配せする。

　しかし彼女も首を横に振った。そして念話。

（ハチはなしになったの）

（どうして!?）

（養よう蜂ほう業者が貸し渋しぶった。今はハチミツが値上がりしてるんだって）

　そんなこと言って、レンタル料金を出し惜おしみしたんだろうと和樹は思ったが、いまさらくつがえらない。結けつ婚こん式しきは進む。

「和樹さん、どうしたんですか？」

　夕菜がうっとりしながらも訊きいてきた。

「いや……なんでも……」

「幸せですね、ずっと続けばいいと思ってます」

　彼女が幸福を感じるのは和樹も嬉しいが、できればもっと別なことでと願わずにいられない。

「はい、鐘かね鳴らしまーす」

　和美の合図と共にゴーンゴーンと低い音が響いた。どう聞いても教会の鐘ではない。

（文句言われる前に言うわよ。手て違ちがいで寺の鐘を持ってきたの）

　和美からの念話。まるで除じよ夜やの鐘だった。重々しいから身体が振しん動どうしそうだ。

　ひょっとしたらこれで夕菜も嫌いやになるかもと和樹は思ったが、まだ平気らしい。

（他ほかになにかないの？）

（出席者を酔よっぱらわせるという案もあったんだけど、酒を買う金が惜しくて）

（手を抜ぬかないで！）

（酒税法って高税率すぎ。改正すべきだと思わない？）

（知らないよ！）

　バージンロードをしずしず歩く夕菜。和樹は足取りが重くなってくる。

（松田さん松田さん！　ほら、花束のガスは!?）

（実は仕し掛かけるのを忘れたのよ）

（なんで!?）

　和樹は夕菜が持っているブーケをじっと見つめる。そして気づいた。

（……もしかしたら、夕菜に怒おこられるのが嫌で手を抜いたんじゃないよね？）

（…………）

（おーい!!）

　和美からの念話は途と切ぎれ、どれだけ騒さわごうが聞いてくれそうになかった。

『ネコ踏ふんじゃった』の音楽がひときわ大きくなる。二人は神父役の仲丸の正面に立った。

　聖書……のように見えるだけで、ただの週刊少年マンガの上に、仲丸は手を置いていた。

「えー、あー、生きるときも死ぬときも……まあなんだ、とにかく色々誓うように」

　夕菜が「はい」と答える。和樹も「……はい」と同意。

「そんじゃま、指輪を」

　仲丸は横を向くが、そこに立っていた生徒と一言二言声を交かわしただけで、すぐに戻もどった。

「指輪が手に入らなくなったので省略。模造品でも換かん金きんすればいい値になるので、質屋に持っていった」

　さすがに夕菜も無言になったが、まだ十分幸せそうではある。

「えーと誓いの言葉とか祈いのりは知らないんで、全面カット。次は……口づけ？」

　和樹がぴょんと跳はねる。夕菜の顔が輝かがやいた。

「はいはい！　やります！」

「えー、ここも省略で」

「やります！　絶対やります！」

　仲丸だけではなく、和美も、クラス全員が渋い表情をしていたが、夕菜には関係ない。

　和樹は背筋に汗あせをかいた。この局面でキスである。しかも衆しゆう人じん環かん視しの中だ。恥はずかしいなんてものではない。

「じゃあ新しん郎ろうと新婦は……」

「和樹さん、こっち向いてください！」

　夕菜が和樹の手を持って、強ごう引いんに正面を向かせた。

　うっとりとしながらも、目は真しん剣けんだ。明らかに和樹からの口づけを欲ほつしていた。

「ゆ……夕菜……」

「お願いします……」

　撤てつ退たいする道はない。Ｂ組生徒も息を呑のんでいる。ここでキスをしたら夕菜は満足するが、和樹はクラスメートのリンチにあうかもしれない。しなかった場合は言うまでもない。

「和樹さん……」

　和樹は観念して目をつむった。その時。

　ばこーんと轟ごう音おんがして、教室の扉とびらが吹ふき飛んだ。

「和樹……と夕菜ちゃん！」

「式森！　夕菜さん！」

　突とつ入にゆうしてきたのは風かぜ椿つばき玖く里り子こと、神かみ城しろ凜りんであった。二人とも目が血走り、手に封ふう筒とうを握にぎりしめている。

「なんかいきなり招待状が来たと思ったら！」

「けっけっ、結婚式とはなんですか！」

　凜が招待状を振り回した。夕菜は一いつ瞬しゆんきょとんとしたが、すぐに気を取り直す。

「玖里子さんに凜さん！　なにするんですか！」

「それはこっちの台詞せりふです！　学校で……結婚式などと！」

「なんで招待状持ってるんですか。送ってないのに」

「内ない緒しよでするつもりだったのですね！」

　和樹は慎しん重ちように後ずさりをした。玖里子と凜に招待状を送ったのは彼だったのである。一種の保険のつもりだったのだが、予想以上の効果だった。

　凜は日本刀を構えていた。玖里子も久しぶりの紙兵チエンビンを指に挟はさんでいる。

「凜、やるわよ」

「はい……夕菜さんの暴ぼう虐ぎやくを打ち砕くだきます」

「なにが暴虐ですか！　わたしと和樹さんの幸せを妨ぼう害がいするのは許しません！」

　夕菜がウェディングドレスのまま、両りよう腕うでを天に振りかざす。

　どちらもほぼ同時に呪じゆ文もんを唱えた。その隙すきを縫ぬうかのように、凜の刃やいばが走る。

　和樹はほっとしながら白光と爆ばく煙えんにまみれ、それでも心の中で「夕菜、ごめんね」と詫わびていた。
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「バンドやろうぜ」

　二年Ｂ組のクラスメートの仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこにそう言われたとき、式しき森もり和かず樹きはとっさに返事ができなかった。

　仲丸はスポーツ万能知力抜ばつ群ぐんの秀しゆう才さいであるが、「金かね儲もうけと陰いん謀ぼうが大好き」という人格破は綻たん者でもある。しかも周囲に多大な迷めい惑わくをかける。下手に近寄るとやけどどころか消し炭ずみとなり、和樹は何度もそのような目にあった。

　そのため、返答はごく常識的なものでありかつ曖あい昧まいなものとなった。

「は？」

　仲丸は、胡う散さん臭くさそうにする和樹に繰くり返した。

「バンドだよバンド。知らないのか」

「知ってるよ。なんで仲丸が言い出すのさ」

　ある平日の昼下がり。弁当も食べ終わった昼休みの時間帯でいきなり「バンド」と言い出すのは、和樹の行動パターンには存在しないものであった。

　仲丸にも存在しないはずなのだが、彼はあたかも世界の常識のように喋しやべり続けた。

「バンドやらなきゃなんないからだ」

「意味分からない」

「理解力が低いな」

「説明不足なんだよ」

「いいか、よく聞け」

　仲丸は和樹の前の席に座ると、ゆっくりと語りはじめた。

「俺たちは高校生だ。高校生といえばなんだと思う」

　和樹は少しだけ考えてから答える。

「勉強かな」

「お前からその言葉が出るとは思わなかった。高校生といえば部活と先物取引だ」

「部活はともかく、次はおかしくないか」

「細かいことは気にするな。最近はここに新しい要素が加わった。それがバンドだ」

　真顔で話す仲丸に、和樹はどうしても疑義を呈ていさずにはいられない。

「バンドって、サッカー選手のこと？」

「違ちがう」

「無線の周波数帯かな」

「お前わざと間違ってるだろ。楽器を持ち寄って演奏することだ」

　彼は言い切った。

　やっぱり、と和樹は思った。もっとも間違えようがなかったのであるが。

　妙みように真しん剣けんな仲丸の顔を眺ながめ、慎重に訊きく。

「なんでバンドなの」

　ここもまた、彼は断言した。

「金の匂においがするからだ」

「あ、それか……」

「バンドをやれば経済効果が生まれる。ライブハウスやＣＤでバカ売れ。高校生の出世物語はメディアが放ほうっておかないぞ。一度軌き道どうに乗せれば、黙だまっていても金は落ちてくる」

　はっはと笑う友人を、和樹はうんざりした表情で見つめていた。

　やはり金か、というのが正直な気持ちであった。仲丸（だけではなく二年Ｂ組全員）は金こそが至高の発明と確信しており、銀行口座の額を増やすことがもっとも正しい生き方だと信じて疑っていない。それだけならまだしも、一円単位の小銭にまでこだわるからたちが悪い。「一円以下だろうと金は金」なのであった。

　和樹は心の底から呆あきれて訊いた。

「どうしてバンドなんだよ」

「一から商売をはじめるより手っ取り早いだろう」

　何な故ぜか胸を張る仲丸。

「登とう記き簿ぼを入れ替かえて担保物件を手に入れたり、綺き麗れいなパンフレットを作って投資家を呼び込む必要もない。あれは手が後ろに回る」

「仲丸は一度逮たい捕ほされた方がいいと思うんだ」

「うるさいな。バンドなら少し人気が出れば、あとはファンが自動的に上へ押し上げてくれるだろ」

「ああいうのって、女の子だから人気が出るんじゃないかな」

「男だって人気出るだろう。よく知らんが。あとは黙っていても金が降ってくる」

「そういうものなの？」

「そうだ。これで日本中の人気者になって印税で大金持ちだ。わはは」

　彼は高笑いした。

　確かにバンドをやれば、どんなに少なくても異性のファンがつくと聞いたことがある。しかしそのファンが、経済的に潤うるおしてくれるかどうかは、また別の話だと和樹は思っていた。

　仲丸は上じよう機き嫌げんであった。金儲けを考えているとき、この男は常に機嫌がいいのであった。

　しかしまだ疑問はある。

「仲丸って楽器できたっけ？」

「触ふれたこともない」

「……だと思った」

　肉体的疲ひ労ろうもないのにやつれる和樹。

「どうやってバンドをやるつもりなんだよ……」

　あっさりと仲丸は返答する。

「適当にやりゃいいだろ」

「問題発言だ……」

「ドレミを知ってりゃいいんだから」

「そうなのかなあ」

「とにかくバンドを作ることに決めた。次にすることはメンバー集めだ」

「誰だれにすんの」

　仲丸は直接は答えずに、教室中を眺めた。しばらくきょろきょろした後、大声を出す。

「おい浮う氣き！」

「なんだ？」

　ちょうど室内の対角線上にいた男子生徒がこっちまで来た。浮氣光みつ洋ひろである。言うまでもないが、Ｂ組の生徒なので守しゆ銭せん奴ど。

　仲丸が声を潜ひそめて言う。

「バンドメンバー募ぼ集しゆう中ちゆうなんだが、どうだ？」

「やろう」

　浮氣は二つ返事で承しよう諾だくした。驚おどろく和樹。

「え、ちょっと。そんな簡単なことでいいの？」

「バンドを結成して人気者になって金を稼かせぐんだろ。やろうじゃないか」

「なんで分かったの」

「分からなくてどうする」

　さすがはＢ組生徒。仲丸のやることを見み抜ぬいており、嬉き々きとして乗っかるのであった。

　浮氣は仲丸に訊いた。

「あとのメンバーは？」

「決めてないんだが、よさそうな人間はいるか？」

「そうだな、御みく厨りやは抜け駆がけをしそうだから駄だ目め。大おお黒ぐろも金には細かい。六むぐ車るまかな……」

　恐おそる恐る和樹が口を挟はさんだ。

「あのー、楽器できるかどうかでメンバーって決めるんじゃないの？」

「お前、狂くるったか」

　仲丸が呆れたように言う。

「バンドってのは金儲けの才能があるかどうかだろ。楽器は別にできなくたっていい。歌もうたえなくて構わない」

　浮氣もうなずく。

「全員がジョン・レノンである必要はないんだ。ブライアン・エプスタインばかりでいい」

「ややこしいことを言ってるけれど、マネージャーばかりにしてどうすんの」

「だから金が儲かるだろ」

　和樹の疑問にも「金」と返事をする浮氣。自分のしていることに、はじめから疑問を持っていない様相であった。

　もはや諦あきらめきってはいるが、和樹は念のために質問を続けた。

「あのさ……メンバーに女の子は入れないの？」

「ん？」

　仲丸が聞き返す。和樹は噛かみ砕くだいて言うことにした。

「ほら、男と女の混合バンドってあるじゃん。ああいうのも人気が出ると思うんだけど」

「ああ、なるほど。お前頭がいいな」

　仲丸は珍めずらしく、和樹を賞賛した。

「レッチリやニルヴァーナみたいなバンドのことだな」

「その二つは違うと思うんだ。あと、熱心なファンが多いから余計なことは言わないでよ」

　和樹の意見を聞かないふりをしつつ、仲丸は首をかしげた。

「しかし女と言っても、楽器できるのはいるのか？」

「さあ……」

　これは和樹も知らなかった。そもそも葵あおい学園では、楽器を使う授業自体がなかった。ましてどの楽器が得意かなどという自己紹しよう介かいがあるわけでもない。

「でも楽器のことは関係ないんじゃないの？　金儲けなんだから」

「男とは意味合いが違う。女の子に楽器を持たせれば広こう告こく塔とうとしてうってつけだ。見み栄ばえがいいだろ」

「そこだけ聞くと否定しきれないんだよなあ」

「よし、女も入れよう。式森、夕ゆう菜なちゃんは楽器はできるのか？」

「え、夕菜なの？」

　意表を突つかれ、和樹は戸と惑まどった。仲丸が聞き返す。

「なんか都合が悪いのか」

「そうじゃないけど……」

「夕菜ちゃんはうちで一番可愛かわいいからな。式森、誘さそってみてくれ」

「聞いてみるけど……松まつ田ださんとかじゃ駄目なの？」

　仲丸がゆっくり首を振ふる。

「守銭奴は好ましくない」

「わあ凄すごい。仲丸が地じ獄ごくに堕おちても僕は驚かないよ」

「いちいちうるさいな。あいつを入れたら配分でひと揉もめある。儲けの割合が減るだろうが」

「まあ理り屈くつだけど」

「だから夕菜ちゃんだ。誘えるだろ？」

「まあね」と言ったものの、和樹は夕菜が楽器を扱あつかえるかどうかは知らなかった。付き合いは長いものの、考えてみたらそういう話はしたことがない。特技は魔ま法ほうだろうが、これは楽器とはほとんど関係がない。

「じゃあ今度訊いてみるよ」

「なるべく早く頼たのむ。それと」

　仲丸はもったいぶった。

「式森も入ってくれ」

「……僕が？　言っておくけど楽器は」

　和樹の台詞せりふを仲丸は最後まで聞かなかった。

「できないのは知ってる。男は弾ひける必要ないんだ」

「じゃあなんで僕まで」

「欲のないやつもいるんだよ」

　つまり僕にお金を渡わたすつもりはないってことかと和樹は想像した。同時に「この想像は外れてないよな」とも思っていた。




　　　　○




「楽器ですか？　弾けますけど」

　と夕菜は答えた。和樹が自宅に帰って質問すると、彼女は即そく座ざに返答してくれた。

「小さい頃ころにピアノを習っていました。今もできます」

　へえ、と和樹は素す直なおに感心した。

「ピアノって、なんか夕菜らしいね」

「そうですか？　ありがとうございます。でもバンドにわたしが必要なんですか？」

「夕菜はキーボードがいいと思う」

　彼は楽器のパートを教えることによって、巧たくみに真の理由を隠いん蔽ぺいした。なにも余計なことを伝えることはないのだ。

「仲丸にやるって返事をしてもいいかな」

「ええ。構いません」

　にこりと笑う。「あいつら金目当てなんだけど」と伝えたくもあったが、それは自重。

　和樹は自分の指を使って確かく認にんをした。

「ええとこれで、参加するのは仲丸と浮氣と僕と夕菜と……」

「和樹さんはどのパートをやるんですか？」

「さあ。楽器の経験ないし。僕だけじゃなくて仲丸と浮氣もないけど」

「そんなバンドがあるんですか？」

「これから作るんだよ」

「楽器がどうしたって？」

　ひょっこり顔を出したのは風かぜ椿つばき玖く里り子こだった。最近は実家の手伝いが忙いそがしいようで、顔を合わせることが少ない。生活サイクルがずれていた。

「バンドやるんですよ」

　和樹はざっと事情を説明した。玖里子は「へえ」と興味があるのかないのか分からない返事をする。

「あんた楽器できたっけ」

「出来ないんですけど、それでもその……いいらしいです」

「ふうん」

　玖里子は和樹をじろじろ眺ながめている。なにか分かったようだが、口に出す様子はない。

「なるほどねえ」

　彼女はにやっとする。

「じゃ、あたしも参加させてもらうわ」

「へ？」

　きょとんとする和樹。

「だから、あたしもやんの」

「玖里子さん楽器は……」

「フルート吹ふけるわよ」
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　和樹は思わず玖里子の顔を見返した。フルートと言ったら、清せい楚そなお嬢じよう様さまが優ゆう雅がに吹き鳴らすイメージがある。どちらかというとがさつな彼女とは、正反対のような気がしたのだ。

　無言のままの和樹を、玖里子が睨にらんだ。

「あんた、なんか失礼なことを考えてない？」

「いえそんな」

　彼は一度首を振ってから、

「でもそんなに人数必要なのかな……」

「ビッグバンドって言葉もあるんだから、少しくらい増えたって平気よ」

「どうも意味合いが違ちがう気が……」

「凜りん！」

　和樹の疑問を無視して、玖里子はもう一人の同居人の名を呼んだ。しばらくしてから、道着に身を包んだ低身長の少女が顔を出す。

「なんですか？」

「あんた、なんか楽器できた？」

　神かみ城しろ凜は素振りでもしていたのか、顔にうっすら汗あせをかいていた。それを手にしたタオルで拭ふきながら返事をしている。

「楽器なら、三味線しやみせんを少々」

「渋しぶい趣しゆ味みね」

「趣味というわけではありません。本家にいたころ仕込まれました。神城の人間は和楽器の一つもできるのがたしなみでして……琴ことよりは私に向いてそうでしたから」

「まあいいわ。あんたも参加すること」

　剣けん豪ごう少女は「なんですか」と訊きいてきたが、玖里子は和樹に向き直っていた。

「あんたのクラスの仲丸君に言っておいて。あたしたちも参加だって」

「言うのはいいですけど……舞まい穂ほちゃんは」

「あの娘こは誘わない方がいいわ。バンドなのにエロ小説の朗読とかはじめるわよ」

「それは確かに。でも、学生がやる遊びみたいなバンドですよ？」

「仲丸君がやるバンド、よね」

「……なにか企たくらみでも？」

「まさか」

　と玖里子は言っているが、薄うす笑わらいを浮うかべている。和樹は心中に不安な感情が湧わき上がるのを感じ、夕菜は話の流れが分からず、にこにこしているだけだった。




　　　　○




　翌日。

　放課後の音楽室にメンバーは集合した。本来は葵学園の吹すい奏そう楽がく部が使用するはずであったが、玖里子が鼻薬を効かせることにより、喜んで譲ゆずり渡してくれた。

　今回集まったのがフルメンバー。ただし仲丸が当初想定していたものとは大きく違う、はずである。

　その仲丸は女の子たちを何度も眺めたあと、和樹を手招きした。

「なあ式森、夕菜ちゃんを誘っただけなのに、なんで風椿先せん輩ぱいや神城までいるんだ？」

「いい質問だね。でも僕にも分からないとしか言いようがないんだ」

　肩かたをすくめる和樹。

「運命の悪戯いたずらじゃないかな」

「悪戯なんてのは、大半が故意におこなうものなんだ。人数増やしてどうする」

「ビッグバンドもあるから」

「意味合いが違うだろ。あのな、俺たちの目的は楽器演奏じゃなくて……」

「ちょっと、こそこそ話してるんじゃないの」

　二人の元に玖里子がやってくる。

「楽器できる女の子が二人も増えたのよ。感謝してもいいんじゃない？」

「はあしかし、あんまり数を増やすのも」

　と仲丸。

「馬ば鹿かね。戦いは数よ」

「ただのバンドなんすよ。あまりメンバーを増やすと分け前とかが……あ、いや」

「ちょっと来なさい」

　玖里子は仲丸を引っ張った。音楽室の隅すみまで行き、なにやらごにょごにょはじめる。

（どうせ演奏じゃなくて、グッズを売って儲もうけようってことでしょう。分かってんのよ）

（なんのことだか）

（あたしが生徒会と繋つながっているのは知ってるでしょう。会長の坊ぼうやはこういうの嫌いやがるわよ）

（見み逃のがしてくださいよ。儲けの一割でどうです）

（せこいこと言ってないで、あたしも噛かませなさい）

（なにすんです）

（ＣＤのプレスやブロマイド、携けい帯たいストラップを安く作ってくれるところを知ってるわよ。工場は中国にあるから、税務署もやってこないわ）

（そりゃ凄すごい。儲けは頭割りのつもりでしたけど、俺と風椿先輩だけは四割ずつで）

（純利じゃなくて売上げで貰もらうわよ。流通はあんたできるの？）

（中なか抜ぬきが嫌なんで手売りしようかと）

（じゃああとは盛り上げね。メディア関係にも知り合いがいるから……）

　なおも和樹たちを置き去りにして、二人は話を続けていた。

　やがて。

「終わったわ」

　妙みようにさばさばした表情で、玖里子が戻もどってくる。

「仲丸君と音楽性について意見の一いつ致ちをみたわ」

「うむ。メンバー増員は受け入れることになった。バンドの将来もこれで安あん泰たいだ」

　仲丸もにこにこ顔だった。正確には目玉がドルマークに変化している。爽さわやかさとはほど遠い。

　和樹は不ふ審しんげな表情になる。

「将来って、仲丸のことだから短期間で作って短期間で潰つぶすつもりだと思ったんだけど」

「馬鹿を言うな。俺たちは日本の音楽シーンを変えるために活動するんだ」

「玖里子さんも、儲けとか言っていたような」

「細かいことを気にする男はモテないわよ」

　玖里子は手をパンパン叩たたいた。

「じゃあ全員練習。楽器は持ってきたの？」

　手を上げたのは凜だけだった。

「一人だけ？」

「わたし、持ってませんし、ピアノは動かせませんから」

　夕菜が困ったように言う。

「あーそうか。持ち運べるキーボードって、レンタルできたかしらね」

「音楽室ならピアノがあると思って」

　それはその通りで、音楽室の中央にはヤマハ製のグランドピアノが鎮ちん座ざしていた。普ふ段だんは教師が弾ひく。

「じゃあ夕菜ちゃんはこれを使うってことで」

「分かりました。先生に鍵かぎを借りてきます」

　夕菜は職員室へ行くために、音楽室から出て行った。

「凜は三味線よね」

「一応持ってきました」

　剣豪少女は紫むらさき色いろの袋ふくろから、年季の入ってそうな三味線を取り出した。いかにも使い込んでいそうだ。

「本家にあったものです。昔は魔まのものをひるませる力があったそうです」

「対魔の歴史はあとで聞くわ。ええとあとは」

　和樹と浮氣が軽く手を上げる。

「僕、なにもできませんけど」

「俺も」

　玖里子の代わりに仲丸が答える。

「じゃあ特訓だ」

「おい。約束と……」

　文句を言い出した浮氣に仲丸が近づいた。耳元になにごとか囁ささやく。

「……そんなに儲かるのか？」

「俺と風椿先輩がざっと計算した結果だ。信じろ」

「なら異存はない」

　浮氣の顔はたちまちほぐれた。釈しやく然ぜんとしないのは和樹だけ。

「……みんな揃そろって不ふ穏おんな会話をしてるね」

「気のせいだ」

　仲丸と浮氣が同時に言う。

「音楽シーンに革命を起こそう」

「そのためには練習だ」

「だから楽器がないしできないし」

「すぐに手に入れる」

　と仲丸。

「お前は神城たちと練習してろ。俺は風椿さんと打ち合わせがある」

「仲丸は練習しないの？」

「練習より金かね勘かん定じよう……つまり、業界の経済システムについてもの申す仕事だ」

「難しい言葉を使えばいいってものじゃ」

「そっちはそっちでやってろ」

　仲丸は玖里子と共に音楽室を出て行った。恐おそらくグッズ販はん売ばいについての細かい打ち合わせだろう。金銭的なことは細部までつめないと、お互たがいに安心できないはずである。

　和樹ははあとため息をついた。それとピアノの鍵を借りた夕菜が戻ってくるのが、ほぼ同時であった。




「……ところで、ピアノと三味線って、同時に演奏することがあるんでしょうか」

　鍵けん盤ばんを叩きながら夕菜が質問する。訊かれた凜は、ばちを持ちながら一いつ般ぱん的な返事をした。

「さあ。聞いたことはありません」

「三味線の人がドラムやベースギターと競演しているのは、テレビで観みたことがあるんですけど」

「でしたら、ピアノとも競演できるのではないでしょうか。ただ私は主に長なが唄うたなので、どうなるかはなんとも」

　凜はばちで弦げんを軽く弾はじいた。ぴんぴんと、軽かろやかな音が響ひびく。

「本当はこのような競演は好まないのですが……これも経験です」

「じゃ、弾ひいてみますから合わせてくださいね」

「はい」

　夕菜が鍵盤に指を走らせる。凜は演奏をはじめた。

　クラシックではなく演歌であった。夕菜は即そつ興きようでアレンジしているらしく、ときおり音を外している。このあたりはプロのようにはいかない。それでも三味線の伴ばん奏そうにはなかなか合っていた。

　浮氣が感心した。

「夕菜ちゃんは音楽の才能もあったのか」

「僕もはじめて知った」

　和樹も意外に感じていた。さすがに家にはピアノはないので、演奏技術を発揮する機会がないのであろう。

「夕菜たちはあれでいいけど、僕たちはどうしよう」

「うむ。実は楽器を持ってきた」

「浮氣も演奏できないんだろ。なにを」

「見て驚おどろけ」

　浮氣は大きめの袋からなにかを取り出そうとしていた。それを和樹が制する。

「ちょっと待った。カスタネットとかトライアングルとかタンバリンとかそういうの？　簡単なやつだろ」

「お前、タンバリンを馬鹿にすんな。ザ・タイガースなんかタンバリンが二人もいたんだぞ。沢さわ田だ研けん二じと岸きし部べシローだ」

「知らないよ」

「どんな初心者でもすぐに出来るようになる伝説の楽器だ……ほら」

　和樹は浮氣から手て渡わたされたものを眺ながめた。

　それは、祭で売っている紙の笛であった。吹ふくと丸まった紙に空気が入って伸のびるタイプ。どう見ても原価が五十円を超こえているようには思えない。

「……なんだこれ」

「式森は盆ぼん踊おどりとか行ったことがないのか」

「あるよ！　これ楽器じゃないだろ！」

　和樹は叫さけんだ。

「こんなの咥くわえてステージに立ったら、ただの笑いものじゃないか」

「俺はベースギター一人だけで、あとはパンツ一丁で背後でレスリングしているバンドを見たことがある。名前は出さないが。だいたい演奏できないんだからいいだろ」

「それにしたって、せめて音ぐらいでないと」

「注文の多いやつだな」

　再び浮氣は袋をごそごそやった。またなにか取り出す。

「これはどうだ」

「……ホイッスル？」

「ただのホイッスルじゃないぞ。犬笛だ」

「……聞こえないじゃないか！」

　和樹は全長三センチほどの笛を振ふり回す。ご丁てい寧ねいなことに首にかける紐ひもがついていた。

　浮氣は「分かってないな」と言いたげに首を振る。

「音は出てるぞ。人間の聴ちよう力りよくが低いだけだ」

「野良犬が騒さわぎ出したらどうするんだよ！」

「犬のことは知らん。お前は犬の仲間なのか」

「犬の鳴き声で近所が苦情を言うかもしれない」

「まだ紙かみ鉄でつ砲ぽうとかあるぞ」

「浮氣はバンドを馬ば鹿かにしてるんだろ。そうだろ」

「俺ほど真しん剣けんな男はいない。金が絡からめばなおのことだ」

　彼は袋から、本当に紙鉄砲を出した。新聞紙が折ってあり、和樹の分まである。

「ほら」

「ほら、じゃない」

　和樹は紙鉄砲を丸めようとしたが、それは悪いので自じ粛しゆくした。

「これこそ楽器じゃないよ」

「じゃあ楽器にしてやるよ」

　浮氣がサインペンを取り出した。ひらがなで「ふぇんだー」と書き入れる。

「これで立派なギターになった。しかもエレキ」

「どこがエレキギターなんだよ！」

「ひらがなってところが我ながらいいアイディアだ。これで商標避よけになる」

「そんなことばっかり知ち恵えが回る……」

　なおも浮氣は「ぎぶそん」「りっけんばっかー」「ぽーる・りーど・すみす」と書き入れていった。ちなみにこれらは全すべて、有名なギターメーカーの名前。

「これで音が相当違ちがうぞ」

「変わらないだろ……」

「ミュージシャンの使っているギターだって、名前が付いているだけで価値が五割ほど跳はねあがるんだ」

「変なとこに詳くわしいなあ」

「よし練習するぞ」

　二人は練習をはじめた。

　といっても紙鉄砲なので、ただひたすら鳴らすだけである。爆ばく竹ちくみたいな音が音楽室に鳴り続けた。

　ピアノに三味線、そこに紙鉄砲が重なるという、よく分からない音楽になった。

　ピアノの音がときおりずれる。プロではないので当たり前なのだが、当初よりもミスが多くなっていた。

「……和樹さん、なんですかそれ」

　夕菜が鍵盤を叩くのを止やめる。和樹は普ふ通つうに返答した。

「紙鉄砲だけど」

「知ってます」

「耳みみ障ざわり？」

「鉄砲撃うってるみたいです。クラシックにも、大砲を使う曲はありますけど……」

「じゃあこれも間違ってないのかな」

「中国の旧正月みたいですよ」

「めでたいね」

　和樹はすでに、まともに説明する行こう為いを放ほう棄きしていた。ちゃんとした楽器を使ったところで、どうせ演奏は無理なのである。それに比べれば紙鉄砲の方が楽ではあった。

　なおも演奏とは言えない演奏を続ける。ピアノと三味線だけはまとも。

「ただいま」

　音楽室の扉とびらが開いた。玖里子と仲丸が戻もどってくる。

　二人は和樹と浮氣を見て、一様に変な顔をした。

「……なにそれ」

「紙鉄砲ですけど」

　と和樹。

「旧正月みたいな音ね」

「それ、夕菜も言いました」

　玖里子は「まあいいか」と呟つぶやいた。軽く手を叩たたいて注意を引きつける。

「ちょっと演奏止めて。大事なことが決まったわよ」

　紙鉄砲の二人はすぐに、夕菜と凜はきりのいいところで弾くのを止めた。

　注目が玖里子と仲丸に向く。玖里子は咳せき払ばらい。

「さっき仲丸君と色々決めてきたわよ。デビューが決定したわ」

「え!?」

　驚きよう愕がくしたのは当然和樹。

「もうですか!?」

「善は急げよ」

「そうじゃなくて、練習はじめたのも今日で……」

「時代は即そく応おう性を求めている」

　重々しく言い返したのは仲丸だった。

「結成即デビューは音楽業界の常識だ。ランキング番組を観ても、いきなり上位に食い込むユニットは多い」

「業界の人に怒おこられるよ。でも僕たちは遊びなんだろ」

「遊びなものか。金に関しては本気だ。今さっき、風椿さんとの話し合いでデビューする場所を決めてきた。日本武道館だ」

「えー！」

　和樹は仰ぎよう天てんした。皇居近くにある（ついでに富士見書しよ房ぼうが近くにある）、あの武道館である。一万人以上は観客が入る。ここで演奏することは、ミュージシャンにとって目標の一つと言ってもいい。そこを名前も決まってないような素人しろうとバンドが使うのだ。

「ほ、本気なの!?」

「決めたって言っただろう。風椿家の力はすごいな」

　仲丸が感心する。

「他ほかにも携けい帯たいストラップの生産やらＴシャツやらうちわやらを販はん売ばいする。これを全て原価の十倍以上の値を付けて客に買わせ……」

「詐さ欺ぎじゃないか！」

「正当な商しよう行こう為いを詐欺とか言うな」

「どうせ魔ま法ほうで判断力を奪うばう気なんだろう!?」

「その手があったか」

「玖里子さん！」

　和樹が背の高い三年生の方を向く。

「いくらなんでも……」

「仲丸君って頭が回るわね。感心したわ。いい儲もうけになるわよ」

　平然と玖里子は喋しやべった。

「風椿家としてもバックアップするから」

「ええー！」

　文句を続けようとしたその時、大きな音がして音楽室の扉が開いた。

　入ってきたのは、髪かみ飾かざりをつけた、小こ柄がらで可愛かわいらしい少女であった。

「にゃー！　内ない緒しよでなんかやってるー！」

　栗くり丘おか舞穂は両手をぶんぶん振り回した。

「ずるいー、舞穂もやるのー！」

　中に入ってくるのを、玖里子が押しとどめる。

「残念ね、舞穂ちゃんはなし」

「なんでー！」

「説明したでしょ。これは音楽バンド」

「舞穂だってできるー！　自分で考えた歌をうたうのー！」

「ポルノだってもうちょっと穏おだやかよ。うたったら全員逮たい捕ほされるから」

「×××ってところがいいのー！」

　卑ひ猥わいな単語を絶ぜつ叫きようする少女を、玖里子は外に追い出した。舞穂はなおも「×××が××」と騒いでいたが、防音扉を閉めたことでようやく聞こえなくなった。

　ほっとした玖里子が言う。

「さあさあ、今のは忘れて練習練習。武道館まで日がないわよ」

　彼女はプロデューサーのように、一同を急せかした。




　　　　○




「わーん！」

　舞穂が泣きながら駆かけ込んだのは、自分のクラスである二年Ｂ組であった。

　放課後にも拘かかわらず、教室には数名の女子がいた。舞穂は一番手近なところにいる、松田和かず美みの元に駆け寄る。

「うわーん、松田さん」

「ど、どうしたの舞穂ちゃん」

　さすがに驚おどろく和美。舞穂はぴょんと飛び上がって抱だきついた。

「仲間外れになったー！」

「え。誰だれの？」

「和樹君とか玖里子さんとかー」

　舞穂は知っている限り全ての事情を話した。当然、仲丸たちがいたことも含ふくむ。

　和美は舞穂を椅い子すに座らせた。

「バンド？　仲丸君たちが？」

「うん。舞穂を仲間に入れてくれないの」

「あたし、聞いてないわよ」

「内緒でやるみたい」

　和美の目の端はしが引きつる。その頭脳はすでに仲丸らがどのような計画を立てているのか推察していた。

「あの男、バンドで一儲けするつもりね。風椿さんたちもいるところが狡こう猾かつよ」

「仲丸君や式森君は、演奏できるのかな」

　眼鏡めがねの新聞部長、鳴なる尾お来らい花かが訊きいた。和美は首を振ふる。

「演奏の上う手まい下手は問題じゃないわ。どうせグッズ販売で利益を上げるつもりなんでしょう」

「あー、さすが和美。見み抜ぬくわね」

「あたしに黙だまってやろうってのが気に入らないのよ」

　和美は歯を噛かみ鳴らした。Ｂ組は男子だけではなく女子も金にうるさい。中でも彼女は「父親が公定歩合で母親が金庫」と囁ささやかれるほどの守しゆ銭せん奴どだった。

「許せないわ……舞穂ちゃん」

「にゃ？」

「あたしたちＢ組女子もバンドをやるわよ。演奏させてあげるわ」

「本当？」

「本当も本当。今流行のガールズバンドってものを結成して、売上げをいただこうじゃない。世間は女になびくのよ」

「わーい」

　舞穂は無む邪じや気きに喜ぶ。来花は胡う散さん臭くさげに訊いた。

「あんた楽器できたっけ」

「できるわよ。超ちよう絶ぜつギターテクニックを見せてやるわ。ジミヘンの生まれ変わりって言われてるんだから。葵学園にバンドは二つもいらないのよ」

「……本気ね」

「来花、メンバーを集めて。演奏経験者がいいわ。うちのクラスにいるはずよ」

「あたしはできないけど」

「あんたはマネージャー。いい、客は全部もらうわよ。特に儲けの面で！」

　気合いがオーラとなって、和美の頭から立ちのぼっていた。その横で舞穂と来花が「ジミヘンってなに？」「さあ。占うらない師しかしら」と話している。

　かくして話は後編へと続く。
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第四十六話　めざせ武道館！　２











　ピンピロポロポロ。ペンペンペン。

　パンパンパン。

　ピンピロポロポロ。ペンペンペン。

　パンパンパン。

　放課後の音楽室に、ちょっと異質な音楽が鳴り響ひびく。

「ピンピロポロポロ」も「ペンペンペン」も「パンパンパン」もそれだけを取り出してみればちゃんとした音だ。だが組み合わさると、音楽ではなく騒そう音おんに様変わりした。外に音が漏もれていないだけ公害にならないからマシ、というレベルである。

　ピンピロポロポロ。ペンペンペン。

　パンパンパン。

　これがさらに七回ほど繰くり返されたところで、式しき森もり和かず樹きはたまらず大声を出した。

「ちょっと待った、ストップ！　ストーップ！」

　彼の声を合図に、音がぱたりと止やむ。

　和樹は中を洗いたいとばかりに、耳に指を突つっ込んでいた。

「これじゃ滅め茶ちや苦く茶ちやじゃん。やっぱりどうにかしようよ」

「どうにかって、なにをどうすんだ」

　こう返したのは浮う氣き光みつ洋ひろ。和樹と同じ二年Ｂ組のクラスメートである。

「俺たちは素人しろうとだ。やれることは限られている。これで十分じゃないか」

「十分なもんか」

「お前、いったんは納なつ得とくしただろ」

「納得って言うか、諦あきらめたんだよ。でも考えれば考えるほどおかしい」

「文句の多い男だ。一体なにが不満なんだ」

「不満もなにも」

　和樹は片手に持っていたものを振ふり回した。

「これじゃ音楽でもなんでもないじゃないか！」

　紙かみ鉄でつ砲ぽうは、振り回されるたびにばさばさ音を立てた。

　音楽室で彼らがやっていることは、演奏の練習であった。授業で必要なのではなく、バンドのためだ。そして彼らは音楽バンドを結成したのである。

　言い出したのは仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこであり、和樹は巻き込まれた口だ。半ば強ごう引いんにメンバーにさせられた。浮氣も誘さそわれたのだが、喜んで加わっている。

　バンドを結成した、というのは当人たちがそう自覚すればすむ話。ところが彼らには欠点があった。演奏ができないのである。これでは羊よう頭とう狗く肉にくどころか売る肉がない。

　そこで浮氣が「どんな素人でも使いこなせる」として持ってきたのが紙鉄砲だった。これをタイミングもわきまえずにパンパン鳴らすものだから、臆おく病びようなヤクザの出入りも同然であった。冒ぼう頭とうの「パンパンパン」がこれである。

　これではさすがに音楽にならない。和樹は音感はないが常識はある。なので文句を言っているのであった。

　和樹はなおも苦情を申し立てた。

「演奏ってのは、もっと秩ちつ序じよだっているものだと思うんだ」

「お前分かってないな。冷蔵庫壊こわしたり削さく岩がん機きで岩を砕くだいて演奏だって主張してるバンドだってあるんだぞ。現代音楽じゃ無音だって音楽だ。俺たちはまだ大人しい方だ」

　浮氣は「ちっちっち」と人差し指を左右に振る。

「そもそも芸術とはなにか。それは個々人の表現方法に任せるもので、他者が型にはめてはいけない。砂さ漠ばくに避ひ雷らい針しんを並べて落らく雷らいを眺ながめたって、島を白い布で覆おおったって、立派な芸術なんだ」

「僕らのやろうとしていることはエンタメだろ。誰だれにも理解できないことをしてどうすんだよ」

「だから夕ゆう菜なちゃんと神かみ城しろがいるんだろうが」

　和樹の反論に、浮氣は女子二人を指し示す。

　宮みや間ま夕菜の演奏はピアノで、神城凜りんは三味線しやみせんだった。この二人はそれなりに演奏ができた。組み合わせが悪いが、それは彼女たちのせいではない。

「夕菜と凜ちゃんは、演奏してみてどうだった？」

　和樹の質問に、夕菜は少しだけ考えた。

「そうですね、やっぱり和楽器と合わせるのは大変です。上手な人なら出来るんでしょうけど、わたしはプロじゃありませんから」

　凜もうなずいた。

「かろうじてなんとかなっている程度だな。この組み合わせが本当に正しいのかという疑問ばかり湧わいてきた」

　二人の意見を聞き、和樹は浮氣に言う。

「ほら。やっぱり無理があるんだって。おまけに僕たちは紙鉄砲じゃないか」

「まだ数回の練習しかしていない。これからだろ」

「これからも無理じゃないかな」

「なんであろうと、金が儲もうかればいい」

「それが駄だ目めなんだってば！」

　もはや言うまでもないが、バンドを結成した目的は金である。演奏より話題性とグッズで一山当てようという魂こん胆たんだ。二年Ｂ組男子生徒にとって、ゴールが金であればスタートはなんでもいいのである。

　しかし、と和樹は思う。いくらなんでもこれでは観客に失礼ではないだろうか。暴動でも起こった日には、ステージに上っているこっちも途と方ほうに暮れてしまう。

　和樹は根が真ま面じ目めなので、やはりそこまで考えてしまうのだった。ちなみにこのバンドは、すでに日本武道館でのデビューが決定している。

「やってるようね」

　音楽室に風かぜ椿つばき玖く里り子こが入ってくる。仲丸も一いつ緒しよだった。この二人は儲けという点で一いつ致ちしており、今度の企き画かくというか計画を練ったのだった。

「玖里子さん、やっぱりこんなの無理ですよ」

　和樹が文句を言った。

「練習以前に楽器の選定がおかしいですよ」

　玖里子は和樹の持つ紙鉄砲をしみじみと眺めていた。

「……あんた、本当にそれで演奏するつもりだったの」

「他ほかになにもできませんから。でもおかしい……」

「ちょっと待って」

　彼女は隣となりの仲丸と小声で言葉を交かわした。二度、三度、首を縦に振る。

「結論が出たわ」

　和樹が「いちいち話し合うような問題ですか」と言おうとしたら、彼女に機先を制された。

「紙鉄砲で問題なし。むしろ積極的に使っていくわよ」

「なんで!?」

「これなら簡単に生産可能よ。出演者が使っているのと同じ楽器ってことで、販はん売ばいできるわ」

「紙鉄砲ですよ!?」

「ロゴを入れればいいじゃない。それだって『ふぇんだー』って書いてあるわよ」

「これで買う人間がいたら酔よっぱらってるか、催さい眠みん術じゆつでごまかされているんですよ」

「演奏で熱に浮うかされたファンだって、同じことよ」

　玖里子は取り合ってくれなかった。宗教の勧かん誘ゆうやマルチ商法の集会みたいなもので、その場の雰ふん囲い気きで購こう買ばい意欲を駆かり立てようというのだ。買わないと家に帰さないと強制しているわけではないから法に触ふれないだろうが、消費者センターには通報されるかもしれない。

　和樹はだんだん追いつめられているのが分かってきたが、なんとか抵てい抗こうした。

「だって肝かん心じんの演奏がひどかったら、売上げに影えい響きようするじゃないですか」

「あのな、式森お前は分かってない」

　仲丸が呆あきれたもんだと言わんばかりに首を振る。

「ああいうのは演奏開始前に売り抜ぬけるんだよ。売り場も素す早ばやく撤てつ収しゆうしちまえば抗こう議ぎが来ることもない」

「抗議が来ないのと、抗議する場所がないのは違ちがうだろ」

「金のためには全すべてが正当化される」

　仲丸が胸を張った。

　和樹はこりゃ駄目だと嘆たん息そくした。やはり金の亡もう者じやに、社会常識で説得しようというのが間違っているのである。

　玖里子まで荷か担たんするとは、と思っていたが、あまり本気そうではないから遊び半分なのだろう。それを隠かくすために武道館を借りるなどの荒あら業わざに出ているのだ。

　和樹は、せめて自分だけでも誠意を見せようと考えていた。できることが知れているとしても。

　紙鉄砲はやめようと思い、玖里子に言った。

「玖里子さん、ギターありませんか」

「ギター？　エレキとアコギどっち？」

「エレキギターです」

「借りてくればいいけど、なにすんのよ」

「決まってるじゃないですか。演奏するんですよ」

　玖里子が目をしばたたかせる。

「なんか和樹がまともなことを言い出したわ」

「仲丸じゃないんですから、言いますよ。せめて少しでも楽器らしい方がいいです」

「感心なこと。でもちょっと時間がかかるわよ。アメリカからビンテージ品を持ってくるわ」

「……まあ、なんでもいいです。家で待ってます」

　和樹の言葉に、玖里子は「そうしてね」と返事をした。

「それまで別ので練習しといて。凜の三味線借りて」

「……はい」

　なんかやっぱり違うような気がすると、和樹は心の中で思っていた。




　　　　○




　二年Ｂ組女子の松まつ田だ和かず美みはアグレッシブだった。彼女も金にはうるさく、自分以外の人間が儲けることに我が慢まんがならないタイプだ。なので仲丸たちがバンドを結成したと聞いた途と端たん、自分たちもやるのだと決意したのだ。

「来らい花か、面子メンツはどうなってる？」

「ええと」

　クラスメートであり新聞部長でもある鳴なる尾お来花は、メモ帳をめくった。

「あたしとあんたと舞まい穂ほちゃん。これで三人。三人でもそれなりにバンドの格好はつくんだけど」

「四人がいいわ。あまり多いと観客が覚えづらいし、キャラづけの面でも不利よ」

「だと思って、雪ゆき江えお姉さんにしたの。あの人ピアノができるから」

　クラスメートの片かた野の坂さか雪江は、以前にも夕菜提唱の結けつ婚こん式しき（モドキ）で、オルガン演奏をおこなっていた。なぜ彼女が「お姉さん」と呼ばれるかというと、未亡人としか思えない雰囲気を放っており、とても同年ねん齢れいに見えないから。

「それでいいわ。来花と舞穂ちゃんはどんな楽器を使うつもりなの？」

「あたしはなんでもいいかな」

「にゃー、舞穂はね、得意なのがあるよー」

　栗くり丘おか舞穂は両手を上げてばたばたさせた。

「朗読するの」

「ん？」

　和美が首をかしげる。舞穂は同じ台詞せりふを繰くり返した。

「だから、朗読ー」

「……んー、まあいいわ。どうせグッズ販売で儲けるつもりだから」

　彼女は自分を納なつ得とくさせると、来花に言った。

「宣伝はどうなってる？」

「新聞部は全面的にバックアップするわよ。問題は、向こうに風椿さんがついているってことなんだけど」

　来花は渋しぶい表情を作った。新聞部長で情報に強いため、玖里子のこともよく知っていた。

「どうも武道館でファーストライブをやるつもりらしいのよね。風椿グループで客を動員して話題を先行させるつもりなんでしょう。生なま中ちゆう継けいはないだろうけど、ライブＤＶＤの販売は視野に入れているはずよ」

「そのあたりの企画力は、さすが上手ね」

　和美は腕うで組ぐみをした。しばし視線を天てん井じようにさまよわせる。

「……だとしたら、向こうの土俵にこっちも乗ってしまうわよ」

「どういうこと？」

「対バンを申し込むのよ。お互たがい葵あおい学園のバンドとして、デビュー即そく勝負ってことにするわけ。実際に決けつ闘とうするわけじゃないけど、こうすれば向こうの客も取り込めるじゃない」

「なるほどね」

　来花がぽんと手を叩たたく。感心していた。

「でも、武道館の使用料とかどうすんの。折せつ半ぱんとか言われたら困るわよ」

「儲けから払はらうって言えばいいじゃない。あとはとぼけりゃいいのよ。文句言われたら民事裁判にすればって伝えて、時間を稼かせぐわ」

　和美は「我ながらナイスアイディアね」と自賛していた。すでにこの段階で、音楽そのものから遠く離はなれ、頭の中には札束が浮ふ遊ゆうしていた。

「練習場所は確保したの？」

「音楽室は仲丸君たちに押さえられたから、屋上になったわ」

「十分よ。ギターだってアンプに繋つながなきゃそんなに大きい音は出ないから」

「問題は雪江お姉さんのキーボードがどうにもなんないってことだけど」

「脳内でやってもらうわよ。じゃ、屋上に行くわよ」

　和美たちは雪江を連れてくると、校舎の屋上に移動した。

　屋上には誰だれもいなかった。そもそも、学校はここへの出入りを許可していない。それでもどうにかして入ってしまうのが学生というものである。

　和美はいったん教室に戻もどると、エレキギターを引っ張り出してきた。ケースから出すと、スリングを肩かたにかける。

　雪江が興味深そうに見ていた。

「それは、なんというギターなのでしょう」

「ポール・リード・スミスのカスタム22よ。中古だけど安くなかったんだから」

　和美はピックを持つと素早く弦げんに指を走らせた。アンプに繋いでいないため、生音しか出ていないが、それでも軽快なサウンドだと理解できた。

　彼女は何度か特定のフレーズを弾ひいた。指の運びもピックの使い方もよどみがない。

「ざっとこんなもんよ。マイナーペンタ一発でも様になるでしょ」

「わたくし、詳くわしいことは分からないのですが、上手なのはよく理解できます」

　雪江が感心した。もっとも彼女は、なんだろうととりあえず感心する。

「どうも。ギターはあたしがやるとして、雪江お姉さんはキーボードよね」

「前にも言ったかもしれませんが、わたくし『猫ねこ踏ふんじゃった』しか弾けないのですが」

「それでもいいわよ。ようはキャラで売っていくんだから」

　彼女は来花と舞穂を見る。

「二人は楽器ができないけど、一応持つだけ持って」

「なにを？」

「来花はベースがいいんじゃない。あたしが貸すから」

「ベースってなに？　ホームベース？」

「とにかく、ギター構えて立ってて。舞穂ちゃんは、ドラムがいいんだけど……」

「にゃー、朗読係がいいのー」

　舞穂が首をぶんぶん振ふった。和美はいまいち、彼女がなにを求めているのかつかめなかった。

「なんか小学校で金魚を世話する係みたいね。まあキャラ立てが重要なんだから、ドラムはいなくてもいいか」

　雪江が小さく手を上げる。

「そのキャラ立てとはなんでしょう」

「バンドメンバーに特とく徴ちようをつけるのよ。それをフックにして客に覚えてもらい、グッズを買わせる原動力にするわけ」

「どのようにするつもりですか」

「任せて」

　よくぞ訊きいてくれました、と和美は言いたげだった。

「まず雪江お姉さんだけど、清せい楚そで汚けがれのないお嬢じよう様さまだけど、音楽への愛が抑おさえられなくてバンドに加わったって設定にするわ。彼氏はいなくてペットのプードルとじゃれるのが日課。あたしたちの財政的裏付けも役目だから」

「お嬢様というところが、わたくしにぴったりといえなくもなく……」

「実情は伏ふせるつもりだから絶対に口を開かないでね」

「…………」

「次に来花だけど、眼鏡めがねってところを最大限に生かすわ」

「なにそれ」

　不ふ審しんげに言う来花に、和美は返答する。

「普ふ段だんは楽器の演奏が下手なんだけど、眼鏡を外すと超ちよう絶ぜつ美少女に変身してベースがもの凄すごくうまくなるのよ。いつもは人前で演奏するのが恥はずかしいから弾けないんだけど、眼鏡がないと人間がぼやけて見えるから、緊きん張ちようが消えるの」

「とんでもない設定ね」

「むしろ美少女ってあたりが難ね。でも強ごう引いんに押せばみんな納得するものよ」

「…………」

　不満と疑問を胸の内に溜ため込む来花だが、和美は気づいていないふりをしていた。

「舞穂ちゃんは……」

「朗読係！」

　勢いよく手を上げる。和美は努つとめてスルーした。

「……気にしないとして、あたしがギター兼けんボーカルだから」

「は？　二つもできるの？」

　来花の疑問に、彼女は不敵に笑った。

「できるわよ。ギターがうまくて歌もいけるってことになれば、人気も出るでしょう。バンドのリーダーとしてグッズもあたしをメインに押して、音楽雑誌のインタビューを受けるわ。作詞作曲もあたしで……」

「ちょっと和美、ひょっとして、印税も独ひとり占じめする気？」

「独り占めじゃなくて、労働の対価と言って欲しいわね。一番働いたバンドリーダーが多くを得るのは当然よ」

　来花の苦情を受け流す。眼鏡少女は激げき昂こうした。

「ずるい！　儲もうけはみんなで分かち合うのがＢ組のモットーじゃない！」

「そんなのはじめて聞いたわよ」

「あたしもはじめて言った……じゃなくて、金の独り占めは許さないわよ！」

「これはあたしの計画よ!?」

「すでにみんなの計画よ！」

　来花は食ってかかった。なにせ金に汚きたないことでは定評のあるＢ組女子である。自分より他人が多く得ることに耐たえられないのだ。こうなると仲間意識もなにもなく、ただひたすらに相手からムシることに傾かたむいていく。

　和美と来花は「あたしによこせ」「いやあたしよ」と言い合いを続けていた。雪江はその様子をにこにこしながら眺ながめつつ、「練習はどうなるのでしょう」と呟つぶやいている。

　一人異を唱えているのは、背の低い童どう顔がんの少女である。

「にゃー、舞穂の役はー？」

　舞穂は両手を振り回して抗こう議ぎするが、誰も耳を貸さない。

「舞穂の役ー！」

　和美と来花は屁へ理り屈くつの応おう酬しゆうをしており、聞いている余よ裕ゆうがない。じたばたする姿も目に入っていない模様であった。

「儲けは六四よ！　来花は四で我が慢まんしたら!?」

「最低限五五なのが常識でしょうが！」

「……うわーん！」

　舞穂は叫さけぶと、屋上から下の階へと走っていく。雪江だけが目で追っていたが、残る二人はまったく気づいていなかった。




「うわーん、うわーん！」

　舞穂が飛び込んだ先は教室ではなかった。教務棟とうの一角、保健室である。

「わーん、紅あか尉いせんせ……にゃ？」

「あら。どうしたの、舞穂ちゃん」

　紅尉紫し乃のは丸椅い子すに座ったまま、悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんだ。舞穂はきょろきょろする。

「にゃ……紅尉先生は？」

「兄はハンガリーに出かけています。話があるなら、わたくしが聞きますから。なにがあったんです？」

「あのね、あのね」

　舞穂は涙なみだを浮うかべながら、和樹やクラスメートたちから受けた横暴を（舞穂視点で）余すところなく話した。

　紫乃は心から同情した素そ振ぶりで聞いている。

「まあ。それは大変」

「どうしよう」

「いい方法がありますわよ」

　紫乃はインチキ奇き術じゆつ師のような笑みを押し隠かくすと、なにごとか囁ささやいていた。
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　ところ変わって、和樹の自宅（正確には夕菜の父親の家）。

　リビングには、さきほどから和楽器の音が鳴り響ひびいていた。説明するまでもなく、三味線しやみせんである。

　三味線の音源は二つあった。一つは軽かろやかで、流れるように弦が鳴っている。もう一つは不器用であり断続的で、時々「うわ」とか「しまった」と言った呟きが混じっていた。

　和樹は凜と向かい合わせになって三味線を演奏していた。もちろん下手な方が彼だ。まったくなってなかったが、なにしろ触さわることすらはじめてだったので、さすがに同情できるケースだった。

「ええと凜ちゃん、ばちってこういう持ち方でいいんだっけ」

「正しいが、力が入りすぎてるぞ」

　和樹の質問に、凜は手本を示しながら答える。

「もっと包み込むようにするんだ。ちょっとやそっとでは手から抜ぬけないから、柔やわらかくていい」

「なるほど……だけど、弦が三本しかないのに弾きづらいよ」

「そのあたりは慣れるしかない」

　凜は正座姿で軽やかに、長なが唄うたの「都みや鳥こどり」を弾いた。

「慣れればこれくらいはできる。私も玄人くろうとに比べればまだまだだが」

「いやでも凄いよ」

　和樹は感心していた。彼が持っている三味線も凜のもので、借りているのである。高校生なのに二竿さおも持っているあたり、実は相当練習したのではないかと思えた。

「僕は楽器全然できないから、尊敬するよ」

「世辞はいい」

「本心だって」

　和樹の言葉に、凜は咳せき払ばらいをした。心なしか頬ほおが赤くなっているように見える。

「ま、まあ、お前も精しよう進じんすればきっと上達する。習い事というのはそういうものだ」

「そうかな」

「そうとも」

　凜が断言するので、和樹は不思議な気分になった。長期に亘わたって一つのことをやった経験がないので、どうにも実感が湧わかない。とはいえ、彼女のいうことに間ま違ちがいはないだろうとは思っていた。なにせ幼い頃ころの特訓を通して、刀の腕うで前まえを芸術的なまでに昇しよう華かさせた少女である。

　凜は再び咳払い。

「もしお前が望むなら、私が教え続けてもいい」

「いやでも、バンドが終わったらやる機会がなくなるから」

「もったいないことを言うな。こういう習い事は、人生を豊かにする」

「そんなもんかなあ」

「だから、私が色々と……」

　まるで家庭教師のように語る凜。と、横から別の声が飛んできた。

「あのー」

　どことなく冷ややかなのは、発言者の心情を表わしているためだ。先ほどから夕菜が、二人のやりとりを眺めているのであった。

「お話し中すみませんが、わたしも練習のためにいるんですけど」

「そ、それはすみません」

　和樹よりも凜が慌あわてた。

「夕菜さんの練習を邪じや魔まするつもりは毛頭ありません。どうぞ」

「なにがどうぞなんですか」

「ですから練習を」

「はあ」

　夕菜は五ご線せん譜ふなどをいくつか持ってくると、どの曲をカバーするか吟ぎん味みをはじめた。本当ならオリジナルで勝負したいのだが、さすがに技術と経験がいる。

　和樹と凜も、再び三味線の練習を開始した。

「落ち着いて、ゆっくり弾ひけばいい」

　噛かんで含ふくめるように凜が言う。

「プロではないのだから、慌てる必要はないんだ。確実に弦げんを押さえることを目指せ」

「うん……だけど、ギターを習いたいのに三味線でいいのかな」

「そのあたりは私も疑問だが……玖里子さんの言うことに間違いはない」

「……本当？」

「と思う」

　互たがいになんとなく釈しやく然ぜんとしないまま、練習がはじまった。

　またリビングに三味線の音色が流れる。今度はゆっくりだが、形にはなっていた。

　ペンペンペン。ペンペンペン。ベチッ。最後だけ音が濁にごる。

「あ」

　和樹は失敗したことが自分でも分かったので、思わず呟いた。

「それは弦を押さえる指を離はなすのが早かったからだ」

　凜が真向かいから、後ろに回ってくる。

「もっと指を立てて押さえた方がいい」

「こ、こうかな」
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「もっとだ」

　背後から凜の身体からだが密着した。かすかな石せつ鹸けんの香かおりが鼻をくすぐった。

　小さい手が和樹の手に重なる。

「こんな感じがいい」

「えっと、こう……？」

「そうだ。そのまま弾く。指を離す感覚は練習で覚えるしかないが、すぐになんとかなる」

「分かった」

　和樹はばちを動かした。背後で凜がうなずいている。

「いいぞ。その調子だ。今のところはこうやって……」

「ちょっと、凜さん！」

　怒ど声せいが飛んできた。今度の台詞せりふには冷たさではなく怒気が含まれていた。

　夕菜が楽がく譜ふを放ほうり出し、両手を腰こしに当てていた。

「なにしてるんですか!?　くっつきすぎです！」

「く、くっついてなぞいません！」

　凜がぱっと離れた。

「私は式森に三味線を教えているだけです。それ以上のことはしていません」

「しています！　和樹さんの身体を触っていたじゃないですか！」

「教える以上、少しは触ふれてしまうものです。多少手が重なっても、それは仕方ないというもので……」

「べたべたしすぎです！」

　夕菜の髪かみの毛がふわりと浮き上がる。魔ま法ほう発動の前まえ触ぶれである。細かい粒りゆう子しみたいなものがどこからともなく出現して、彼女の周囲を飛び回っていた。

「絶対にわざとです！」

「そんなはずはありません！　わ、私が式森にわざと触っているなどと……夕菜さんと一いつ緒しよにされては困ります！」

「しらじらしい！」

　夕菜の周囲の粒子が、固まって一つになろうとしていた。精せい霊れいの力を借りた魔法が発動しようとしている。

　凜は危機を察知し、横に飛ぶと置かれていた日本刀を取った。

「そもそも、夕菜さんはキーボードなのだから一人で練習していればいいでしょう！」

「この家にキーボードはありません！」

「でしたらエアキーボードでもしていれば……」

「ごまかさないでください！」

　ぱしゃっという水音。精霊がウンディーネとなっているのだ。夕菜の頭上で渦うず巻まいている。

　凜は恐おそれたりせず、鞘さやから刀を抜ぬく。

「侮ぶ辱じよくしないでください！　私はよこしまなことなど考えておりません！」

「考えてます！」

「訂てい正せいしてください！」

「言い訳はわたしの精霊にしてください！」

　滝たきのような音と共にウンディーネが牙きばを剥むく。凜はたじろがず、逆に床ゆかを蹴けって立ち向かっていった。

「遅おそいです。私の叢むら雲くもに勝てるとお思いですか！」

　日本刀が煌きらめいて、ウンディーネを両断した。精霊は二つになったが、すぐにくっつく。

「凜さんには負けません、決着をつけます！」

「望むところです！」

　精霊を操あやつる少女と、日本刀の達人がリビングで激げき突とつする。たちまち台風のような有様となった。

　当事者の一人である和樹は、とばっちりを受けないよう頭を低くして隅すみに避ひ難なんする。そして頭の中では、練習はいったいどうなるんだろうと考えていた。
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　そして、早くもデビュー当日。

　東京千代田区九段下にある日本武道館は、多くの観客で埋うまっていた。もちろん、熱心なファンではなく、玖里子が動員した人間である。

　実情がどうだろうと玖里子は考こう慮りよしなかった。ようは話題になればいいのだ。当然芸能記者も招待している。社会現象を目指しているのであり、抜かりはない。

　和美が持ち出した対バンも、彼女は受けた。これもまた話題のうちだ。校内二大バンドが激突という煽あおりも用意させた。

　そして仲丸と浮氣は、相手が和美に来花と見るや、闘とう志しを燃やしていた。

「これは絶対に負けられない戦いだ」

　仲丸は控ひかえ室しつで演説に力を入れていた。

「敵は松田と鳴尾。今まで散々足を引っ張ってきたやつらだ。ここであいつらの野望をくじかないと、卒業まで上に立たれる」

「確かに。どんな手を使っても阻そ止ししよう」

　浮氣も怪かい気き炎えんを上げた。

「この場でどちらが優すぐれているか、思い知らせてやる」

　どうやって思い知らせるんだろうと、和樹は心の中で思っていた。結局練習はろくにできず、全員での音合わせすらやらなかった。ぶっつけ本番もいいところだ。

　彼はそっと手持ちのギターを撫なでる。玖里子が借りてきたもので、なんでもその昔レス・ポールという人が作りあげた、とてもとても高価な物であるとのこと。

　隣となりでは夕菜がにこにこしていた。

「楽しみですね」

「そうかなあ……」

「だって、滅めつ多たにない経験じゃないですか。高校でやるバンドって、なんだか青春って気がします」

「僕は悪夢に近いんだけどなあ」

　和樹がぼやく。このギターですら、まるで弾いていないのだ。

「しっかりしろ。ここまで来たのだから、腹をくくるしかない」

　と凜が言う。

「舞ぶ台たいに立てばあとはやるしかないだろう」

「もっと小さいところや街角でいいんだけどなあ」

「私とやった練習を思い出せ」

「三味線しやみせんですけどね」

　こう口を挟はさんだのは夕菜だった。

「和樹さんが使うのはギターです。練習が役に立つとは思えませんけど」

「夕菜さんの皮肉は、聞き流すようにしています」

「凜さんがわたしのものを盗とろうとするからです」

「式森が夕菜さんのものだったことが一度でもあるのですか？」

　二人の少女の間で不ふ穏おんな空気が流れる。いつもは仲がとてもいいのだが、和樹のことになるとすぐ亀き裂れつが入るのである。おかげで練習はほとんど進まなかった。

　和樹は頭を低くして台風が過ぎ去るのを待とうとしていた。と、控え室の扉とびらが開く。

　入ってきたのは、和美たちであった。和美は室内を眺ながめ、仲丸を睨にらんだ。

「ついに決着をつけるときが来たようね」

「ああ。勝負ははじめから見えてるがな」

　仲丸が答える。和美の挑ちよう戦せんを、真っ向から受け止めていた。

「俺たちの勝利は決まっている。儲もうけもいただきだ」

「馬ば鹿か言わないで。観客は女になびくのよ。ガールズバンドの威い力りよくを知らないの」

「ようは演奏の実力だ。俺たちの方が上に決まってる」

　二人による言葉の応おう酬しゆうを聞いて、和樹の不安はどんどん高まっていった。演奏に関しては素人しろうとだってもう少しマシだろうというレベルでしかない。仲丸と玖里子はマネージャーみたいなものだからなにもせず、浮氣は紙かみ鉄でつ砲ぽうでなんとかなると考えている。夕菜のキーボードと凜の三味線に賭かけるしかない。

　相手の実力はどんなものだろう。噂うわさレベルだが、和美はギターが上手だと聞いたことがあるので強敵だ。雪江はまた『猫ねこ踏ふんじゃった』なのだろうか。そして来花のレベルは。にこにこしているだけの舞穂はなにをするつもりなのか。

　夕菜が壁かべの時計を見上げる。

「もうすぐ時間ですね」

　その言葉を聞き、仲丸と和美は相手を睨んで吐はき捨てる。

「お前が負け犬になるときが来たぞ」

「なによ。号ごう泣きゆうして帰るのはそっちよ」

　互たがいにふんとそっぽを向く。緊きん張ちよう感かんばかりが無む闇やみに高まっていった。

　再び控え室の扉が開いた。

「そろそろだけど」

　玖里子が入ってきた。

「客の入りはまずまずよ。グッズもいい感じに売れているわ。雰ふん囲い気きに酔よわせて買わせている面もあるけど。それと」

　彼女は段ボール箱を抱かかえていた。重そうだ。

「差し入れが来てるわ。ファンからだって。飲み物よ」

「おお、すでに俺たちにファンが」

　仲丸は喜き色しよく満面と言った面おも持もちだ。和美が鼻で笑う。

「馬鹿ね。あたしたちのファンに決まってるじゃない」

　玖里子が段ボールを開けた。中味は健康飲料だった。小さな瓶びんが並んでいる。

「これ飲んで頑がん張ばれってことかしらね。ありがたくいただこうかしら」

　皆みんな、ドリンクの瓶を受け取った。

「すぐに開幕だからね。気合い入れるわよ」

　玖里子が蓋ふたを開けて、中味を飲み干す。各おの々おの口をつけた。

　もちろん和樹も飲んだ。苦くはなく、飲みやすい。爽さわやかな後味で、頭の中がすっとする感じだ。心なしか、視界も広くなったように感じられる。

「……あれ？」

　彼は頭を押さえた。広くなった視界が反転したのだ。ぐるぐると回り、足あし下もとがふらつく。

　和樹だけではなく、他も同じような目に遭あっていた。壁に手をついたり、歩くことによってなんとか身体からだを支えようとしている。雪江などはとうに床に伸のびていた。

「あれ、あれ？」

　和樹はへたり込んだ。それを合図に皆がばたばた倒たおれていく。気が遠くなっていった。

　唯ゆい一いつ元気なのは、一いつ滴てきも飲んでいない舞穂だった。

「にゃー、これね、紫乃先生に頼たのんで作ってもらったのー」

　楽しそうに飛び跳はねている。

「今日はね、バンドの演奏じゃなくて舞穂の朗読会になるの。大勢の人の前で、お話を発表するんだからー」

　なにを朗読するつもりなのか。和樹には分かっていた。だが口にすることができない。全身に力が入らないのだ。

「じゃあ行ってくるね。終わるころには元通りになるから、待っててねー」

　混こん濁だくし、遠のいていく意識の中で、舞穂の声だけが聞こえていた。




　武道館を埋め尽つくした観客は首をひねっていた。バンドの演奏だと思っていたら、舞台に出てきたのは背の低い少女だったのだ。他には誰だれもいない。

　その少女はたった一人でマイクの前に立つと、手にしたノートを広げた。

「では朗読会をはじめまーす。『彼は手にした××××で、彼女の××に……』」

　そのあとなにが起こったのかは、想像にお任せする。
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　ずしん。

　葵あおい学園の校舎が揺ゆれる。教室にいた式しき森もり和樹は、当初地じ震しんかと思った。だが震動は縦たて揺れでもなければ横揺れでもなく、しいて言えば「寒さに震ふるえたような」揺れ方だった。

　そう感じたのは彼だけではなく、二年Ｂ組内では「地震かな？」「違ちがうんじゃない？」とのひそひそ話が広まっていた。

「和樹さん。今、揺れましたよね？」

　彼に話しかけてきたのは宮みや間ま夕ゆう菜なだった。やはり彼女にも分かったらしい。

「うん」

　彼は答えながら窓ガラスを見た。もう震動はしていない。一秒も揺れていなかったのだろう。

「なんだろうね」

「地震以外に揺れるなんてあるんでしょうか」

「まあねえ。台風とか？」

「来ていません。晴天です」

　夕菜が呆あきれた。今日は朝から晴れており、気温も平年より高い。じっとしていると汗あせばむほどであった。

「じゃあ爆ばく発はつ？」

「学校でですか？」

「わりとよくあるじゃん、ほら」

　僕が巻き込まれる、と言おうとして、彼は口をつぐんだ。巻き込まれるのは事実だが、巻き込む相手を名指しするのは色々な意味でよろしくないのだ。

　ときおり爆心地となる少女は、気づいていない様子であった。

　夕菜は首を傾かしげている。

「なんでしょうね。事件じゃなければいいですけど」

　その途と端たん、教室に備えつけのスピーカーが、雑音混じりの音を立てた。

「あー、あー。ただいまの震動についてお知らせします」

　玖く里り子こさんの声だ、と和樹は呟つぶやく。

「理科実験室において小規模な爆発が発生しました。いや小規模ってわりには色んなもんが壊こわれたんだけどね。また姉さんに寄付金弾はずんでもらわないと……えー、幸い怪け我が人はなく、警察沙ざ汰たにもならないレベルですので、生徒の皆みなさんはどうぞ気にしないで授業を受けてください。じゃ」

　ぶつっと音がして、スピーカーからの音声が途切れた。葵学園内のトラブルは生徒会と教職員の双そう方ほうに知らされる。そして多くの場合、生徒会が処理をした。これは生徒の自治を建たて前まえにしている以上、少しくらいのトラブルは自力で解決できないと話にならないためだ。

　風かぜ椿つばき玖里子は本来生徒会の人間ではないのだが、今の会長に駆かり出されたのだろう。使えるものならなんでも使うのが、一年生会長のやり方である。

「爆発かあ。なんだろね」

　和樹は夕菜の方を向く。

「分かりません」

　彼女は返事をした。それは当然で、和樹としても話の接つぎ穂ほとして訊きいたにすぎない。

「夕菜はここにいるから違うとして」

「なんですか？」

「ごめん、なんでもない。爆発事故を起こす人っていたかなあ」

「そうですね……」

　和樹はしばし考えた。夕菜も同じように思案している。

「あ……」

　二人は同時に、同じ台詞せりふを発した。

「一人、思いついたんだけど」

「わたしもです」

　顔を見合わせる。和樹も夕菜も「もしかして」と思っていた。

「放課後、ちょっと行ってみようか」

「そうですね」

　夕菜が和樹の意見に同意した。彼は、この予感は多分当たるだろうと思っていた。




　放課後。

「はい。あれはわたくしです」

　保健室で、養護教きよう諭ゆ紅あか尉い晴はる明あきの妹、紫し乃のはそう言うと微笑ほほえんだ。

　和樹はうんざりしたが、極力顔に出さないように努力した。この予感は当たっても、それほど嬉うれしくない。

　彼は保健室に、夕菜とともにいた。途中で三年生の教室に寄ったので玖里子もいる。保健室にいたのは紫乃だけで、彼女の兄は不在だった。学会に出席しているらしい。

「いったいなにをしたんですか」

「ちょっと実験を」

　紫乃は微笑みを崩くずさない。

「保健室でおこなうには火力が足りなかったものですから、理科実験室を使わせてもらいました」

「それで爆発が？」

「いやですわ。あれは大げさです」

　手の甲こうを口に当てて、ころころ笑う。それだけだといかにも清せい楚そな貴婦人だが、どう贔ひい屓き目めに見ても詐さ欺ぎ師しがごまかしているようにしか感じられなかった。

「ほんの少し焦こげただけなのです」

「机が二つ吹ふっ飛んで、窓ガラスが全部割れましたけどね」

　これは玖里子だ。面おも白しろくなさそうにしている。

「あとキャビネットが熱で溶とけて、蛍けい光こう灯とうが全すべて破損して……まだ言いましょうか？」

「小規模な被ひ害がいです」

　紫乃はにこやかに言った。こうなるとこの女性は、なにがあろうと自分のミスを認めない。

　玖里子もそのことを承知しているので、それ以上追つい及きゆうしたりはしなかった。代わりに別のことを訊く。

「なんの実験をしてたんですか」

「よくぞ訊たずねてくれました」

　紫乃は銀色のアルミケースを持ってきた。

「わたくしたちは生まれながらにして魔ま力りよくを持っていて、その鍛たん錬れんと教育のために葵学園があることは承知していると思いますが」

「時々忘れそうになるけどね」

「魔力はその場限りのもので、しかも発動可能回数が決まっています。これはあまりにも不便ですし、それで決まってしまう階級は、ややもすると人権にも抵てい触しよくすると言われています」

「でも回数を増やせないんだから仕方ないわよ。先祖に文句を付けたってはじまらないんだから。そのことが階級差に繋つながらないように各国政府が努力しているんじゃない」

　玖里子が肩かたをすくめる。それこそ何百年も前から繰くり返されてきた議論であった。

　紫乃はうなずいた。

「はい。ですから各国で魔力発動回数を増やしたり出力を増大する研究が続けられているわけです」

「オカルト雑誌か怪あやしげな陰いん謀ぼう論以外で成功したって話は聞かないわよ」

「成功しました」

「は？」

　と玖里子が言う。彼女だけではなく、和樹も夕菜も口にしていた。

「そんな馬ば鹿かな」

　聞き違いかと和樹は考えたが、どうも違うらしい。恐おそる恐る質問をしてみる。

「紫乃先生が……ですか？」

「はい」

　インチキ宗教家そっくりの笑顔で、彼女は肯こう定ていする。

「それがこれです」

　ケースの蓋ふたを開けた。

　中には長方形で手のひらサイズの、白い電子機器らしきものが収まっていた。上面からはイヤホンが伸のびていて、ＩＣレコーダーのようであった。液えきし晶よう画面がついているがボタンのたぐいは見あたらない。タッチパネルで操作するのだろう。まるで果くだ物ものマークのメーカーが出している音楽機器そっくりだった。

「和樹君、どうぞ手に取ってみてください」

　紫乃に言われるままに、和樹はアルミケースから取り出した。

　大きさに比してずっしりと重たい。全体的につやつやしていた。見れば見るほどあれにそっくりだ。

　思わず和樹が漏もらす。

「世界中で売られているあれに似てますね」

「言わないでくださいね。商品名をばんばん出している小説ですが、限度というものがあります」

「はあ……。この角のところが焦げてますけど」

「実験のミス……結果です」

「これがなんなんです？」

「そこが肝かん心じんなところです。さきほど説明した魔力の発動回数アップ、及および魔力増大をおこなってくれるのです。正確には補うのですが」

「この機械が？」

「そうです」

　和樹は手の中の装置をしみじみと見つめた。

　それが本当ならとんでもない発明である。魔力発動回数のアップは全人類の夢だ。そこに一回あたりの魔力増大もあればいうことない。一国全てと引き替かえにしようとするものがあらわれてもおかしくなかった。

　しかし、である。その装置がこんなに小さく、しかも果物マークのあれそっくりの形をしているのは、どうにも信じられなかった。

「そのイヤホンを耳に入れてください」

　紫乃が言うので、和樹は従った。耳の穴にぴったりとフィットして、不快感はなかった。

「これでスイッチをいれれば完かん了りようです」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　紫乃が手を伸ばして電源を入れようとするので、和樹は慌あわてて身体からだを引いた。

「なにをするんですか!?」

「ですから、装置のスイッチを」

「そうじゃなくてですね、これ、もう実験はすんでいるんですか？」

「和樹君は面白いことを訊くのですね。これが実験です」

　彼女は、まるで当たり前のことのように言っていた。

「僕が実験台ですか!?」

「被験者と呼びます」

　紫乃は再び電源を入れようとする。和樹は身体を捻ひねって逃にげだそうとした。だが、そこを掴つかまれる。

「往おう生じよう際ぎわが悪いですね。魔法に難のある和樹君だからこそいいのです。魔法文明の礎いしずえとなってください」

「やだー！」

　彼女の力は予想以上に強かった。強ごう引いんに和樹を引き寄せると装置のタッチパネルに触ふれる。

　夕菜たちが止める間もなかった。紫乃は素す早ばやくタッチパネルを操作した。

　某ぼうスマートフォンそっくりの装置が光った。虹にじのようにきらめくと、続いてまたたく。

　和樹が耳を押さえた。

「うひゃー！　音楽が！」

「なにしろ元が音楽プレイヤー兼けんスマートフォンですから」

　紫乃が当然のように言う。

「みーみーがー！」

「邦ほう楽がく洋楽民族音楽スピリチュアルミュージックと、多た彩さいに取りそろえています」

「そんなダウンロード販はん売ばいサイトみたいなことを……あれ？」

　和樹は暴れるのを止やめた。イヤホンからは、なにも流れてこなくなっている。タッチパネルも発光を止めて真っ黒になっていた。

「……終わり？」

「ですわね」

　彼はイヤホンを外した。紫乃が装置を回収する。装置はうんともすんとも言わなくなっていた。

　恐る恐る夕菜が訊きいてくる。

「和樹さん……大だい丈じよう夫ぶですか？」

「うん……。頭も痛くないし、鼓こ膜まくがどうかなったってわけでもないし」

「魔力は……？」

「さあ？」

　分からない、としか言いようがなかった。こればかりは自分で使ってみるか、専用の機械で計測するしかない。

　一方、紫乃はずっと装置をいじっていた。

「紫乃先生？」

「……和樹君、ちょっとこちらに」

　紫乃は和樹の腕うでを取った。そのまま隣りん室しつに引っ張っていく。部屋に入ると、彼女は後ろ手で戸を閉めた。

「なんですか、こんなところで。お金は持ってませんよ」

「いりません。これのことですが」

　養護教きよう諭ゆの妹は、手の中の装置を指し示した。

「どうやら問題が出たようです」

「……またですか。なんです」

　和樹はうんざりした。紫乃のやることは常にトラブルがつきまとうのだ。全て思いつきでおこなっているらしく、あとのことを考えていない。

「魔力を増大させるプログラムがうまく働かなかったようです」

「どうせ僕の魔力は低いままなんですよね。そんなことだろうと思ってました」

「ならいいのですが」

　紫乃はじっと彼のことを見た。

「魔力が大きくなったのは確かなのです。そのこともあって、この装置が動作不良を起こしたみたいです」

「じゃあ……いいことなんじゃないんですか？」

「それがですね。魔力が大きくなることに際限がなくなってしまったようで、どうやったら止まるのか分からないのです」

「……は？」

「急激に大きくなった魔力は容易に肉体の限界を超こえます。その結果、爆ばく発はつが起こるのです」

「ばっ……」

「爆発です」

　和樹は口を開けたまま絶句した。爆発というが、つまり和樹の肉体が四散するのである。すなわち、死だ。この世とのおさらばである。

　顔から血の気が引いていくのが分かる。何な故ぜか身体は熱かった。そういえば理科実験室での爆発事故、もしかしたらあれも。

　紫乃はゆっくりとうなずいた。

「機械だけだったらよかったんですけど」

「ぎゃー！」

　彼は遠えん慮りよなく悲鳴を上げた。

「落ち着いてください」

「これが落ち着いてられますか！」

「話には続きがあります。魔ま力りよく増大の兆候としては全身が急激に熱を持つというのがありますから、平熱であれば気にすることも」

「さっきから熱いんですよ！」

「あら手て遅おくれ」

「そんなー!!」

　和樹は泣き叫さけんだ。彼は一度死亡したことがある。魔力を使いつくしたため肉体が消しよう滅めつしたのだが、そのときは幽ゆう霊れいとなって生き延び（？）た。だが今回は魔力の増大で爆発するのである。幽霊になれる保証はない。

　まさに人生一巻の終わりであった。しかも十代で。

　元げん凶きようである紫乃は、まるで他ひ人と事ごとのような顔をしていた。

「事態は絶望的だと思いますが」

「怒おこりますよ！」

「実は生き残る可能性があるのです」

「早く教えてください。早く！」

「身体の熱というのは、体外に排はい出しゆつすることによって低下できるのです。それと同じで増えすぎた魔力も排出すれば爆発することがなくなるかもしれません」

「どうやるんですか！」

　紫乃はやや首をかしげる。

「そのためには、ちょっと和樹君には性格上の難があるかもしれません」

「性格変えろっていうのなら変えますよ」

「どんな性格にでも、ですか？」

「もちろんです！」

　このときの和樹はせっぱ詰つまっていたため、紫乃が胡う散さん臭くさい霊れい媒ばい師のように微笑ほほえんだことに気づかなかった。

「では、わたくしの目を見てください」

　彼は言うとおりにする。養護教諭の妹の瞳ひとみは、徐じよ々じよにオレンジ色の光を放ちはじめていた。




　戸が開いて、和樹と紫乃が戻もどってくる。

「和樹さん」

　夕菜が駆かけ寄った。

「どうしたんですか」

「いや……なんでもない」

　和樹は首を振ふる。

「紫乃先生と、さっきのことで話しあったんだよ」

「無事に済みました」

　紫乃は例によって訪問販はん売ばい員いんみたいな愛想笑いをしている。夕菜は二人の顔を見比べた。

「魔力のことが……失敗みたいに見えたんですけど」

「失敗だったみたいだね」

　と和樹。紫乃も「残念でした」と口にしていた。

「じゃあいつもと変わりないのですか？」

「うん」

　彼は言った。聞いていた玖里子は肩かたをすくめた。

「失敗だったら、なんの意味もないじゃない」

「実験とはそういうものです」

　紫乃が結論づけるように喋しやべる。

　それを潮に、三人は保健室から引き上げた。紫乃は「わたくしももう帰りますので」と告げていた。

「なんか時間の無む駄だでしたね」

　と夕菜。和樹も認める。

「まあね」

「紫乃先生、またいたずらっ気をおこしただけですよね、あれ」

「うん」

「早く帰ってご飯のしたくをしないと……和樹さん？」

　夕菜は立ち止まった。

「ん？　なに？」

「どうかしました？」

　彼女は和樹の顔を覗のぞき込んでいた。

「なにが」

「ずいぶん息が荒あらいみたいですけど」

「そう？　いつもと同じだよ」

　彼はさりげなく口を押さえつつ答える。手のひらに、強く息がかかっていた。

　隣となりの玖里子も和樹のことを眺ながめていた。

「そういえば、なんかまぶたがぴくぴく動いているわね」

「…………」

「風か邪ぜには見えないし、さっきの実験がやっぱり影えい響きようしてんの？」

「そんなことはないですよ……えーと、玖里子さん」

　和樹は笑顔を作ると、改めて玖里子に呼びかけた。

「なに」

「ちょっと話があるんです。そうだな……」

　彼は周囲を見回した。古ぼけた扉とびらが目に入る。階段下にある、使われていない倉庫であった。

「あそこで話を」

「廊ろう下かでいいじゃないの」

「あそこがいいんですよ」

　彼は玖里子の腕を無理に引っ張った。

「あん、和樹さん。わたしは」

「夕菜は待っていて」

　和樹はそう言い残してから、玖里子を連れて行った。

　倉庫に鍵かぎはかかっていなかった。中は掃そう除じ用具が置かれていて、空あいているスペースが一畳じよう分くらいしかない。和樹は掃除用具を乱暴に蹴け飛とばして、さらにスペースを広げた。そして扉を閉める。

　玖里子が眉まゆを顰ひそめた。

「なによ。らしくない」

「らしくないですか？」

　和樹は手を広げる。

「ちょっと話がしたいだけです」

　玖里子は呆あきれた。

「わざわざこんな個室みたいなとこで話すことなの？　夕菜ちゃんを追い払はらって」

「嫌いやなんですか？」

「別に嫌じゃないわよ。あたしは別に二人だけだっていいから」

　そう言ってから、彼女は付け加えた。

「でも和樹が二人っきりになりたがるなんて、珍めずらしくない？」

「そうでもないですよ」

　彼はゆっくりと年上の女性に接近した。

　玖里子は和樹に迫せまられても、後ろに下がったりはしなかった。ただ、大変胡散臭げにしている。

「……なあに？」

「実はですね」

　和樹は少しだけ、口の端はしを曲げる。

「さっきの実験は失敗だったんですけど、おかげで僕の生死に関かかわることになってしまったんです」

「死ぬってどういうこと？　あんたそのわりには余よ裕ゆうじゃない」

「そうなんですけどね……魔力が高まりすぎて爆ばく死ししてしまうんですよ。ですけど、治なおす方法もちゃんとあったんです」

「どんなこと」

「こんなことです」

　彼は不意に、右足で玖里子の両足を払った。彼女はバランスを崩くずす。

　倒たおれる寸前に和樹は彼女の制服を掴つかむ。そして仰あお向むけにして床ゆかに押さえつけ、自みずからはその上にのしかかった。

　玖里子の瞳には、驚きよう愕がくと呆れが同居していた。

「……あたしを押し倒したの？」

「そうですよ」

　和樹は軽く唇くちびるを舐なめる。

「さっきの続きなんですけど、増大した魔力を放出しなきゃならないんです」

「それと、あたしを押し倒すのにどんな関係があんの」

「察しが悪いなあ。放出ですよ放出。男と女がこういう関係になって放出なんて、一つしかないでしょう」

　和樹が玖里子の制服に手をかける。上着の前を乱暴に開いた。

「ちょっと、これじゃレイプじゃない！」

「いつも僕に同じことをしていたくせに」

「そうだけど……なんかあんた違ちがくない!?」

「こういうことができるように、紫乃先生が僕の性格を改造したんです。積極的な方がいいだろうってね」

　くすくすと和樹は笑った。その笑顔は不自然でありいやらしく、まるでシリアルキラーのようであった。

　玖里子の背中がぞくっとする。彼に積極性よりも、狂きよう気きじみたものを感じたのである。

「放しなさい！」

「やだなあ。せっかくこういうことになったんだから、楽しみましょうよ」

「分かってんの!?　これはレイプよ!?」

　彼女が睨にらんだ。もちろん今の和樹は、それくらいなんとも思わない。

「玖里子さんみたいな女性は、本心ではこういうことを望んでいるんですよね」

　和樹は体重をかけて動けないようにすると、左手で玖里子の両りよう腕うでを掴む。そして右手を使い、ブラウスのボタンを外していった。

「慣れてないから、外すのって難しいですね。今度教えてください」

「止やめなさい！」

　和樹は止めなかった。ゆっくりとじらすようにして、ボタンを外していく。少しずつブラジャーが見えてきた。

「玖里子さんって、実はそれほど大人っぽい下着を着けてないですよね」

「ちょっと！」

　不意に、倉庫の扉がノックされた。

「あのー、和樹さん？」

　夕菜であった。繰くり返し扉を叩たたいている。

「今なにか聞こえましたけど……玖里子さんの声ですか？」

　舌打ちをする和樹。夕菜はまだ、入ってこようとはしない。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　なにかありました？」

「特になにも」

　彼は返事をしながら起きあがる。玖里子を一いち瞥べつしてから、扉を少しだけ開けた。

　夕菜と目があった。にこりと笑う。

「ごめんね。待たせちゃって」

「それはいいんですけど……玖里子さん今怒おこってませんでした？」

「怒ってないよ。きっと、最後までできなかったから不満なんじゃないかな」

「はい？」

　すると突とつ然ぜん、彼の背後から玖里子の声が響ひびく。

「夕菜ちゃん、和樹を捕つかまえて！」

「ちっ」

　和樹は顔をしかめると、扉を大きく開けて夕菜の横をすり抜ぬけた。夕菜は尻しり餅もちこそつかなかったものの、転てん倒とうしそうになって壁かべに寄りかかった。

　彼はそのままダッシュした。廊下の角を曲がり、階段を駆かけ上がる。

　惜おしかったと心の中で思った。あのままで十分うまくいけたのに。まあ、外に夕菜がいたから、遅おそかれ早かれ邪じや魔まが入ったかもしれないが。

　次はどうするかと和樹は独りごちる。どこの教室を狙ねらうべきか。犯罪かもしれないが、なにしろ自分の命が危ないのだ。大義名分は立つ。

　ふと思い浮うかんだ。そういえばここは、一年生の教室のあるフロアではないか。だとしたら、あそこがいいだろう。

　和樹はスピードを緩ゆるめることなく、廊下を駆けていった。




　夕菜はぽかんとして、和樹の走り去った方角を見つめていた。突然のことで、頭の整理がつかない。

　倉庫から玖里子が出てきた。

「夕菜ちゃん、和樹どこに行った!?」

「あっち……ですけど」

　指でさしながら、玖里子の様子にきょとんとする。

「なんですか、その恰かつ好こう」

「襲おそわれたのよ」

　玖里子ははだけそうになったブラウスを手で押さえていた。髪かみも乱れているが、そっちはそのまま。

「襲われたって、和樹さんにですか？」

「他ほかに誰だれがいるのよ」

「まさか……」

「そのまさかなのよ。あれは和樹だけど和樹じゃない……いや、和樹なのか。とにかく捕まえてどっかに閉じこめるべきよ。気絶させてもいいわ。そうしないと被ひ害がい者しやが出る」

「話が飛びすぎですよ」

「話が飛びすぎでもなんでもないの。和樹を追わなきゃ。それと紫乃先生も捕まえて」

　玖里子は夕菜をうながして、走った。髪を二つに縛しばった少女は、なにがなにやら分からないまま、あとについていった。




　　　　○




　和樹は目当ての教室に飛び込んだ。予想通り、目当ての人物が二人いた。

「あ、いたいた」

　手を軽くあげて合図をする。

「なんだ、式森か」

「にゃー、和樹君」

　神かみ城しろ凜りんがカバンを持ちながら、栗くり丘おか舞まい穂ほは両手をあげて和樹に返事をした。この二人は帰りに一いつ緒しよに和わ菓が子しを買うつもりであり、待ち合わせていたのだった。

「息が荒あらい。走ったのか」

　凜が言う。和樹は呼吸を整えない。

「うん。ちょっとね。走ったせいだけでもないけど」

「廊ろう下かを走るな、危ないぞ。規則で禁止されているのには、ちゃんと理由がある」

「廊下のことはいいんだよ」

　和樹は椅い子すや机を横にどかしながら二人に接近する。その行動に、剣けん豪ごう少女が渋しぶい表情を作った。

「掃そう除じして整理したばかりだぞ。ちゃんと元に戻もどせ」

「終わったら戻すよ」

　和樹は凜の正面まで来た。舌なめずりをしたいところだったが、今は自重する。

　二人の身長差は割とあり、もちろん和樹の方が高い。そのため彼は剣豪少女を見下ろすような恰好となった。

　だからといって凜はひるんだりはしない。彼女の方が精神的優位に立つことが多いからだ。

「なにか用か？　私たちは買い物をしてから帰る。一緒に行きたいなら構わないぞ」

「行きたいねえ。もっと別の世界に」

　凜が虚きよを突つかれたようになる。

「なんの話だ」

「だから、僕と凜ちゃんで、別の世界だよ」

　和樹はじりじりと接近していく。凜は不ふ審しんさを感じたのか一歩だけ下がった。

「おい式森。なにを……」

「凜ちゃんは前から、僕に積極性が足りないって言ってたじゃないか」

「ああ」

「だから積極的になってみたんだよ……その成果を、ここで見せてあげるよ」

　両手を広げるようにして、和樹は凜に襲いかかろうとした。

　凜の身体からだが反応した。後方に跳とび退すさる。それは退魔の血が為なし得うる技わざで、考えるより先に出たものであった。

「式森、なにをする！」

「凜ちゃんおとなしくしなよ。今の僕は、体内の魔力を放出する必要があるんだ」

　剣豪少女が刀を抜いた。正眼に構える。

「取り憑つかれては……いないな。確かに式森だ。しかし……」

「しかし、なんだい」

「なにかが違う。おかしい」

　和樹は笑えみを貼はり付かせたまま首を振ふる。

「僕は僕だよ。ほんの少しだけ、積極的になっただけさ」

　彼は正面から凜を見つめる。剣豪少女が睨み返した。

　いつもなら先に視線をそらすのは、間違いなく和樹である。十六歳で真剣を振るっている少女と日々をぼんやり過ごしている少年とでは、最初から眼光に差があった。

　だが今は違う。和樹は目をそらさない上に、余よ裕ゆうありげにしていた。

「凜ちゃん、こういう僕が好きなんじゃなかったっけ」

「いらん。元のお前がいい。今、私になにをしようとした」

「玖里子さんみたいなことを訊きくんだね。男と女のやることなんて決まってるじゃないか。あれだよあれ」

　想像を巡めぐらせたのか、一いつ瞬しゆん凜の頬ほおが赤くなった。和樹はその隙すきを見み逃のがさない。

「そらっ」

「あっ！」

　常に冷静な剣豪少女が、驚きよう愕がくの声を上げる。瞬時に、和樹が懐ふところに潜もぐり込んだのだ。

　和樹の手が凜の左ひだり腕うでを掴つかむ。その勢いのまま体格差を利用して、後方に押し倒たおそうとした。

　凜は明らかに不意を突かれた。だが幾いく多たの戦いで得た彼女の経験は、ここでも反射的に身体を動かしていた。

　掴んだ手を振りほどくと、小こ柄がらな身体が、和樹の体重を受け流して横にずれる。そして床ゆかを蹴けった。

　ふわりとジャンプしてから、凜が着地。舞穂をかばうようにして立つ。

　和樹が苦く笑しようした。

「凜ちゃんはやっぱり素す早ばやいなあ」

「なんと……卑ひ劣れつな」

「男にはこういうところもあった方がよくないかい」

「下心丸出しなのは不要だ」

　日本刀の切っ先が和樹の顔に向けられる。

「式森、目を覚ませ」

「目は覚めているよ。眠ねむくもない。それに、僕はなんとしても女性をものにしないとね。死んじゃうんだ」

「死ぬ、だと」

「そうさ。だから言うことを聞いてもらわないと」

「……どうやら、事情があるようだな」

　凜は刀を下ろさなかった。むしろ殺気を増している。

「だからといって、むざむざと無む抵てい抗こうのままでいるのは、女がすたる。それに乱暴なのは、やはり気に入らない」

「おや、僕に逆らうつもり」

「逆らうのではない。矯きよう正せいだ。元のお前に戻ってもらうぞ」

「どうやって」

「こうやって！」

　凜の刀が伸のびる。予備動作もなにもない、不意を突いた一いち撃げきだった。

　だが和樹にはその動きが見えた。正確には彼女の呼吸、目線の移動、筋肉の緊きん張ちようなど、全すべてが同時に、手に取るように分かったのだ。

　だから攻こう撃げきにも慌あわてなかった。むしろ遅おそく感じ、首を横に傾かたむけるだけでよかった。

　凜が二の足を踏ふむ。

「なっ……」

「凜ちゃんは乱暴だなあ」

　横に回ろうとする和樹。剣豪少女は、動きを察するや、いち早くその方角に身体の正面を向ける。

「てえっ！」

　和樹の移動が終わる前に、刃やいばが繰くり出された。位置を予測して攻撃を仕し掛かけたのだ。小さな身体で長大な日本刀を操あやつる、凜ならではの戦い方。

　しかしこれも、今の和樹には楽々見み抜ぬけるものだった。

「おっと」

　振り下ろされる刀を、彼は両手で受け止めた。

「……白しら刃は取り!?」

　剣豪少女の目が見開かれる。今まで彼女に、このような対応をする人間はいなかったのだ。ましてや和樹がという思いが、瞳ひとみに表われていた。

　日本刀は空中で静止して動かなかった。凜は力を込こめているが、和樹には余裕がある。

　彼はくすりと笑った。

「さあ凜ちゃん。こんな危険な物は置いて、僕の言うことを聞くんだね」

「何な故ぜ……！」

「僕が死にたくないからだよ」

「うにゃー」

　凜の背後で、舞穂が両手をばたばたさせていた。

「ねー和樹君、ひょっとして凜さんと××××するのー？」

　いつもならそれだけで、女の子たちどころか和樹まで赤面してしまうが、今は違ちがっていた。

「そうだよ、××××」

「いいなー」

「××××だけじゃないよ。××も××もするよ。××な××××もやりたいな」

「にゃー、舞穂もー」

　彼は少女に言った。

「駄だ目め」
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「えー」

「舞穂ちゃんは幼すぎるなあ。僕の趣しゆ味みじゃない」

「酷ひどいー！」

　和樹は日本刀を押し返していく。凜の額に汗あせが浮うかぶが、徐じよ々じよに対抗できなくなっていった。

「こんなところかな」

　きんと音がして、凜の手から離はなれた日本刀が床に転がる。彼女の身体から武器が失われた。

「さあ、僕のために──」

「凜、平気!?」

　和樹の背後から玖里子の大声。ほぼ同時に、梵ぼん字じの書かれた紙し片へんが空中を舞まった。

「紙兵チエンビン！」

　紙片が兵士となって和樹に襲おそいかかろうとしていた。彼は苦笑して凜から離れる。

「やれやれ、ここでも邪じや魔まか」

　紙製の兵士は、同じく紙製の剣けんを振り下ろす。和樹にとってはそれもカタツムリみたいに遅く見えた。かすることすらさせずに、教室の出口まで移動する。

「今は退散するよ。今はね」

　ちらりと背後を振り返った。玖里子が凜に「怪け我がはない？」と訊いていた。彼は、ちょうど女子が二人揃そろっていたので戻もどろうかとも思ったが、止やめておいた。まあいい、チャンスはいくらだってやってくるはずだ。

　それよりも、彼には思いついたことがあった。確か放課後になっても、女子がまるまるひとクラス分残っている教室があるのだ。

　その名を二年Ｂ組。そこならよりどりみどりだ。和樹はそう確信すると、二年生の階へと駆かけ出していった。








第四十八話　和かず樹きの野や獣じゆう伝説　２











　式しき森もり和樹は、二年Ｂ組の教室まで来た。

　もくろみ通り、そこにはクラスの人間がかなり残っていた。放課後になってもまだ教室にいるのだから、きっといい儲もうけ話でもあるのだろう。金のことになると話を聞くまでテコでも動かないのがＢ組流である。

　彼は制服の襟えりを少し直すと、いつものように声のトーンを少し落として教室内に入った。

「あれ、なにしてるの？」

「お、式森じゃないか」

　和樹の言葉に反応したのは仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこだった。大おお柄がらでスポーツマン、成績も優ゆう秀しゆうなこの男は、精神がメビウスの紐ひもばりに異次元の繋つながりかたをしている。

　仲丸は手招きしていた。

「お前も来い。ニュースがあるぞ」

「ふーん。……女の子たちは？」

　和樹は教室内を見回した。帰宅したのか、女子の数がいつもより若じやつ干かん少ない。

「何人かは帰って、何人かは保健室に行った」

「残念だね」

　彼の目的は女の子を押し倒たおすことにある。よりどりみどり状態の中から選ぶつもりだった。少しでも選せん択たく肢しが減るのはよくない。

　仲丸は意外そうにしていた。

「珍めずらしいな。お前が女子のことを気にするなんて」

「まあね。ニュースってなに？」

「なんか転校生が来るんだって」

　答えたのは仲丸ではなく、隣となりにいた松まつ田だ和かず美みであった。

　彼女は美のつく少女で頭も良いのだが、性格だけが螺ら旋せん階段よりもねじ曲がっている。具体的には金に汚きたない。

　和美と仲丸が一いつ緒しよにいるとなれば、これは間ま違ちがいなく金の話だ。なので「転校生」という単語が出たとき、和樹は驚おどろいたくらいであった。

「転校生？　今の季節に？」

「季節はあまり関係ないでしょ。今、女の子たちで保健室まで迎むかえに行ってるから」

「なんで保健室なのさ」

「紅あか尉い先生が連れてくるらしいの」

　養護教きよう諭ゆの紅尉晴はる明あきは、しばしば葵あおい学園に外部から生徒を連れてくる。栗くり丘おか舞まい穂ほもそうで、一風変わった魔ま力りよくの持ち主であることが多かった。

「なにも授業終わってからじゃなくても」

「正式には明日あしただけど、校内見学したいんだって」

「だから女の子たちが迎えに行ったんだ」

「適当にそこらへん回らせて、あたしたちはどうやったら転校生を金に換かえることができるのか、話しあうところなのよ」

「…………」

　和樹は絶句したものの、実にＢ組らしいと妙みように納なつ得とくがいった。

「で、式森君は帰ったんじゃなかったの？」

「いや、まあ」

　和樹は曖あい昧まいに笑いながら、女子生徒たちを観察した。性格がどれだけねじくれていようと、美少女は美少女だ。ここなら相手に不自由はしないだろう。

　頭を素す早ばやく回転させる。

「僕もその……お金の話に混ぜてもらおうと思って」

「なんかずいぶん珍しいわね」

「式森も金の素晴らしさに目覚めたんだろう。いいことだ」

　仲丸が腕うで組ぐみをしながらうなずく。

「今まで金のことに無関心どころか俺たちを批判してきたのにな。心を入れ替かえたか。俺の持ってる金儲けノウハウを、格安で教えてもいいぞ」

「いやあそこまでは」

「月げつ賦ぷもある」

　熱心に売りつけようとするクラスメートを、和樹は笑いながら断った。和樹の目的は金ではない。女だ。己おのれの体内で際限なく増大する魔力を減らさなければならない。だが目的のためには状じよう況きように乗ることも考えていた。

「その転校生にはなにをすればいいかな」

　和樹の質問に仲丸が答えた。

「まず、Ｂ組の一員になるには、Ｂ組債さい券けんの購こう入にゆうが必要だと教えるつもりだ」

「でも転校生にいきなり債券なんて教えて、理解してくれるのかな」

　疑問を口にした。仲丸はやや渋しぶい顔をする。

「そりゃそうだが。じゃあ授業をチケット制にして、教室に入るたびに必要にするのはどうだ。もちろん買い取ってもらう」

「先生に話を通すのが面めん倒どうじゃない？」

「だったら友達になるのに必要なカードを発行して」

「ちょっと露ろ骨こつかなあ」

「睡すい眠みん薬やくで眠ねむらせて白紙委任状に拇ぼ印いんを押す」

「犯罪だと思うよ」

　次々と駄だ目め出だしをしていく和樹。仲丸だけではなく和美も異議を唱えた。

「式森君もちゃんと協力しなさいよ。お金のためよ」

「やるならもっと本格的なのがいいと思うんだよ」

　と和樹は言った。

「今までは目先の小銭ばかり気にして、儲けどころか損ばかりしてたじゃん。もっと長期的に見た方がいいよ。その方が利益が大きい」

「なんか式森君とは思えない意見ね。いつもお金儲け自体に反対するのに」

「僕もクラスのみんなに協力しないとね」

「それでどうすんの」

「プロデュースだよ」

　と、和樹は自説の披ひ露ろうをはじめた。

「転校生は一人なんだろ。彼女からお金を取ったってたかが知れてる。それよりも彼女にみんながお金を払はらうようにすればいいと思うんだ。つまりアイドルになってもらって、学校中が彼女見たさに喜んでお金を払うようにする」

　聞いていた面々が、なるほどという顔をした。仲丸が大きくうなずく。

「転校生と会いたいやつがいたときは、たとえば握あく手しゆ券を買わせればいいのか」

「そういうこと。握手券を買うためにはなにかグッズが必要になれば、もっと儲かるよ」

「一人ＡＫＢだな」

　和樹は軽く笑いながら「そんなもん」と言った。

　もちろん本心は別だ。今の彼に金儲けは興味ないのである。口から出任せにしては、なかなかのものだと思っていたが、本心ではない。むしろここからが重要なのである。

「ただ問題があってさ」

　彼は続けた。

「ほら、こういうのって夕ゆう菜なも賛成しないだろ。玖く里り子こさんも嫌いやがると思う。お金儲けの邪じや魔まになっちゃうから、近づかないように妨ぼう害がいして欲しいんだ」

「分かった。クラスから何人か出そう」

　仲丸の号令で、浮う氣き光みつ洋ひろ他ほか数名が廊ろう下かに出た。彼らが夕菜と舞穂と玖里子を説得、あるいは強ごう引いんな手段で入れないようにしてくれるだろう。

「それで、どんな娘こが転校生か知りたいんだけど」

「だから今、女子が迎えに行ってる」

「僕にも行かせてくれないかな。どんな人か早めにチェックしたい」

「アイディアを出したのは式森だ。反対する理由はないが、条件がある」

　仲丸の瞳ひとみが不気味に光った。

「お前一人じゃ駄目だ。転校生と二人きりにすると勝手にマネージャー契けい約やくをして、売上げを全額懐ふところに入れるかもしれない」

「えー、僕はそんなことしないけどなあ」

「俺たちならやる」

　彼が断言する。だから和樹もやるだろうという考えのようだった。

　自分基準で物事を判断するのが二年Ｂ組である。こと金儲けに関しては、全員疑ぎ心しん暗あん鬼きを煮に詰つめて冷蔵庫で固めたような性格をしていた。

　いつもの和樹なら迷めい惑わくきわまりない。が、今回ばかりは違っていた。

「しょうがないな。じゃあ僕に監かん視しをつければいいよ」

　いかにも残念そうに言う。彼の言葉を受けて、女子の中から一本手が上がった。

「あたしが一緒に行く」

　和美であった。

「まさか文句言わないわよね」

「もちろん」

　和樹は返答した。

　そしてこれこそが彼の狙ねらっていたことであった。金には興味がない。それよりも女の子である。二人きりになる状況を作ったのだ。松田和美は剣けん呑のんな性格だが美少女だ。己のふくれあがる魔力の放出先とするにはぴったりではないか。

「最適じゃないが、いいだろう」

　なにも知らない仲丸が発言する。

「お互たがい手を組まないのがいいんだ。牽けん制せいし合って抜ぬけ駆がけができなくなる。式森も松田に丸め込まれたりしないだろ」

「僕はみんなが儲かることしか考えてないよ」

　その台詞せりふとは対照的に、和美は「ちっ」と舌打ちをしていた。どうやら権利を二人で独どく占せんし、山分けすることを考えていたらしい。

「転校生は保健室にいるの？」

「いや、紅尉先生が学会の帰りに連れてくるはずだから、校門か裏門のどっちかから来るはずだ」

「分かった。松田さん、行こう」

　和樹はにこにこしながら、和美をうながした。




　転校生を連れてくるのだから恐おそらく車で、教職員は正門から車で入ることはないから裏門だろうと、和樹は考えた。

「松田さん、こっち。近いよ」

　彼は滅めつ多たに使わない階段の方角を指し示す。そちら側は非常用みたいなもので、あまり生徒は使わなかった。

「めんどくさがってあまり掃そう除じしないから、足あし下もと気をつけてね」

「……式森君、なんかやたら優やさしくない？」

　和美が怪け訝げんな声を出す。

「なんか態度堂々としてるしお金儲けにも首を突つっ込こむし、どうかしたの？　優しくした分だけお金払えとか言うんじゃないでしょうね」

「酷ひどいなあ。そんなこと言わないよ」

　彼は明るい声を出す。

「松田さんに怪け我がして欲しくないだけだって」

「式森君あたしたちのこと恨うらんでるでしょうが。お金の話ばっかり聞かされて頭がどうかなりそうだって伊い庭ば先生に愚ぐ痴ちってたでしょ」

「心を入れ替えたんだよ」

　階段の踊おどり場ばに到とう着ちやく。足を止めて振ふり返った。

「僕もクラスのみんなと仲よくなりたいからね。特に松田さんと」

「あたし？」

　和美がつい足を止める。その隙すきを狙って、彼は腕を掴つかんだ。

　強引に身体からだを回転させると、和美を壁かべに押しつけた。いきなりのことによほど驚おどろいたのか、彼女はされるがままだった。

「なっ……なに？」

「なんでもないよ」

　和樹は彼女の両手を強引に上げさせ、左手だけで掴んだ。大きめの瞳が、驚きよう愕がくに見開かれる。

「し、式森君……なにすんの!?」

「分からないかな」
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　彼は顔を近づけた。

　和美の表情は怒おこっているようでもあり、戸と惑まどっているようでもあった。どっちにせよ驚いていることには変わりない。

「松田さんって美人だよね」

「へ……変なこと言わないで」

　顔を背そむけている。ちょうど少女から大人に脱だつ皮ぴする直前のようで、たおやかさと強きよう靭じんさが混在している。夕菜のようなアイドルっぽさはないが、女優みたいな美しさが垣かい間ま見みえた。

　和樹はさらに顔を接近させた。特に、唇くちびるを。

「ひゃっ!?」

　彼女の背が弓なりになる。

「なにしてんのよ！」

「もっと松田さんの顔が見たくて」

「なにを……。あ、あたしに、ちゅってしようとしてない!?」

「キス？　うん」

　和樹は認めた。

「松田さんとキスしようとしたんだ」

「どうしてよ!?　そんなことするキャラだった!?」

「心を入れ替かえたって言ったろ。お金のことだけじゃないよ」

　さらに近づける。抵てい抗こうが大きくなった。

「止やめてってば！　こうなるのを狙ってたのね！」

「うん」

　和樹はまるで悪びれる様子がない。笑え顔がおだが冷ややかさも見え隠かくれしている。彼女は身を震ふるわせた。

「や……止めないと大声出すわよ」

「松田さん普ふ通つうの女の子みたいだね」

「馬ば鹿かにして！　あ、あたしには好きな人がいるんだから！」

「僕のことだ」

「違ちがうわよ、うぬぼれないで！　彼以外の人とキスなんてできない……」

「なあんだ、仲丸か」

　嘲ちよう笑しよう混じりの声に、彼女は憤いきどおるより驚愕した。

「知ってたの!?」

「夕菜がそんなこと言ったことがある。興味なかったけど、やっぱりそうなんだ」

「興味ないって……！」

　激げき昂こうする和美の口を和樹は右手で塞ふさぐ。目で彼女を牽制し、耳をそばだてた。

　足音がする。それもこっちに向かっていた。普段は誰だれも通らないようなところだが、やはり人は来る。騒さわがれるのもまずかったし、見られるのもまずかった。

「むー！」

「しーっ」

　和樹は首を捻ひねって背後をうかがった。足音は複数だ。生徒のものらしく、音が軽いから女子生徒の模様。

　しばらくじっとしている。足音はどんどん接近していた。
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「ちょっと、和樹が来たはずなのよ、通して」

「何度も言ったけど、大事な会議中だから通せないんで」

「高校生の会議なんて秘密にするもんじゃないでしょ」

「うちはそうでもないんですよ」

　浮氣は手をひらひらと振っていた。態度こそ軽いが、教室の扉とびらの前に立ち塞がって通す気配がない。

　風かぜ椿つばき玖里子は「二年のくせに聞き分けのない」と罵ののしると、諦あきらめて背を向けた。強ごう引いんに突とつ破ぱする方法もあるが、ここで魔ま法ほうを使うのはためらわれた。

「玖里子さん、和樹さんいました？」

　夕菜がやってくる。玖里子は首を振った。

「会えないわ。あんたのとこのクラスメートが強情だから」

「まあ。浮氣さん、駄だ目めなんですか？」

　浮氣は夕菜の質問に首を振った。

「夕菜ちゃんでも無理なんだ」

　返答に、ちょっと悲しそうな表情を作る夕菜。玖里子は渋しぶい顔をしていた。

「どうせ金絡がらみでなんかしてんでしょ。だからあたしを通したくないのよ。……夕菜ちゃん、凜りんと舞穂ちゃんは？」

「紫し乃の先生のところに行ってもらいました」

　玖里子はうなずくと、保健室に行こうとした。

「あー、そっちも行っちゃ駄だ目めです」

　浮氣が急いで彼女の前に立ち塞がった。

「ちょっと、どいてよ」

「そちらも通行止めになったんで」

「あんたが動いて通せんぼしただけでしょう」

「金くれるなら通します」

「今のあんたたちに払はらいたくないわ」

「じゃあ、こっちは工事中です」

　彼は道路工事の現場にある人型立て看板のように、腕を上下に振って遠回りをうながした。

　玖里子は口をへの字にする。

「じゃああっちから行くからいいわよ」

　きびすを返し、反対側に歩く。普段滅めつ多たに使われない階段の方向だった。

　夕菜もついてくる。

「……和樹さんが玖里子さんのことを押し倒たおしたって、本当なんですか？」

「本当よ」

「和樹さんってそんな勇気のいることできないと思うんですけど」

「なにげに酷ひどいわね。でも脱ぬがされたから」

　玖里子は胸むな元もとを押さえた。ブラウスをはだけられ、ブラジャーが露ろ出しゆつしたのである。玖里子が和樹の服を脱がそうとしたことはあるものの、やられるのは割と屈くつ辱じよくだ。

　横目で年下の友人を眺ながめる。

「夕菜ちゃん、いつもみたいに怒らないの？」

「実感がないんです。どうしても和樹さんらしくないって思えますから」

「まあねえ」

　いつもの夕菜なら、すでに怒ど髪はつ天をつき、そこらへんが火の海になっていてもおかしくない。それだけ和樹の行動は意外なものだった。

「紫乃先生がなにかしたのね。突つき止めた方がいいわ」

「そうですけど、わたしは強引な和樹さんもいいかなって思います。いつも引っ込み思案ですから」

　夕菜は照れたような笑みを浮うかべていた。

「わたしにしてくれれば文句なしです」

「へんに楽観的ね。でも今のままだったら、他ほかの女に手を出し続けるかもしれないし、戻もどったらいつものように消極的になるかもしれないし」

「どっちも困ります」

「後者の方がまだましよ」

　階段に近づく。いつもは使っていない場所のため、どことなく薄うす汚よごれているような雰ふん囲い気きがあった。

「……？」

　玖里子が階段下を覗のぞき込んだ。

「誰かいるの？」

「どうしました？」

「下で話し声がした気がして」

　玖里子と同じように夕菜も覗き込む。

「よく分かりません」

「こんな階段使う人がいるのかしら。幽ゆう霊れいかホームレス？」

「確かく認にんすればいいじゃないですか」

「それもそうね」

　玖里子は下りようとした。

「あ、待ってください」

　うながしたはずの夕菜が制止した。

「凜さんが、二年Ｂ組まで行くから待ってて欲しいって言ってます」

　夕菜は目を閉じ、こめかみのあたりを指で押さえていた。念話である。

「こっちから行くわよ」

「もう切れちゃいました。なんだか、焦あせってるような、困ってる感じでした」

　と夕菜は言った。玖里子は少しだけ階段下に目線を向けると、肩かたをすくめて戻っていった。




　　　　○




「ふう……」

　足音が遠ざかり、和樹は息を吐はいた。和美の口を塞いでいた手を離はなす。

「危なかったね、松田さん」

「なによ！」

　和美は彼を睨にらみつける。

「もう、最低！　こんなことする人だったなんて！」

「仲丸はしてくれないんだよね」

「うるさいわね！」

　和美は身体からだをねじって逃のがれようとする。が、予想以上に強い力で押さえられているため、ただ暴れただけに終わった。

　和樹は自分の右手を静かに下の方へやった。和美の目が見開かれる。

「え、ちょっと!?」

「なにするか分からない？　スカートの裾すそをめくろうとしているんだ」

「ほ、本気!?」

「僕はいつだって本気だよ」

　和樹の動きに遠えん慮りよはない。スカートに指をかけると、わざとらしく上下させた。

「女子のスカートって短すぎるよね。いっそ穿はいてなくてもいいんじゃない？」

「変態！」

「女の子の罵ば声せいって楽しいね」

　彼はゆっくりとスカートの裾をめくり上げていく。

　心臓の鼓こ動どうが激しくなっていた。背徳感からではない。魔力の増大のためだ。放出を早めなければ。

　力を込こめることにした。

「すぐに終わるよ」

「やーっ!!」

　和美の悲鳴がこだまする。その時。

「あ、やっぱり！」

　階段の上で、玖里子が叫さけんでいた。

「もしかしたらって戻ってきたら……和樹、それ犯罪よ！」

「ちぇ、またバレた」

　和樹は不満そうな声を上げた。

「玖里子さんはどうしてそんなに、僕を邪じや魔まするんですか」

「あたしだけじゃないわよ！」

　彼女は後ろを振ふり返る。

「夕菜ちゃん、こっち！」

　その言葉と共に姿を見せたのは、髪かみを二つに縛しばった、葵学園一の美少女と呼ばれているはずの女子生徒であった。

　夕菜の目は見る見る吊つり上がり、髪が逆立っていく。

「か……和樹さん……なにしてるんですか!!」

　床ゆかを蹴けった。駆かけ下りることなく、空中を落下しながら和樹のところへ突っ込んでいく。

「松田さんになんてことを!!」

「おおっと」

　いつもとは違ちがい、彼は予想以上に冷静だった。名残なごり惜おしそうに和美から手を離すと、余よ裕ゆうを持って夕菜のダイブを避よける。

「夕菜、怒おこってるんだね」

「当たり前です！　だいたいなんでわたしじゃないんですか!?」

「なんでだろうね。やっぱりスリリングなのがいいからかな。だって夕菜だとほら、あっさりできちゃいそうだろ。それよりは抵てい抗こうしてくれた方がやりがいがある」

「酷いです！」

「ごめんよ。でも僕は、のんびりしてられないんだ」

　彼は身をひるがえす。階段を駆け上がった。玖里子ににやりと笑いかけると、横をすり抜ぬけていく。

「玖里子さん、松田さんをお願いします！　わたしは和樹さんを！」

　背後から夕菜が追ってくる気配。捕つかまったら厄やつ介かいだ。それに魔力の具合が、どうも思わしくない。和樹は全力で廊ろう下かを走った。

　違い和わ感かんが湧わき出してきた。体内から熱いものがせり上がってくる。息苦しさも感じた。増大している魔力が行き場を失っているためだ。早く、早くなんとかしなければ。

　ひたすら走った。焦りと共に視界が狭せまくなる。放ほうっておけばどうなるか分からない。紫乃の実験を見る限り、よくて爆ばく発はつ、悪けりゃ大爆発だろう。生き延びるためにはどうにかして魔力を放出しないと。

　こうなったら手近でなんとかするしかないと和樹は考えた。女子生徒なら誰だれだっていい。失礼な発想だがそれだけ切せつ羽ぱ詰つまっているのだ。魔力放出のためにその娘こをものにする。

　前方に人ひと影かげあり。複数名だ。

　凜と舞穂の姿。紫乃もいる。それに長身長ちよう髪はつの養護教きよう諭ゆ、紅尉晴明の姿もあった。

　あともう一人、知らない女子がいた。葵学園の制服ではない。

　きっとあの娘こが転校生だ。すらりとした身体とくせのある髪で、どことなく親しみのわく顔立ちをしている。紅尉の話を真しん剣けんに聞いていた。

　チャンスだ。押し倒そうと彼は思った。一刻の猶ゆう予よもない状態では、皆みんなの見ている前だろうと関係ない。それに、赤の他人を相手にするのはなかなか燃えるじゃないか。

「和樹さんを捕まえてください！」

　背後から夕菜の叫び声。凜たちがなにごとかと振り向く。もちろん、転校生も。

　舞穂の口が「にゃー、和樹君？」と動く。凜は素早く日本刀の柄つかに手をかけた。

　だが彼の方が早い。今の和樹はいつもの優ゆう柔じゆう不ふ断だんさが消えているため、行動にためらいがない。

　転校生に狙ねらいを定さだめると、一直線に躍おどりかかろうとする。

「式森！」

　凜の声と日本刀より早く、彼の両りよう腕うでは転校生の肩にかかろうとする。

　だが次の瞬しゆん間かん。

　和樹の身体は宙を舞まった。

「え……？」

　和樹の手が肩に触ふれる寸前、転校生が動いたのだ。手を掴つかむや否いなや、勢いを利用して投げ飛ばしたのである。

「うわあっ!!」

　彼はなにもできないまま、背中から落ちた。

「紫乃先生、今です」

　転校生の言葉に、紫乃が手に持ったイヤホンを和樹の耳に差し込んだ。

　音楽プレイヤーからゆったりとした旋せん律りつが頭の中に流れ込んでいく。

「わ……あ、あ……」

　彼の悲鳴は徐じよ々じよに小さくなっていく。背中に痛みを感じつつも、意識が遠くなっていった。




　和樹はゆっくりと目を開けた。

　さきほどまでと同じ場所、廊下に寝ねかされていた。耳のイヤホンはすでになかった。

「式森……大だい丈じよう夫ぶか？」

　凜が心配そうに覗き込んでいる。彼は自分の心臓付近に手をやった。

「うん……。熱……くない」

　爆発寸前だった魔力は、すっかり元通りになっている。同時に飢うえた獣けものみたいな感情も消失していた。

「どうしたんだろ……」

「ついさきほど、和樹君を元に戻もどすプログラムが完成したのです。わたくしとしては、さきほどのほうがいいと思ったのですが、皆みなさんが早く元のようにしろと」

　紫乃が残念そうに語っていた。

「実験は失敗です。和樹君にわたくしへの詫わびる気持ちがあるなら、もっとキツい実験に参加してもらいたいのですが」

「断ります。それよりみんなに謝らないと」

「おや、記き憶おくがあるのですか。ここ数年分を全すべて忘れるようにしたのですが」

「余計なことしないでください」

　同時に、背中のずきずきに顔をしかめる。

「いたたたた……」

「背中から落ちたからな。ざっと見たが背骨に異常はないから、放っておけば治るだろう」

　紅尉が説明する。その隣となりで、転校生が冷ややかな顔をして見下ろしていた。

　投げ飛ばして申し訳ないとかすみませんなどの感情は見られない。むしろ、胡う散さん臭くさげにしていた。

「この男子が……？」

　鈴すずの鳴るような声こわ音ねだ。どこか聞き覚えがある。

「式森。式森和樹」

　と凜。珍めずらしいことに遠慮というか戸と惑まどいみたいなものが感じられた。

「先ほどまでは無礼でしたが、今はもう気弱な男です」

「はじめて見た。このような男子だったとは……」

　和樹は身体を起こす。

「あのー、この女の子は」

「転校生だ」

　紅尉はそう言うと、表情を変えずに和樹を見る。

「名前を式森ゆりやという」

「式森……僕と同じ名字なんですね」

「そうだな。君の身内なのだから」

「……えええええっ!?」

　和樹は驚おどろきのあまり、背中の痛みも忘れて跳はね起きた。








番外編　ほんのちょっとメイドの巻











　これはリーラとシンシアが夕ゆう菜なに捕とらわれている時のこと。

「邯かん鄲たんの夢だ」

　リーラが呟つぶやいた。

　隣となりで寝ねていたシンシアが、怪け訝げんそうな声を出す。

「なんだって？」

「中国の故事だ。ある男が夢を見る。男は夢の中で栄えい枯こ盛せい衰すい全てを味わうが、目が覚めると寝る前に火にかけた粥かゆがまだ煮にえていなかった。人間の一生などそのようなものだということだ」

「いきなりどうした。これが夢の出来事だというのか？」

　シンシアは室内を指し示した。周囲は全てコンクリートで固められており、唯ゆい一いつの出口は鉄製の扉とびらだった。

　もっともっとメイドさんＭＭＭ所属の二人は、まさに拘こう束そくされていた。埃ほこりっぽい土の上に立たされ、背後から銃じゆう口こうを突つきつけられ、この牢ろう屋やに放ほうり込まれた。

　リーラとシンシアは囚とらわれの身なのであった。捕つかまえたのはもちろん宮みや間ま夕菜。憎にくきメイドを式しき森もり和かず樹きとの交こう換かん材料にするべく、策を弄ろうして捕ほ虜りよにしたのである。

　夕菜はメイド相手だと容よう赦しやをしない。勝手に和樹をご主人様と祭り上げた存在だからだ。日ひ頃ごろは優やさしげな美少女も、こうなると阿あ修しゆ羅らのような働きを見せる。たとえ武装したメイドが相手だろうと勝利を収めるまでは止やめたりしないのだ。

　おかげでＭＭＭきってのメイド二人が捕らわれた。どちらも大尉ハウスキーパーであって地位が高い。恐おそらくは前代未聞であろう。

　今のところ、夕菜は二人を閉じこめたままにしてなにかやっている。そのためリーラとシンシアは遠えん慮りよなく話をすることができた。

　シンシアがむすっとしたまま言った。

「夢だと嬉うれしい。部下への言い訳が立つ」

「そういうことではない。式森様や宮間様と出会ってから、短期間で様々なことがあった。邯鄲の夢と言われても、わたしは多分驚おどろかない」

「そういえば、お前はよく寝ていた」

　とシンシア。牢にはベッドが一つしかなく、二人は狭せまい中並んで寝ていた。シンシアがろくに寝られなかったのに対し、リーラはすやすや眠ねむりこけていたのである。

「休息は取れるときに取っておかないと、肝かん心じんなときに力を発はつ揮きできないぞ」

「十日間不ふ眠みん不ふ休きゆうでもまったく判断力を落とさないくせに、よく言う」

「結局どこかで眠らなければならないんだ」

　リーラは身体からだを起こしつつ言う。我ながら無理のきく身体だとは思っていた。

　ＭＭＭの本部や他のメイドから「サイボーグ」やら「メイド型永久機関」などと呼ばれるが、自身をそう思ったことはない。単に、「ご主人様の願いをかなえようと努つとめていたらこうなった」にすぎない。人より多少は秀ひいでているかもしれないが、しょせんメイドの価値はご主人様にどれだけ奉ほう仕しできたかで決まる。ご主人様に満足していただければ、それでいいのだ。

　となると、やはり現状は好ましくない。奉仕することを無上の喜びとしている身としては、主人である和樹の元にいられないのは無念でしかないからだ。

「……だけど心は繋つながっている」

「なにをぶつぶつと」

　シンシアが胡う散さん臭くさげに目を向ける。リーラは苦笑い。

「お前もご主人様の下もとになかなか帰れないな」

「悩なやみの種だ。留守番役がよくやっているだろうが、命令書を偽ぎ造ぞうされて中隊を動かされては問題になる」

　眼鏡めがねのイギリスメイドはどんよりとした顔になっていた。夕菜がシンシアの命令を偽造し、中隊を勝手に動かしているのである。しかも彼女の部下たちは気づいていないというおまけつき。

「私の部下はかかしばかりだ」

「宮間様が想定を上回る行動をしているだけだ」

「どっちにせよ最悪だ」

「ところで……よくシンシアを連れておられるお嬢じよう様さまはどうした。アネット様だったか」

「ロンドンの寄宿舎にお入りになられたが、三日で同級生を三人叩たたきのめして飛び出した。今は別の学校に行っている」

「活動的な方だな。日本にも来ただろう」

「アニメーションやコミックの好きなお方だ」

「式森様とそれほど年の離はなれていない人だったな」

　リーラはなにげなく口にしただけだった。だが、聞いたシンシアの顔色が見る見る変わっていった。

「おい!?　まさかアネット様をシキモリと一いつ緒しよにしようというのではないだろうな!?」

「なにを言っている」

「アネット様はご主人様が掌しよう中ちゆうの珠たまのように可愛かわいがっている方だ！　珠にしてはいささか行動的すぎるが……とにかく、二人を婚こん約やくさせようというのなら私はなんとしてでも反対して……」

「待て待て、お前は短たん絡らく的すぎる」

　リーラは手を軽く上げて制した。

「そんなことは考えてもいない。式森様自身もお考えにならないだろう。メイドが余計な発想にとらわれてどうする」

「思い込みの強いお前のことだ、腹案を温めているんじゃないのか」

「ない。式森様に夫人は……まあ、今考えるべきではない」

　ふん、と鼻を鳴らすシンシア。

「そんな素そ振ぶりを見せてしまうから、ミヤマが激げき昂こうするのだ」

「そうかもな」

「噂うわさで聞いたぞ。第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーのリーラ大尉ハウスキーパーが、シキモリに恋こい焦こがれていると。確かに私の城に来たときからそうだった。お前の思い込みもほどほどに……」

「思い込みだと思っているのか？」

　リーラは冷静に、真顔になって返答した。

　これには皮肉を言ったはずのシンシアが慌あわてた。

「おいやめろ。せめて否定するものだ」

「否定したら自分の心に嘘うそをつくことになるだろう。直接肯こう定ていはしないが。……お前は知っていると思っていた」

「分かっていたが、どこかでお前が否定しないかと思っていたのも確かだ。私が家政学校で打だ倒とうに燃えた女が、あのような少年に心を奪うばわれるとは」

　シンシアが珍めずらしくため息をついた。

「お前は機械で、血ではなくオイルが流れているはずだったのに」

「人間だ。残念だったな」

　リーラは答えた。昔なじみも機械扱あつかいしていたとは、どれだけのメイドが自分を人間離れした存在に思っているのだろう。

　シンシアはまだ忌いま々いましく思っているらしく。

「しかも女らしい」

「そこを責められても困る」

「いっそマシン語で喋しやべれ」

「０と１で部下に命令を下せるわけないだろう。ご主人様を慕したうことは、そんなに変か？」

「今の状態では、正常じゃあない」

　ＭＭＭのメイドは基本的に主人と雇こ用よう関係にあり、裏方である。感情面まで親密になることは、ほとんどなかった。

「そもそもシキモリは、ご主人様ですらないだろう。誓せい約やくをすませていないはずだ。お前が『ご主人様』ではなく姓せいで呼んでいるのもそのためだ」

「そうだが、障害とは思っていない」

「ハイスクールの少年だ。おまけにミヤマもいる。これが障害ではなくてなんだと……」

　シンシアは口をつぐんだ。リーラの瞳ひとみに確固たる感情を見たからだ。柔やわらかで慈じ愛あいに満ちているが、鋼鉄のような意志。

　彼女は気け圧おされてしまった己おのれを恥はじるかのように、頭を振ふる。

「……お前にかかっては、乗馬競技のハードルも地面に描かいた白線だ」

「褒ほめ言こと葉ばと受け取っておこう」

　リーラはベッドから下りた。立ち上がり、身体を数回ひねる。簡易ベッドが硬かたかったので、多少の強こわ張ばりを感じていた。

「わたしの話より、シンシアはどうなのだ。まだ独身主義なのか？」

「独身主義だったことなどないぞ」

「家政学校のころから、浮ういた話がなかった」

「お前だってなかっただろう！」

「怒おこるな。わたしは恋れん愛あいが不得手だから当たり前だが、シンシアは下級生の相談に乗っていた」

「たくさん乗った。おかげで取り残された」

　嘆なげくようにシンシアが答えた。

　二人は家政学校の同期である。共に訓練を受け、同じ時期に卒業している。そのため相手がなにをしていたか、だいたい知っていた。

「年とし頃ごろの娘むすめなんだ。そういう相談をしない方がおかしい」

　シンシアは嫌いや味みっぽく返事。

「リーラは勉強ばかりするつまらないやつだと思われてよかったな」

「今だってそう面おも白しろい人間ではない」

「当時のお前は近寄りがたい冷たさを伴ともなっていたんだ。だから個人的な相談事は私に回ってきた。今は違ちがうようだが」

「式森様のおかげだ」

　確信を持ってリーラは言った。シンシアはいまいましそうな顔。

「よく言い切れるものだ」

「式森様がいて今のわたしがあると言っても過言ではない」

「私もアネット様とそうありたいものだ……」

　独り言のように呟つぶやいた直後に、シンシアははっとして口を押さえた。

　彼女の顔は青くなり、ついで赤くなった。リーラは驚きよう愕がくを表わすかのように、何度もまばたきをしていた。

　声を潜ひそめて喋る。

「シンシア、わたしは他人の性せい癖へきにケチをつけるのを好まないが、それはさすがにどうなんだ」

「ち、違……」

「ご主人様のご息女だろう。十四歳じゃなかったか？」

「十三歳だ……」

「もっと悪い。アメリカなら性犯罪特とく捜そう班はんが飛んできて、お前は性犯罪者リストのトップを飾かざったあげく刑けい務む所しよ送りだ」

「そういうのではない！」

　シンシアは激昂して声を張り上げる。鉄製の扉とびらの前にいるはずの監かん視しが、仰ぎよう天てんするのが分かった。

「もっと純じゆん粋すいな、忠誠心の延長だ！　アネット様は奔ほん放ぽうで、見ていられないところがあるから、お世話を欠かせないのだ。もう何年もおそばに仕つかえていて、心の一部はアネット様と共にあって、綺き麗れいな御お髪ぐしも、木この葉のような手も……！」

　一気にそこまで絶ぜつ叫きようする。それから我に返り、頭を抱かかえてしゃがみ込んだ。

「なんて余計なことを……」

　リーラはさすがに笑うわけにもいかなかったので、ゆっくりとした口調で喋った。

「気持ちは分からないでもない」

　シンシアは顔面を真っ赤にしたまま、彼女を見上げた。

「……本当か？」

「ただわたしの場合は異性だ。お前の場合はかなり年下でしかも同性となるとさすがに……」

「やめろ」

「このベッドでわたしと一緒に寝ねるのを極きよく端たんに嫌いやがっていたが、あれは自分の心を否定したかったのか？」

「その気がないのは確かだ！　身体をどうこうしようなんて、思ったこともない。アネット様に失礼だ」

　シンシアは大きく息を吐はくと、頬ほおをぴしゃぴしゃ叩いて立ち上がる。あまり見られない仕草だった。

　それからリーラのことを睨にらむ。

「私の部下に口外するなよ」

「しても特に変わらないだろう。お前の部下はできがいい」

「噂の種になること自体、上官としての威い厳げんが損そこなわれる。リーラのところもそうだろう」

「わたしのところは、むしろ楽しんでいるようだ」

　恋愛や性に疎うといリーラを、部下たちはしばしばからかう。特にセレン中尉ハウスメイドなどは、セクシャルな写真などを見せては反応を楽しむことを常としていた。

　リーラはそれらを叱しかりはしても、罰ばつを与あたえたことはない。年頃の娘たちであるし、そうすることが緊きん張ちようの中での潤じゆん滑かつ剤ざいとなっているからだ。いくらリーラが常人離れした集中力を発揮できるからといって、他者にまで強要してはどこかで誰だれかが壊こわれてしまう。

　それに、部下のメイドとの会話はわりと勉強になった。特に、恋愛などは。

「シンシアがこのことを話せば、部下たちは親しみを持ってくれるんじゃないのか」

「引かれるのがオチだ。だから誰にも話すつもりはない」

「わたしには喋ってしまったな」

「後こう悔かいしている」

「気は楽になったか？」

　リーラのことを、シンシアはむっとしたように眺ながめる。

　それから口を二、三度開き、不承不承うなずいていた。

「ああ。忌々しいことだが」

「ならよかった」

　リーラはそう言い、またベッドに腰こしかける。シンシアはじっと見つめていた。

「……わざとか？」

「最近のシンシアは、宮間様にやられっぱなしのせいか、過緊張と焦あせりが見られる。放置していると徐じよ々じよに精神のバランスが崩くずれ、まともな奉ほう仕しができなくなるだろう。そんなことではアネット様にもご迷めい惑わくがかかるぞ」

「自分の身体からだのことは把は握あくしてるつもりだ」

「把握しているようで、していないものだ」

　シンシアもベッドに腰かける。二人は並んで座る恰かつ好こうになった。

「……どうして友人でもないお前に喋ってしまったのか」

「狭せまいところに二人きりなら、友情が芽生えるか殺しあいがはじまるかの二つしかない」

「後者なら歓かん迎げいだ」

「角つのを突つき合わせるのはほどほどにしよう」

　メイドが二人殺しあいをしたところで、喜ぶのは夕菜くらいである。

「それで、アネット様とはどれくらい親しくなったのだ」

「リーラ。お前がアメリカのトークショーみたいに下世話な女だとは知らなかったぞ」

「シンシアの気が楽になればいいと思っているんだ。いつもならこんなことは訊きかない」

　これは本当である。個人のプライバシーには極力踏ふみ込まないタイプなのだ。

「牢ろう獄ごくの中は退たい屈くつだというのもある」

「退屈なのは同感だ。だが、酒もないのにペラペラ喋るものでもない」

「酒か」

　リーラは立ち上がる。鉄の扉に近づくと、向こう側に聞こえるように叩たたいた。

　返事はない。しばらく叩いていると、遠えん慮りよがちに小窓が開く。見張りらしきメイドの、目の部分だけ見えた。

　彼女はそこに口を近づけ、一言二言会話をする。しばらくすると足あし下もとの食事を出し入れする場所が開き、なにかが滑すべり込まされた。

　ウィスキーのボトルと、グラスだった。リーラは拾い上げるとベッドに戻もどった。

「酒が手に入った」

　シンシアは目を丸くした。

「ミヤマがよく渡わたしてきたな」

「まさか。宮間様がわたしの願いを聞き入れてくれるはずがない。見張りのメイドに頼たのんだ。わたしのファンなんだそうだ」

　リーラはＭＭＭ創設以来の傑けつ物ぶつと称しようされており、彼女を目標としているメイドは枚挙に暇いとまがない。「ファン」も多く、第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーへの転属願いも絶えなかった。

　そのようなメイドがここの見張りにならないよう夕菜が徹てつ底ていして排はい除じよしたはずだが、紛まぎれ込んだらしい。

　シンシアは呆あきれた。

「どうせなら脱だつ出しゆつの手引きをさせればいいものを」

「すぐ宮間様に露ろ見けんするだけだ。遠からず出られるから待てばいい」

　ウィスキーの栓せんを抜ぬき、小さいグラスに指二本分ほど注ぐ。シンシアに渡した。

「飲めるだろう」

「牢獄で飲酒か。お前はまだ飲んでいるのか」

「飲んでるが、相変わらず酔よえない」

　リーラは非常に酒が強く、どれだけ飲んでもほろ酔い程度にしかならない。家政学校時代、噂うわさを聞いた同期たちが「トップメイドの酒乱を見てやろう」とパブに連れて行ったものの、まったく酔わない上に延々おかわりを続け、酒さか瓶びんを全すべて空にしたとの逸いつ話わすらあった。心配した教官が見に来ると、メイドたちが床ゆかで伸のびている中、リーラは黙もく々もくとグラスを傾かたむけていたとのこと。

　また彼女は、他人に飲酒をしているところを見せることが少なかった。特に和樹には絶対に見せなかった。

　今は幸いシンシアしかいない。その彼女がグラスを受け取った。

「酔わないとはつまらない女だ」

「酔える人間がうらやましいよ」

　自分のグラスにもウィスキーを注ぐ。二人は乾かん杯ぱいせずに、口をつけた。

　しばらく琥こ珀はく色いろの液体を喉のどに流し込む。

「飲んだら話さないのか」

　リーラの質問に、シンシアは憮ぶ然ぜんとして答える。

「足りない」

「酔ったふりでいい。酒のせいにして口に出せば、ストレスも解消される」

「余計なお節せつ介かいだ。……それにしてもまずい酒だ。密造酒か？」

　リーラはボトルのラベルを見た。

「ブラジル産の安物だ。誰が買ってきたんだ」

「ミヤマはこんなものの代金も私に回したのか」

「それで、アネット様とのことは？」

「……あの方は、私のことを評価してくださる」

　シンシアは目線を床に向けたまま、ゆっくりと語りはじめた。

「無茶な要求もされるが、必ず私をいたわってくださるのだ。『シンシアは大事な友達よ』とおっしゃってくれた。その言葉に嘘うそはない。知ってると思うが、私の祖父は誉ほまれあるイギリス空くう挺ていで、父も戦車部隊の将校。上も下も男ばかり。姉妹しまいが欲ほしかったんだ。ご主人様のご息女を姉妹と呼ぶのは乱暴だが、ああいう人が妹にいたらとても嬉うれしいと思っていた」

「なるほど、兄弟への愛か」

「最初はな。いや、今でもそのつもりだ。だが最近……アネット様はとみに美しくなられ、色いろ香かを発せられている。メイドとしては嬉しくもあり、不安でもある。そしてその色香は男を引き寄せてしまうこともあるが……私自身、当てられてしまうのだ」

　シンシアは自分でグラスに酒を注いだ。

「日に日に女として成長なさるのはよいことだ。だがあの方は自覚しておられず、ときに無防備となる。メイド相手とはいえ、他人の前で裸はだかになるのをためらわないのはどうかと思うよ」

「……なるほど」

　リーラは言う。シンシアの言葉に真しん剣けんなものを感じ取っていた。

　揶や揄ゆしたりはしない。ライバル視されており、自分の中隊としょっちゅう衝しよう突とつしているが、名めい誉よまで傷つける真ま似ねはしなかった。彼女はメイドとしてというより、人として最低限のものを守っていた。

　シンシアは付け加えた。

「誤解しないでくれ。性的な欲求はない」

「本当に？」

「……ない」

　いささか語ご尾びが危あやうかったが、それ以上は追つい及きゆうしなかった。

　リーラの手のグラスに、シンシアがウィスキーを大量に注ぐ。

「私は話したぞ。お前の番だ」

「なにしろ酔えない体質だ」

「じゃあ素面しらふで語れ。シキモリに性的欲求は感じるのか」

「感じる」

　あっさりと肯こう定てい。ぎょっとしたシンシアが、ウィスキーを床にこぼした。リーラは顔をしかめる。

「手元を狂くるわすなんて、それでもメイドか」

「あの少年に興奮するのか!?」

「する」

　これも認めたので、シンシアはさらに目を丸くしていた。眼鏡めがねがずり落ちそうになっており、カリカチュアライズされた自画像のようだとリーラは思った。シンシアは眼鏡を直すことも忘れている。

「よくそれで私のことを非難できたな……！」

「非難したか？」

「アメリカなら刑けい務む所しよ行きだとか言っただろう！」

「式森様の前で態度に表わしたことはない。それにあの方は十七歳。あと一年たてば、誰からも後ろ指さされることがなくなる」

　それよりも大きな障害、すなわち夕菜が、彼女を今いる牢ろう屋やに放ほうり込んだのだが、それはそれとして。

　リーラにとって和樹への感情を隠かくすことはできても、否定することは難しい。彼女自身の否定に繋つながるからだ。彼の近くにいると奉仕の気持ちが高まり、心は安らかになる。メイドとしての自分と女としての自分。この二つを成り立たせてくれるのだ。

　そのような存在は、和樹がはじめてだった。たとえ嘘でも、和樹への気持ちを否定するなどとんでもないことだ。

「あの方のおそばにいられるのは、この上ない名誉だ」

　うっとりした目をするリーラ。シンシアは憮然としている。

「シキモリのどのあたりに性的欲求を感じるというのだ……」

「存在そのものだ。式森様は誠実であられる。それに魅み力りよく的だ」

「そういえば、他の中隊長たちも似たようなことを言ってたな」

「メイドはみな、あの方にやられてしまうのだ。罪なお方だ」

「どう興奮するんだ」

　訊かれたリーラは、シンシアに顔を向ける。どことなく、悪戯いたずら心を起こした子供のような瞳ひとみで見た。

「式森様と会話をしているときの、わたしの肉体的な変化について解説が欲しいのか？」

「台詞せりふが硬かたい。もって回った言い方だ」

「あの方の前に立つだけで、わたしは動どう悸きが激しくなり、身体からだが熱くなる。足下はふわふわして雲の上を歩いているようになり、手は落ち着かない。気を抜くと言葉は上ずり、たどたどしくなってしまう。顔が熱を持つのが分かり、冷静さを保つのに集中力を要する。様々な話をするが、わたしの気持ちは少しでも長く近くにいたい、どんな願いでもかなえて差し上げたいということだ。あれほど幸福な時間はないだろう。もちろんこのことを態度に出したりはしない。メイドとしての仕事はしくじらないし、節度を守っている。誰だれにも悟さとられてはいない。だがいつもそうだ。万が一お身体に触ふれてでもみろ。背中に電流が走ったようになる」

「……全て本心、なのだろうな」

「当然だ。わたしはあの方のところにいると、はじめて肉親以外の男性と言葉を交かわした少女のようになってしまうんだ」

　リーラは天てん井じようを向き、肺に溜たまった息を吐はく。感情が空気と共に散っていった。

　このような気持ちになったのは、和樹がはじめてである。ＭＭＭ創設以来の傑物、メイドという単語を体現したような女とまで言われている女性がだ。今まで仕えてきた主人とは、全てプロとして接してきた。あくまで裏方として支え、余計な感情を抱いだかないことを誇ほこりにしてきたのである。

　だが和樹だけは違ちがった。リーラは和樹の精神に踏ふみ込まなかった。和樹も踏み込んでこなかった。なのに、心が揺ゆさぶられたのだ。誠実さや優やさしさに愛情を感じたのも事実。だが一目見たときから、もはや虜とりこになっていた。一ひと目め惚ぼれしただけではない。それ以上のなにかに、彼女は支配されたのだ。

　リーラは、それに身を委ゆだねることにした。その瞬しゆん間かんから、和樹は生しよう涯がいかけて忠誠を誓ちかう存在となったのである。

　シンシアはしばらく無言でいたが、少しだけ首を振ふった。

「うらやましい、と言っておく」

「ありがとう。シンシアもアネット様に感じてるだろう」

「そこまで直情的ではない。それに興奮してからどうなるのか、まだはっきり聞いてないぞ」

「一線を越こえそうになる。式森様をその場に押し倒たおして、ものにしたくなる」

「それこそ犯罪だ」

「だからやらない。逮たい捕ほされたくはないんだ」

　リーラは言った。ややふざけたニュアンスを混ぜたが、本心なのは間違いない。

「もっとマイルドにはならないのか。犯罪絡がらみではなく」

「先ほどの台詞の繰くり返しになるな」

「端たん的てきに言え」

「分かった。濡ぬれる」

　シンシアはグラスの端はしを噛かみ砕くだきそうになった。

「おい!?」

「端的に説明するとこうなる。式森様の前に出ると濡れるんだ。このときばかりは女の身体を恨うらめしく思う」

　リーラはなんでもないことのように言ったつもりだったが、聞かされた方は眼鏡を外し、心を落ち着かせようと何度も髪かみをかき上げていた。

「はっきり言いすぎだ」

「しょっちゅう下着を取り替かえている」

「そんなことはいい！」

　顔を赤くして叫さけぶシンシア。語っているリーラの方が、むしろ平然としていた。

　眼鏡のメイドは肩かたで息をしていた。
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「まったく、なにが鋼鉄侍女パンツアーメートヒエンだ。この分では一人のときになにをしてるか……」

　嘆なげいていたシンシアは、慌あわてて自分で自分の口を塞ふさいだ。リーラが喋しやべる。

「言いたいことは分かる。夜中にわたしがなにをしているか、だろう」

「口にするな」

「恋こい焦こがれる方がいるのに触れられない。そんな女が夜中に一人でやることは、まあ決まっているな」

「聞きたくない、聞きたくない」

　シンシアがシャットアウトと言いたげに、手を横に振る。

　リーラは苦く笑しようした。

「したことないとは言わさないぞ」

「ノーコメント」

「わたしだって覚えたのはそんなに昔じゃない。部下の一人が日本から成人向けの同人誌を買ってきたんだ。教材としては適切ではなかったが、見よう見まねだ」

「その件もコメントしない！」

　彼女はウィスキーのボトルを掴つかむと、直接口をつけた。ごくごくと喉のどを鳴らす。

「まったく……お前がこんな女だとは知らなかった」

「わたしだってこんな女じゃなかった」

　リーラはシンシアからボトルを奪うばい取ると、派手に呷あおった。

「お前だから話しているというのはあるが、式森様のせいだと考えるようにしている。いずれ責任を取っていただこう」

「そんなにシキモリのことで心が乱されるのなら、少し遠ざかってればいいだろう」

「わたしはメイドだ。そうはいかない。それに」

　リーラは軽く睫まつ毛げを伏ふせた。

「離はなれている方がよほど心に悪い。不安と心配で胸をかきむしりたくなる。宮間様に妨ぼう害がいされようと、式森様と同じ空気を吸っていたいんだ。あの方はわたしの全すべてだ。誓せい約やくをすませていなくても」

　シンシアは彼女の横顔に目をやっていた。そこに浮うかんでいる感情は本当に悲しそうで、寂さびしさが滲にじみ出ていた。

「……シキモリのことを語らせると、リーラはいつもこうなのか」

「聞きたかったんじゃないのか？」

「ここまで聞きたかったのか、自信がなくなってきた」

「わたしもこんなことを喋りたかったのか、分からなくなってきた」

　しばらく二人は無言で、ウィスキーの回し飲みをしていた。

　扉とびらの外で気配がする。下側の窓が開き、手が伸のびた。ウィスキーボトルとグラスを返せ、の意味だろう。

　リーラはボトルの中味を飲み干し、渡わたした。

　小窓が閉じられる。最後の瞬間に、夕菜の「メイド許すまじ」みたいな声が流れていた。

　シンシアが呆あきれていた。

「あの敢かん闘とう精神はどこから来るんだ」

「宮間様はエネルギーを絶やすことがない。羨うらやましく思うこともある」

　リーラは牢ろう屋やの壁かべに背をつけた。ボトルもグラスも返したので、手の置き場がなくなっていた。

「……最近、よく夢を見る」

　独り言のように、彼女は語った。

「いつも同じ夢だ。式森様は立派に成長なされ、わたしはそばに仕えている。朝晩問わず、屋や敷しきでお世話に勤いそしんでいるんだ」

「なにもおかしいものではないだろう」

「わたしはメイド服を着ていない」

　はっきりと、リーラは告げた。

「夢の中では私服だ。一日中お仕えしているのに、メイド服はどこにもないのだ。カチューシャもつけていない。そしてそのことを、奇き妙みようだと思っていない」

「単にクリーニングに出しているのではなく？」

「ああ。夢のわたしはメイドではないんだ」

　押し黙だまった。シンシアも同じように口をつぐむ。

　リーラはメイド服に誇りを持っている。プロとしての矜きよう恃じだ。彼女だけではなく、ＭＭＭのメイドなら誰もがそうなはず。

　中でもリーラはメイドの中のメイドだった。だから夢の中であろうと、「メイド服を着ていない」のはただごとではなかった。

「この夢は何度も見る。あまりにはっきりしているから、どっちが現実か混乱したこともあった。夢の中で式森様と生涯を共にして、目が覚める。まさに邯かん鄲たんの夢だ」

「……未来のできごとなのか」

「夢の中では」

　そう答える。

　メイドがメイド服を脱ぬぐ。それは文字通り一いつ般ぱん人に戻もどること。メイドを引退することだった。ＭＭＭのメイドは任期満まん了りようか負傷あるいは病気によってリタイアする。個人的な事情によってメイドでなくなることもあった。

　いずれにせよ、市民と変わることはない。これまで引退したメイドたちは、会え得とくした技能を生かして他業種に職を得たり、田舎いなかで慎つつましく暮らすことが多かった。

　ただもう一つ、例として多くないが、引退したメイドが元主人と親密になるケースがある。

「夢の中で、リーラはシキモリと結けつ婚こんしているのか？」

「…………」

　シンシアの問いに、リーラは答えを返さない。

　しばらくしてから、言った。

「しょせんは夢の話だ」

「何度も見るのなら、正まさ夢ゆめかもしれないだろう」

「夢にすがるほどわたしは愚おろかではないさ。いや、愚かだな……こうして気にしてるのだから」

「リーラ・シャルンホルストをここまで女にしてしまうんだ。あの少年はただものではないのだな」

「式森様はそういうお方だ」

　銀ぎん髪ぱつのメイドはそう告げた。万ばん感かんの思いが、こもっていた。

　鉄の扉の外で物音がする。食事が運ばれてくるのだろうか。あるいは、夕菜によって連れ出されるのか。

「……一つだけ、夢にすがりたくない理由がある」

　リーラはわずかに眉まゆを顰ひそめた。

「宮間様も出てくるんだ」

　シンシアは一いつ瞬しゆんきょとんとする。そして、

「……はっ、ははははは!!」

　眼鏡めがねのメイドはしばらくの間、床ゆかに転がって笑いこけていた。








あとがき




　築つき地じです。大変お待たせしました。久しぶりのまぶらほです。本来ならもっと早くお届けするつもりだったのですが、諸しよ事じ情じようによってここまで遅おくれてしまいました。楽しみにしていた皆みな様さまにはご迷めい惑わくをおかけしました。




　今回は、ドラゴンマガジン誌に連れん載さいされていた分に、書き下ろし短編が二編ついています。ひとつはドラゴンマガジン誌の内容を受けたもので、その続きです。もうひとつはメイド編になっています。

　続きの方には、最後に少しだけ新キャラクターが登場します。このキャラクターは次回で重要な役を担にないます。ぜひ覚えておいてください。

　メイドの方はちょっとややこしくて、「またまたメイドの巻」に掲けい載さいされている八章の裏でおこなわれている出来事になります。なので、リーラとシンシアは夕ゆう菜なによって囚とらわれており、牢ろう獄ごくに入れられています。「またまたメイドの巻」の発行が平成二十年ですから、四年ほど閉じこめられていたという……笑い事じゃないですね。




　すでに本作品を読まれた方には想像がつくと思いますが、まぶらほも終わりが見えてきました。今回はそのためのネタふり的な側面があります。今はなき龍りゆう皇おう杯はいでトップを取ってから、アニメになりコミカライズを二回やりと延えん々えん走り続けてきましたが、さすがにそろそろ終着です。結末自体はすでに考えてありますが、どのようにそこまで持っていくかは、まだぼんやりとしたままです。これからじっくりと、練っていきたいと思っています。

　ではこれで。次回は丸々一冊メイドの話です。




二〇一二年　十月二十五日


築地　俊とし彦ひこ










　初　出





第四十三話　『ｗｅｄｄｉｎｇ　１』……ドラゴンマガジン２０１０年３月号

第四十四話　『ｗｅｄｄｉｎｇ　２』……ドラゴンマガジン２０１０年５月号

第四十五話　『めざせ武道館！　１』……ドラゴンマガジン２０１０年９月号

第四十六話　『めざせ武道館！　２』……ドラゴンマガジン２０１０年11月号

第四十七話　『和かず樹きの野や獣じゆう伝説　１』……ドラゴンマガジン２０１１年１月号

第四十八話　『和樹の野獣伝説　２』……書き下ろし

番外編　　　『ほんのちょっとメイドの巻』……書き下ろし













まぶらほ




～じょなんの巻・きゅう～















築つき地じ俊とし彦ひこ
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